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　プロローグ




　紙かみ袋ぶくろから取り出した一枚のスカート。僕がそれをちらりと見せると、ベッドの背もたれによりかかっていた彼女はパッと瞳ひとみをかがやかせて、

「制服っ」

　少しはずんだ声で言う。

　いますぐ駆かけよりたい気持ちをぐっとおしとどめ、僕は病室の入り口でつまんだスカートを静かにひらめかせる。チェックの柄がらがふぅわふわ、虚こ空くうにゆるい波を描えがいて揺ゆれる。

　すると白い病室に突とつ然ぜんぽんっと黄色い花が咲さいた。

　ぽん！　ぽん！　ぽんっ！

　そしてまばゆい菜の花畑がどこまでもどこまでも展開していく。

　──そんなイメージが僕の頭のなかにひろがった。

「いったいなにをやってるの？」

「うん。別に大したことじゃないんだけど」

「大したことじゃないのは知ってるわ」

　彼女はとても頭がいい。

「でも、なんだかひとりでニコニコしちゃっておかしいの。もしかしてあなた、またわたしのことをからかってるの？」

「まさか！　からかってなんかないよ、スノウピー。それより興味深くない？」

「べつに」

「なんだか楽しい気分になってこない？」

「べつに」

「そっか……」

「いいから、わたしの制服で遊ばないで」

　早くここに持ってきて、とスノウピーは抑よく揚ようのないおだやかな声で言う。

　病室の床ゆかに置いていた手て提さげの紙袋を拾いあげると、妄もう想そうという名の花畑はすうっと薄うすれて消えた。ベッドに近づき、僕は「はいどうぞ」と優しくスカートを手て渡わたす。

「ごめんよ。今日はすごくおめでたい日だから。いまの僕の気持ちをちょうちょの動きで表現してみたんだ。……ちょっと伝わりにくかったかな？」

「あなたっておろかね」

「え。おろか」

「気持ちくらい言葉で素直に言えばいい」

　スノウピーはぶつぶつ文句を言い続けている。僕は少しうなだれる。思ったことをなんでも素直に言えていたら世の中とっくに平和になってるだろうに……。

　とはいえ、スノウピーの白い手はゆっくりスカートをなでさすり、まんべんなく感かん触しよくを味わっている。口はともかく手はうれしそう。

　それは僕たちの学校の制服だ。僕は紙袋に手を入れて、ほかのブツをベッドの上にひろげる。ぱりっとしたブラウスにブレザー。新品のソックス……。

　スノウピーがいま着ているのは病院から貸し出されたパジャマみたいなもの。このままじゃ帰れないから今日は着き替がえを持ってくることになっていたのだけれど、当人にリクエストを訊きいたところこれがいいと言ってきかない。祖国から持参したワンピースより、どちらかといえばありふれた高校の制服のほうがお気に入りみたいだ。

「この手ざわり、やっぱりいいわ」

「そう？」

「ええ」深々とうなずいて。「すごくいい」

「ならよかったけど……。あ、ほかのもあるんだよ」

　僕は紙袋からポンポンつきのニット帽ぼうを取り出し、スノウピーの頭にそっとのせてあげる。彼女はきょとん。きよらかな宝石の瞳をぱちくりさせて、

「なにこれ？」

「もう十二月だからね。雪は降ってないけど、さすがに外は寒いよ。居酒屋さんっぽく表現するなら『空気冷えてます！』みたいな。そういう感じなんだ」

　スノウピーはしばらく無言のまま、顕けん微び鏡きようを思わせる目つきで僕をじいっと見つめていた。いまの発言をまた緻ち密みつに分ぶん析せきしてるんだろうか。しまったな。僕の口はわりと思考に先んじて気ままに動く。またやっちゃったのかも……と若じやつ干かんどきどきしていると、

「おもたい」

「え？」

「それに頭あったかいの。頭は冷やしていたほうがよく働くものなの」

「うーん、それはそうかもね。でもさ、退院そうそう風か邪ぜひくのも馬ば鹿からしいだろ」

「わたし、風邪なんかひかない」おだやかに断言された。「……いいわ。とにかく着替えをしちゃうの。少し外で待ってて」

「わかった。屋上で景色でも見てる」

　あたふたと病室を出て、僕はぱたんとドアを閉める。

　ふうっ、と静かに息を吐はいて。

　いけない、いけない。──あんまりうれしくて少しはしゃいでしまってたみたいだ。反省である。

　顔をあげると廊ろう下かの窓ガラスには澄すんだ青空が貼はりついている。十二月の空気が澄んでいるせいなのか、なんとも言えないビューティフルホリデー。

　うん。今日はスノウピーが退院する日だ。世界中がいい天気でも別におかしくない。
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　スノウピーが目覚めたのは三日ほど前のこと。

　それまでスノウピーはずっと眠ねむっていた。旧校舎で起こった災さい厄やくから僕らを助けてくれたはいいものの、すべての力を使い果たし、神秘的な眠りのなかに沈しずみこんでいた。

　とはいえ、沈んだものはまたいつか必ず浮ふ上じようする。僕にはわかっていた。

　その日は日曜で、僕は可か香が谷やさんといっしょにお見み舞まいに行ったのだけれど、いつものように病室のドアを開けるとスノウピーは起きていた。なんの予兆もなく、あまりにも平然と起きていたものだから、思わずぽかんとしてしまう。

「ス……ノウピー？」

　一片の眠気も感じさせないぱっちりと澄んだ瞳。それをまっすぐ僕にむけながら、ベッドの上でこくんとうなずいてみせる。

　ＹＥＳ、戻もどってきた雪の精。その姿はみずみずしい活力に満ちあふれていた。サクランボ色のくちびるに、しゃきっと張りのある白い肌はだ、ストロベリーアイスクリームみたいに頬ほおのあたりの血色はよく、長い髪かみはキラキラ不思議なくらい色つやを増していて……。

　まいったな。どんな言葉をかけよう。

　人間あまりにうれしいとほんとに頭が白くなる。目覚めたときどんな声をかけようかシミュレーションを重ねてきたはずなのに、根こそぎ頭から吹ふっ飛とんでしまっていた。台風一過だ。そういうときって、すごくありふれた言葉を自然と口にしてしまう。

「おはよう」

「おふぁよむ」

　もむもむ……。

　発音がはっきりしないのは別に寝ねぼけてるせいじゃなく、これでもかと口いっぱいに頬ほお張ばっているから。スノウピーはベッドの上で上体を起こし、もむもむもむもむ真しん剣けんにお食事中。トレイの小皿に盛られているのはフルーツやらタマゴ焼きやら消化に良さそうな、いわゆる病院食というやつだ。

「はもはもはも、こぷんっ。……食べながらでごめんなさい。わたし、いますごくおなかがすいているの」

「そうみたいだね」

　うん、そうみたいだ。

「行儀わるい？　わたしのこういうふるまいについて、あなたはどう思う？」

「食しよく欲よくがあるのは元気な証しよう拠こだと思う」

「わたし、元気」

「あわてないで。喉のどにつまらせないようにね」

「だいじょうぶ。たくさん噛かんでる」

「ち、ちょっと！　なにマイペースに語り合ってるのよっ？」

　不意に隣となりにいた可香谷さんが僕にぼむっと肘ひじを押しつけた。

「のんきなこと言ってる場合じゃないでしょっ」

　そしてスノウピーのもとへぱたぱた駆けより、そっと腕うでにさわる。

「へーき？　スノウピーさん、もうだいじょうぶなの？　どこもおかしくない？　記き憶おくとかはちゃんとしてる？」

「ええ」

　スノウピーは優しくスプーンを立ててみせる。

「ばっちりよ」

「そう……」

　よかった、と息を吐くようにつぶやく可香谷さん。「ほんとによかった」

　スノウピーはなんだか少し照れたように頬を染めているけれど、それでもぱくぱく旺おう盛せいに食事を続けている。

「スノウピー、ごはんはそれだけで足りそうなのかい？」

「もちろん」

「だよね。それだけあればじゅうぶん……」

「足りない」

「え？」

「これだけのごはんじゃ、もちろん、ぜんぜん足りないの」

「そうなのか」

　僕は低い声で言う。足りないのか。

「わたし、もっと食べたいわ。だって……栄養をいっぱいたくわえる必要があるから」

　さっき看護師さんにおかわりをお願いしたんだけれど、まだこないのかしら？

　──フェルマー素数は無限に存在するのかしら？

　そんな言葉と聞き違ちがえそうになるけれど、もちゅもちゅ動くスノウピーの口もとには白米が幾いくつもついている。僕と可香谷さんはあわてて病室を飛び出し、食事のおかわりがどうなってるのかとせっつきに行ったのだった。



「あの日は結局、四人前くらい食べたんだっけ」

　ふふ、と僕は病院屋上のフェンスを掴つかみながら思い出し笑い。

「けっこう食べるんだ、スノウピー……」

　事後経過を見るためにスノウピーはそれから二日ほど病院にいた。でも四人前をぺろりと片付けられるなら心配ないだろう。というわけで、兄ちゃんがうまく今日というタイミングを見はからい、退院手続きをしてくれた。創立記念日で学校が休みなのだ。もうすぐ期末試験だから、いまごろ皆ありをりはべりいまそかりと勉強に励はげんでるところだろうけど、いける……。赤点さえ取らなければ絶対いける、と自分に言い聞かせてみたりする。

　いけるいける。

「うん、今日でこの景色も見おさめになるな」

　フェンスの先にひろがっているのは青空と見慣れた屋上の風景だ。

　ビルと家屋が雑然と入りまじった景色はそんなにきれいじゃないけれど、お見舞いに行った帰りはしばしばここにより、空を見上げながらスノウピーの快復を祈いのったもの。もしも神様がいるなら空の扉とびらを少し開けて、僕の願いに耳を傾かたむけてほしいというふうに。

　とまあ、そんな思い入れのある景色だから、もう見ることがないと思うと微び妙みように名残なごり惜おしいのだけれど。

「おや」

　……気のせいか？

　不意にぱらっと空からなにか落ちた気がした。小さな欠片かけらみたいな。すばやく顔をあげたけれど、なにも見えない。でも音はする。ぱらぱらぱらっ。

　なんだろう？

　これが秘境探検ものの映画なら、みんなぁ急げっ天てん井じようがくずれるぞぉぉぉっ、とハットをかぶった考古学者が叫さけんでるところだけれど、あいにくここは外だから天井なんかありゃしない。疲つかれてるのかなと思いつつきびすを返すと、不意におかしな気配を感じた。

「うわっ！」

　いまのは先ぶれだったのか？　上空になにか不思議なものが漂ただよっている。

　ふわふわ、ふわふわ。ゆっくり近づいてくるのだけれど。……なんだあれ？

「まいったな」今日はおめでたい日だっていうのに。

　　　　２




　僕は不思議なものをよく見る。なぜかは知らないが生まれつきそうなのだ。常識や理り屈くつではとらえられないものにしょっちゅう出くわす。

　それは現象だったり、物体だったり、人物だったりする。ほかのひとに見えるケースもあるし、ぜんぜん見えないケースもある。多種多様だ。子供のころからいろいろあって慣れてるものだから、いまさら少々のことで驚おどろいたりはしないのだけれど──。



「さてさて……。うーん」

　よく見ると今回のやつはずいぶんおだやかだ。

　ぼんやりしていて不定形。集まったり離はなれたり形を変えながら空からゆっくり降下してくる。ひとことで言えば雲だった。半はん透とう明めいの細い雲がいくすじかこちらに近づいてくる。

　いきなり噛みついてきたりはしない感じだったから、しばらくぼーっと見ていた。やがて雲はひゅるひゅる僕を取り囲んだ。胸の高さあたりででっかいリングみたいになり、ふんわかふんわか緩かん慢まんに回り続けている。

「えっと……。どうしたらいいのかな？」

　とりあえず、この現象の意図するところがつかめない。

　こうやって包囲しているからには僕に用があるんだろう。無視して雲を突つっ切っていくのも忍しのびない。とはいえ、僕はなにをどうすればいいんだろうか？　こやつには発声器官というものがなさそうだ。というか、ない。目も鼻も耳もない。だから相手の意図をこちらが推察するしかないのだけれど、試験問題にたとえればさしずめこんな感じ。

　問１・ある晴れた日に空からいくすじか雲がおりてきました。あなたは包囲されています。これからどのようにふるまえば良いでしょう？

「いやいや……」

　どうするもこうするも、そんな難問にぶつかったら普ふ通つうは両手で頭を抱かかえちゃうと思うんだ。問答無用で火でも吐はいてくれるほうがよっぽどわかりやすい。なにかヒントみたいなものがあれば……とあたりを見まわしていると、異様なものが目に入った。

　火だ。

　そこにあったのは燃えさかる炎ほのおのかたまりだった。

「な、なんだぁ……っ？」

　どこから出てきたんだ？

　とにかく二十メートルほど先。はしごのかかった塔とう屋おくのすぐ横にそいつは浮うかんでいた。うおんうおんうおん。オレンジ色に燃えたぎるでっかい球体。プロミネンスみたいにまっかな飛ひ沫まつを表面から勢いよくあげている──。

　と、不意に危ない感じが強まった。

　ギラギラしたその火の玉がいきなり笑ったから。なんというか、そう見えた。燃えたぎる表面にぱっくり細い切れ目が入り、両りよう端たんがにいいっと持ちあがる。パックマンみたいだな、と頭の片かた隅すみで思う。そして次の瞬しゆん間かん、ほんとに僕の心臓はぱっくんと飛びはねた。そいつが突とつ然ぜんものすごいスピードでこちらに突っこんできたからだ。よける余よ裕ゆうなんかぜんぜんない。暴走車みたいなすさまじい迫はく力りよくで、ぎゅおおおおおおんんっ。

　食われるっ！

　思わず目を閉じる。

　まぶたに透すけるオレンジ色の光。むせ返るような熱風がどおっと吹き抜ぬけていき、髪がざばざばと風にひっぱられ、きいいいぃんという耳鳴りがこだまして……。

　静せい寂じやくが戻ってきた。

　おそるおそる目を開けると、僕は別に食われていない。

「……あれ？」

　というか、怪け我がひとつしていなかった。

　ボアは少々ちりちりになっているものの、コートにも目立つ焦こげあとはない。

「なんだったんだ、いまの……」

　いつもながらもののけってのはわけがわからないと思いつつ、コートに付着した煤すすをはらいのける。そのとき、はたと気づいた。いままで僕を包囲していた雲がいなくなっている。顔をあげると青空のむこうに火のかたまりが飛んでいくところ。

「あ！」

　そして雲みたいなやつが消えた理由がわかった。それが火のかたまりにくわえられていたから。パックマン的な口に挟はさみこまれて雲はモシャモシャもがいている。

　つまるところ──。

　やつが突とつ撃げきしてきたのはあの雲を狙ねらってのことだったらしい。だから僕は無事だった。というより、最初から僕には興味なかったんだろう。

　もののけはそのまま青空を飛んでいき、ビルの谷間に降下して見えなくなった。



「うーむ」

　屋上にひとり取り残され、僕は首をかしげてつぶやく。

「でもいまの、いったいなんだったんだろう……」

　もしかして食事の場に出くわしちゃったんだろうか。

　超ちよう自然的な存在にだって食しよく物もつ連れん鎖さはあるだろうから、もののけＡを食べるもののけＢはもののけＣに食べられる。そういう場面をかいまみてしまったのかもしれないし、ちがうかもしれない。答え合わせができないから、なんともはっきりしない結末だ。でも不思議現象っていうのははっきりしないから不思議なのであって。

「気にしないほうがいいのかな。いつもみたいに……」

　首をふるふる横に振ふりながら、下の階に続くドアを開けようとすると、

「いでっ！」

　突とつ如じよドアがむこうから開いた。じいいいいいいん。

「なにをしているの？」

　両手でひたいを押さえる僕の前にぴょこんと姿をあらわしたのはスノウピーだった。

「い、いや別に」

　わざわざかっこわるいことを説明したくない。

「別になんにも」

「そうなの？　あなたの表情、いつもと少しちがう気がするけれど」

「あはは……。僕はいつもこんな顔してるよ。それよりスノウピー、むかえにきてくれたんだね」

「仕方ないでしょう。いつまで経たっても呑のん気きなあなたがこないんだもの。こちらから行くほうが合理的なの」

「待たせて悪かったよ」

　僕はひとを待たせてるときに限ってトラブルに巻きこまれる。

　さておき、スノウピーはすでに準備万ばん端たん。片手に小さなバッグを持ち、お気に入りの制服にばっちり着がえていた。ひさしぶりに見たその姿は文字どおり制服を着た妖よう精せい。ちょっぴり短めのスカートが細い脚あしに似合っていて愛らしいのだけれど、それを指し摘てきすると怒おこるので言わぬが花だろう。

「早くおうちに帰りましょう。わたし、いっぱいＴＶが観みたいの」

　スノウピーはリボンをぱたんと折りたたむとニット帽ぼうを頭にかぶる。僕は目をまるくした。それが先ほど渡わたしたお気に召めさなかったはずのポンポンキャップだったから。

「なあに。なにをジロジロ見ているの」

「ん、別に見てないよ」

「見てる」

「見てない」

「見てる。あなた、まるで虫むし眼鏡めがねみたい」

「どういうこと？」

「わたしがお帽子をかぶってることについて、なにか言いたそうにじいっと見ている」

「そ、そこまでくわしく言ってくれなくていいよっ。というかごめん。見てたよ」

「ぷい」

　軽く鼻を鳴らしてスノウピーは言う。

「わたし、頭があったかくなるのは好きじゃない。頭はひんやりしているほうが気持ちがいいの……。でもあなたの親切を無下にするのもちょっとだけ大人げないわ。わたしはこれでも優しいの。慈じ悲ひの心だってちゃんとある。親切にしてもらったら、少しくらいはお情けをかけてあげるの」

　スノウピーはほんのり頬ほおを染めながらくちびるをとがらせる。僕はつぶやく。

「じ、慈悲……？」

　お情け？

「あわれみの心よ」

　悲しいことに、僕は彼女がなにを言いたいのかちょっと理解できなかった……。



    

  
    
      　うん、スノウピーは性格的に少し難しいところがある。不思議世界からやってきたひとだからそれは当然のことだろう。火のもののけが雲のもののけをぱくっとたいらげた先ほどの現象と同様わかりやすくはない。

　でも、と僕は思う。

　──スノウピーのそういうところはけっこう嫌きらいじゃないんだ。

　わかりにくく心地良いおしゃべりをしながら僕たちは病院をあとにした。

　　　　３




「というわけで、スノウピーはもうすっかり元気なんだよ」

「ウン。そうみたいね」

　可香谷さんは腕うで組ぐみしながら、ちらりと瞳ひとみだけ動かしてスノウピーのほうを見た。

　教室のなかはいつもより三割増しで騒さわがしい。

　スノウピーの席には大勢のクラスメイトが集まっている。がやがやがやがや……。スノウピーはきのう退院したてのホヤホヤ。いままでずっと休んでいたから、こうなることは予想していたものの、あんまり気き疲づかれさせないでやってほしいなと僕は思う。

　そもそもスノウピーの目的はこの世界をよく見ること。元の世界に帰れる日がくるまでいろんな事物を観察することだ。僕は彼女を異世界から連れてきた者としてサポートする義務がある。そういうことだからして、いまスノウピーがみんなに蝶ちようよ花よと熱ねつ烈れつにかまわれている現状はどうなんだろう？　観察者としての判断に曇くもりが出たりはしないのか。漠ばく然ぜんとそんなことを考えたりするけれど、

「体調はもうすっかりいいの？」

「食しよく欲よくはある？」

「体育とかできそう？」

「わからないところがあったらノート貸してあげるけど？」

　クラスメイトの声にスノウピーはほとんど表情を変えない。リボンをふよんふよん、金魚の尻尾しつぽみたいにゆらめかせながら、

「体調はだいじょうぶ」

「食欲はふつう」

「体育はできる」

「ノートを貸してもらうかわりに教科書を貸してあげる」

　そんなふうに律りち儀ぎに返している。教科書を貸してどうするんだ、と誰だれもつっこまないのはいたわりの気づかいか。さしあたって心配することはなにもなさそうだった。

「ところで可香谷さん、僕になにか用事があるんじゃないのかい？」

「え？　あ、うん」

　ひと気のない教室の隅すみでいま僕とむかいあっているのは可香谷さん。黒くろ蜜みつを思わせるロングヘアが本日もつややかだ。

　すっきりとした鼻び梁りよう。マッチ棒がのっかりそうな長い睫まつ毛げ。気の強いクロネコみたいにきらめく瞳。可香谷ユリという名前どおり、無言でたたずんでいれば彼女はまわりに白しら百ゆ合りが咲さきそうな美少女だ。が、もちろん人間なんにも言わずに生きてはいけない。可香谷さんの性格はけっこうアグレッシブ。その攻せめの姿勢は趣しゆ味みにも反映されている。彼女は本好きの文学少女なのだけれど、おとなしく読むだけじゃなく自分でもいろいろ書いたり、作品を僕に読ませたりするのだ。で、僕はいちおう可香谷さんが作家になるのに協力するという契けい約やくを結んでいる。

「えーっとね」

　可香谷さんはシャツの襟えりに指をかけると細い首をゆっくり左右に振り、ほんの少しネクタイをゆるめた。

「いまからちょっと本屋さんについて語らせてもらうわ」

　可香谷さんは唐とう突とつに話題を切り出すのが好きな女の子。ぎこちなく僕はうなずく。

「わたしね、書店ってトッピングとか組み合わせとかいろいろ選べるアイスクリーム屋さんみたいなものだと思うのよ！」

「え？」

　僕は目をしばたたき、いま言われたことの内容を理解しようとつとめた。

「アイスクリーム」

　頭をフル回転させる。アイスクリーム、アイスクリーム……。

「えっと、可香谷さん。もしかして朝からおなかが空いてたりする？　ん、だったら行こうよ。食堂の購こう買ばいコーナーでアイスクリーム売ってるから」

　ぼむっと腹部にパンチされた。ぎゃうううぅとスクリームするほどの痛みじゃなかったけれど、僕の返答は不適切だったらしい。

「……ったくもう。本屋さんについての話だって最初に言ったじゃないのよ。いいからちょっと黙だまって聞きなさい」

　可香谷さんは両手を腰こしにあてがい、家庭教師のお姉さんみたいな口調で語る。

「わたし、お気に入りのアイスクリーム屋さんがあるの。そこっていろんなジェラートをお好みでチョイスできて、好きなように盛りつけて食べられるんだけど。ええ、抹まつ茶ちやとバニラときなこの組み合わせとか、柚ゆ子ずとマンゴーとオレンジのシャーベットとかね」

「う、うん」

　本屋さんについて語るんじゃなかったんですか。

「いい感じに組み合わせるとアイスってすっごく美お味いしくなるのよねぇ……。なんていうか、ワンランク上の存在に進化しちゃう感じ？　チョコとミントの組み合わせを最初にやったひとって天才だと思うわ。ン。まあそれはいいとして、試ためすたびに新しい発見があるから、わたしはけっこうそのアイスクリーム屋さんをひいきにしてるわけ」

「ふむふむ」

「ここだけの話、わたし本屋さんにも同じことが言えると思うのよ」

　ウンッ、と力強くうなずいてみせる可香谷さん。

「どんなふうに並べるかで本の魅み力りよくも変わってくるじゃない？　普ふ段だんはスルーするものも思わず手に取っちゃったみたいな。そしてついつい買っちゃったみたいな。えーっと、なんて言ったらいいのかしら。とにかく書店員さんのテレパシーがピピッとくる瞬しゆん間かんってあるのよ。それってやっぱり並べるときの組み合わせが影えい響きようしてるとわたしは考えてる」

「なるほどね」

　僕は親指をぐっと立てる。

「やっとわかったよ、可香谷さんの言いたいこと。たとえるなら世界の食しよく糧りよう危き機きについて訴うつたえた本と、ダイエット本を並べて置いてみると新しい魅力があるよと。それはアイスクリームを組み合わせるみたいなものだよと、要はそういうことを言いたいんだね？」

「そのたとえ、ぜんっぜん意味わかんない」

「あれ？」

「だけどそうね。ええ。それが正解っ」

「……どういうことなんだぁっ？」

　僕は頭を抱かかえたくなる。

「というわけで、週末ふたりで本屋さんに行くわよ！」

　可香谷さんはぷいっと顔をそむけ、なんだか妙みように早口で言った。

「駅前に新しい書店がオープンするらしいの。品しな揃ぞろえがものすごくいいんですって。もしかしたら新しい組み合わせがあるかもしれないし、新しいなにかが見つかるかもしれないし、新しい可愛い服も買ったことだし、いっしょに行くわよっ。ついてきなさい！」

「そういうことか」

　新しもの好きの可香谷さん、つまるところ取材というかネタ探しというか、創作のヒントを求めて本屋探たん索さくをしたかったみたいだ。

　それなら最初から言葉で素直に言ってくれればいいのに……と僕は思う。

「で、でも無理はしなくていいわっ？」

　だしぬけに可香谷さんは両手をぴゅんぴゅん、あわただしく振ふる。

「だって週明けから期末テストだもんっ。これ重要よね！　あなたにとっては赤点をまぬがれることだって大事なことでしょう。無理そうだったらいいのよ。ウン、いくら契約だからって、わたしもそこで権利を行使するほど強情な女の子じゃないわ。勉強の邪じや魔まはしたくないし、あくまでも息いき抜ぬきにどうかなぁーって。たとえば土曜か日曜の夕方ちょっとくらいとか、そのくらいならどう？　よくない？　もしも余よ裕ゆうありそうなら、わたし新しい小説も書いたし……」

「む。そういえばもうすぐ期末試験なんだよね」

「そういえばって、月曜日からじゃない」

「実は勉強ぜんぜんやってないんだ。いつにも増してやってない」

「ち、ちょっとぉ……。なに暗い顔してるのよぅ」

　可香谷さんはあごを引いて口もとを手でおおい、どうしても食べたいクルミをうまく割れないリスみたいな瞳で僕をきゅっと見上げながら、

「しっかりして。あなたが進級できないとわたしだって困っちゃうんだから」

「僕が進級できないと、どうして可香谷さんが困るんだい？」

「……知らないわよっ！」

　わわわっ？

「それくらい自分で考えなさいよ！　あなたにも頭くらい付いてるんでしょうっ」

「い、いきなり怒おこらないで、可香谷さんっ」僕はのけぞりながら謝る。「へーきへーき、だいじょうぶ！　たしかに僕の成績はそんなに良くないけどね。進級がやばいほど壊かい滅めつ的でもないんだ。だからそんな風船みたいにぷーんとふくれないで」

「風船みたいにぷーんとふくれてませんっ」

「と、ともかく本屋さんの件は引き受けたよ。うん、土曜にでもいっしょに行こう！」

「エ……。いいの？」

　勉強してないんじゃないの、と今度は心配そうに言う可香谷さん。怒ったり不安そうにしたりと表情がコロコロすごくよく変わる。「ほんとにいい？」

「いいよいいよ、いいんだよ。勉強くらい夜にいくらでもできるから。可香谷さんの頼たのみなら僕はなんだって付き合うよ」

　可香谷さんは季節はずれのハルジオンみたいにパァァッと顔をほころばせた。

「それより可香谷さん。僕にはなんにも遠えん慮りよしなくていいんだからね？」

「えっ」

　大きく目を見開いて、「ど、どういうことよっ……？」

「いまみたいに試験勉強がどうとか気を使ったりしないでさ。遠慮なしになんでも言っちゃって。そうしてほしいんだ。僕はこれでも頼まれたことはちゃんとやるんだよ。少しばかり血のめぐりは悪いのかもしれないけど、わかりやすく言ってさえくれればだいじょうぶ。なんでも受け入れて、しっかり責任持ってやるんだから」

　可香谷さんはパチパチとまばたきを繰くり返し、「う、うん……？」と狐きつねにつままれたような顔でぎこちなくうなずいた。「そ、そう……なの？」

「そうだよ」

　僕は優しく言ってその場を離はなれる。

　どうにかこうにか……。うん、僕にしてはいい感じでやれたんじゃないだろうか。

　　　　４




　僕は他人の気持ちをおしはかるのが得意じゃない。

　そうなった原因はいちおう推察できるのだけれど（僕は生まれつき不思議なものに出くわしがちで、そのすべてを汲くんでいてはたぶん気が変になる）とはいえ、それは悲しいことだ。自分でそのことを認めるのはもっともっと悲しいことだったりする。

　しかも認めたから改善されるかというと、そういうものでもないのが難しい。背の低いひとがそれに気づいたからって、すぐ身長が伸のびるかというと答えはＮＯだろう。

　だけど。

　努力はしている。

　僕はスノウピーとかかわることで成長した。旧校舎の火災事件。あれでいろんなひとの大切さをつくづく思い知らされたから──。

　うん。なんというか、僕は他人とのあいだに知らず知らず精神的なバリアを作ってしまっていたらしい。気持ちの伝達をはばむ氷の壁かべだ。とても情けなくて恥はずかしいことだけれど、わかってみれば納なつ得とくのいく理り屈くつ。壁があったら相手の気持ちを理解できないし、この先もうまくやってはいけないだろう。──だけどそれじゃ人生あまりにも悲しい。

　失いかけて初めてわかる誰だれかの大切さ。

　生きてるってすばらしいことだと僕は心の底から思ったんだ。

　だから僕はもっと他のひとを大事にしていきたい。気持ちや心を。そしてみんなとうまくやっていきたい。そのためにはどうするべきか？

「だいじょうぶ。わかってる」

　実はスノウピーが入院している病院で、ちょっとした出会いがあった。そして画期的な発見があったりした。それさえ踏ふまえていればきっとぜんぶうまくいくはず……。



　なんて考えながら廊ろう下かを歩いていると、不意に前から声をかけられた。

「よぉ。なぁにボケーッとした顔してんだよっ」

「ん？」

　挨あい拶さつをしてきたのはクラスメイトの樹き林ばやし。通つう称しようじゅりん君だった。

「へへへ」じゅりん君はフランクに笑って、「朝っぱらからボケてんじゃないよ。いまおまえ、なんかエイリアンに体のっとられたような顔してたぞ」

「ええぇ？」

　じゅりん君は切れ長の瞳ひとみに眼鏡めがねをかけた繊せん細さいな風ふう貌ぼうの男子。外見どおり成績はいいけれど、性格は見た目と微び妙みようにギャップがある。ＳＦやホラーの愛好家というのか、いわゆる超常現象に興味があるひとなのだ。実際にそういうものに遭そう遇ぐうしがちな僕としてはなんとなくシンパシーを感じていて、クラスではいちばん仲のいい男友達なのだけれど。

「エイリアンか……」

「よーするに、ボケてたってことさ」

「ボケてないよボケは」という無意味なジョークを僕はぐっと飲みこむ。せっかく彼一流のユニークな挨拶をしてくれたんだから、うまくやるためには受け入れないと。

「ボケてたよ。僕はいますっかりボケちゃっていたよ」

　じゅりん君はすっぱいものでも食べたような顔をした。

「……おま、熱でもあんのか？」

「ぼけっとはしてたけれど、別に熱はないな。体調はいつもどおり」

「んー。じゃあ試験勉強のしすぎで頭がとんだか？」

　微分積分、あばばばばば、と言いながらじゅりん君は両手で自分の頭をがくがくとゆさぶってみせる。なんだなんだぁ？　今度は僕がきょとんとする番だった。

「ど、どうしたんだよ、じゅりん君」

「あ、わりぃわりぃ。つい悪ノリしちゃったよ。わけわからなかったよね？」

　眼鏡をはずし、ふうっと息を吹ふきかけるじゅりん君。細い前まえ髪がみをかきあげて、

「こないだ観みたＳＦ映画のまねさ。なんかすっげー印象的だったんだよ。主人公が超能力者なんだけど、使いすぎると脳に負担がかかってさぁ。あばばばばばってなっちゃうんだぜ。勉強してるとつい思い出しちゃうんだよなぁ」

　あばばばばばばばっ。

　もういちど律りち儀ぎにけいれんしてみせてくれる。見た目に似合わず相変わらずというか、僕にはちょっとわからない趣しゆ味みだけど……少しでいいんだ。理解を示しておかなくちゃ。

「すごく斬ざん新しんな映画を観たみたいだね。いいよいいよ。相変わらずじゅりん君の趣味は素敵だよ」

「や。……別に素敵とかじゃないけどよ」我に返ったように苦笑い。「だって頭があばばばばばばばだぜ？　サイコキネシスが使えるのにあばあばしちゃうんだぜ？」

「あばあば」

「あばばばばばばば……。それはさておき」

　コホン。

　じゅりん君は軽く咳せき払ばらいして眼鏡のブリッジを押さえた。

「で、おまえ。今日はいったいなにがどーしたのよ」

「ん？　別にどうもしてないけど？」

「うそこけ」

「うそもついてないよ。いたっていつもどおりだけれど」

　彼はこちらをまじまじと凝ぎよう視し。やがてわけ知り顔で僕の肩かたをぽんと叩たたき、

「まっ、ウキウキする気持ちはわからないでもないけどなっ。今日からスノウピーさん学校に来たし。うちのクラスの三大美少女がそろったわけだし。へへへ、たしかに教室が異様に華はなやいで見えるよねぇ。良きことですな！」

「えっと……？」

　思わず口ごもる。なにを言っているのだか、それはちょっと見当ちがいだ。僕は別にうきうきしてるわけじゃないのだけれど。

　逡しゆん巡じゆんしていると、彼は中指でスマートに眼鏡のブリッジを押さえる。

「おいおい、なんだね知らないのかね？　巷ちまたでうわさの三大美少女を」

「三大……？」

　しょうがないなぁ。そう言ってじゅりん君は目くばせした。

「知らないなら教えてやるよっ。まずはなんといってもスノウピーさんだろ？　北ほく欧おうから来た筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい美少女。うちの学校でもまちがいなくナンバーワンの可愛さだよねぇ。んー、これはもう全校の誰もが認めるところだ。余人をもってかえがたい」

　しょうがないなぁと言いつつも口調はノリノリのじゅりん君である。

「それからお次はスガモさん。スノウピーさんとは正反対のタイプだけど、やっぱ抜ばつ群ぐんに可愛いよな。男子のなかにはスガモさんのほうが好みってやつも意外といるんだぜ？　優しくてお淑しとやかだし。んー、まぁいわゆる正統派のアイドルタイプっていうんですかな」

「正統派。アイドル」

「なんだよ？」

「別に」

「それが男子の共通認識なんだぜ？」

「正統派。アイドル」

「そぅそぅ」

「わかったよ。ところでじゅりん君、最後のひとりって誰なんだい？」

　じゅりん君は「ん。んーと」となぜかわからず息を吸いこんだ。少しうわずったような微妙に変な声で、「可香谷ユリ、さん」

「ああ、やっぱり可香谷さんも入ってたんだ」

「当ったり前だろ、おまえー？」裏返りそうな声で、「可香谷ユリさんが入ってなくて他に誰が入るんだよっ？」

「う、うん……？」

　じゅりん君なんかすごい剣けん幕まくだな。

「たしかに可香谷さんは美人だものね」



    

  
    
      「ああ。そりゃあもちろん顔もいいんだけど」じゅりん君は深々とうなずいて、「なんていうか、あの雰ふん囲い気きがいいんだよな。クールでつんとすましててさぁ。あなたなんかとは口もききたくないわ！　さがりなさい下衆！　とか言いそうなんだけど、それでいてこう、内面からにじみ出るものがありそうっていうか……」

「にじみ出る？」

　どういう意味だろう。

「んむ。どう表現したらいいんだろ。えぇーっと」

　しばらく彼は腕うで組ぐみしながら考えこんでいた。が、

「ダメだ。うまく言えねえっつーか……よくわっかんねぇ。でもたまに体からなんか出てそうなときあるんだぜ？　教室のあらぬ方向をじっと見ながらモヤモヤモヤーって。要は一見つんとしてるんだけど、内側にはホットで情熱的なところがありそうっていうかさ。むー、もしも霊能力者だったら、出てるものの正体がわかったりするのかなぁ？」

「どうだろう」

　僕には可香谷さんのそばに霊的なものは別だん見えないけれど。

「あとほら、可香谷さんってわりとさぁ。……ス、スタイルもいいじゃん？」

　小声で付け加えるじゅりん君。はにかんだような顔つきで口もとを押さえている。

「なんてゆーか、えっと、その、発育もいいからさ。そこに関してはスノウピーさんもスガモさんも、わりぃけど省エネだろ？　資源を大切にしなきゃいかんのはわかるけど、やっぱ男子としては押し出しの強いほうが胸をかきたてられるってゆーか。……ねっ？」

　ねっ、と言われても。

　いままでそういう目で見たことがなかった。微妙によくわからない。

「う、うーん……。どうだろう」

　困ったな。僕が男子のせいなんだろうか。思い浮うかべていると、なぜかわからずおかしな気分になってくる。胸がむずむずするというか。

　気持ちのやり場に困り、僕は衝しよう動どう的てきに彼を褒ほめてみた。

「しっかり見てるね。いいよいいよじゅりん君、いいよ！」

「そんなによくねーよ。てか、おまえはいつもぼんやりしすぎなんじゃね？」

　呆あきれたように言い、じゅりん君は眼鏡のフレームを親指と中指でつまむ。なにかの儀ぎ式しきみたいにかっくんと上下させて態度と視界をアジャスト。

「というか、朝っぱらからなにを沸わいたこと言ってるんだ俺たち」

「そういえばそうだね」

「んー。ま、なんにしてもあれだよなぁ。悩なやみがあるときは遠えん慮りよしないで俺に相談しろ。いろいろためこんでると人間ロクなことにならないんだぜっ」

　じゅりん君はぱっと手を振り、自じ動どう販はん売ばい機きのあるスペースへ歩き出す。

　いいやつだ……。

　僕は彼のことをいいやつだと思う。

　去っていくじゅりん君の背中を見ながら僕は「いいよいいよ、じゅりん君はすごくいいやつだよ」とつぶやいた。すてすてすて……。彼の歩くペースが目に見えて速まった。
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　ところで。

　最近の僕がこういう態度をこころがけているのにはちゃんと理由がある。さっきも少し言いかけたけれど、スノウピーの入院中にはっとするような発見があったからだ。

　その日いつものように僕が病院の廊ろう下かを歩いていると、若い看護師さんが、とある入院患かん者じやさんに文句を言われていた。

「日当たりよくないのよ」

「そんなこと言われましても……」

「ほーんと日当たりよくない！」

　ぷんすか文句を言っているのはちょっと感じやすそうな雰囲気の女の患者さん。見た目は三十代半ば。小こ柄がらでスマートで、日本人にしてはめずらしい髪かみの色が印象的だ。

　どうも部屋の日当たりのことが気になるらしい。そんなこと看護師さんに言ったってしょうがないと思うのだけれど……致いたし方かたない。あのひとはそういう性格なのだ。だって僕も少し前に怒おこられたことがあるから。

　あれはスノウピーが目覚めた当日だ。喜びあまって僕が廊下をスキップしていると、

「ちょっと！　キミ、なに廊下で飛び跳はねてるわけ」

「あ、すみません。うるさかったですか？」

「うるさくないわよ。別にうるさくないわよ。わたしが言ってるのはそういうことじゃなくてね……。なに？　なーによ？　わたしがそんなこと気にするように見える？　キミ、わたしがそんな神経質そうに見える？」

「え、えっと……？」

「なに口ごもってるのよ。なーによ。神経質って言いたいんでしょ。言いたいんでしょ」

　はい、とは言えないし。どう答えればいいのかわからない。

　仕方なく僕はそれから十五分くらいずっと小言を言われ続けた。──しんどかった。

「……ああいうひとって、なにをどう言えば満足してくれるのかな」

　僕の目の前で、なおも気難しい患者さんはくどくど文句を言い続けている。ぺこぺこ平謝りしているあの若い看護師さんも大変だろう。ほかに仕事もあるだろうし、日当たりのことなんかどうしようもないのに。こういうときって本当どうすればいいんだろうか。

　と、そこに年配の看護師さんがあらわれた。

「はいはい、日当たり。そうですね。午後になると日が当たらないですね」

「あ、師長っ」

「はいはい、いいからいいから。ここはわたしが」

　若い看護師さんをぽんと脇わきに押しやり、看護師長は患者さんをなだめにかかる。

「師長さん！　わたしはですね、ただ午後の日ざしに当たりたくって……」

「はいはい、そうですねそうですね。わかってますよ」

「おひさまが」

「はいはい、おひさま。おひさまいいですよ。日に当たるのはいいことですよ。そうだ、ちょっとお散歩に行きましょうか？」

「ん、お散歩」

「お散歩いいですよ。今日いいお天気ですよ。外は気持ちいいですし」

　じゃ、行きましょうね。

　看護師長はおおらかに微笑ほほえむ。するとぎこちなくもコクンとうなずく患者さん。

　すごい……。なんてすごいコミュニケーション能力なんだろう！　あんなに難しいひととも問題なくうまくやれている。そして僕はひらめいた。

　これだ。

　ひととうまくやる秘ひ訣けつ。

　──なんでも素直に受け入れて、いいよいいよと合わせること。

　これなんだ……！

　もしかすると不器用だったいままでの自分と決別できるかもしれない。開眼の喜びに僕は思わず高くジャンプ。そしてまた患者さんにジロリと睨にらまれたのだった。
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「いいよいいよ、いいんだよ」僕はじゅりん君が去ったあとの廊下でひとりつぶやく。

　うん、とにかくひとに合わせていよう。そうすればきっとみんなに好かれる人間になれるはずだから──。



　と、いきなり背後からぼそっと声がした。

「なにをやってるんですか、まったく」

「えっ？」

「ぞんざいな態度でじゅりん君をミョーに持ちあげちゃったりして。相変わらず斜しやにかまえててかっこいいですね」

「……斜にかまえてなんかないってば」

「ほーんと、あなたってすてき」

　僕は傷つきながら声の主を振ふり返る。

「スガモさん。きみ、僕とじゅりん君の話を聞いていたのかい？　なんにしても盗ぬすみ聞きはあんまりいいことじゃないと思うんだよ」

「失礼なこと言わないでください」

「え」

「わたしは盗み聞きなんかしてないです。いまのは聞こえちゃっただけ。たまたま興味のある会話が聞こえてきたから、ちょっぴり耳をすましていただけなんです」

「ん、んーと、それを世間では……」

「ふんっ、です」

　スガモさんはピンク色のセーターの袖そで口ぐちから指先だけのぞかせて、色素の薄うすい自じ慢まんのふわふわヘアをもてあそんでいる。

　花はな森もりスガモはお人形さんみたいにスイートな雰囲気の女の子。クラスでも一、二を争う人気者で、気配り屋で、権力者でもある。可愛いだけじゃなくて性格が図太いところがポイントだ。しょっちゅう誰だれかの困りごとをファーストレディも顔負けの社交的手しゆ腕わんで解決してあげている。言いたいことはいろいろあるが、悪いひとじゃないのはたしか。

「ねえスガモさん。じゅりん君から聞いたんだけど、きみって正統派のアイドルみたいな女の子だと思われてるみたいだよ。よかったね」

　スガモさんは半眼で僕を見た。

「……知ってます」

「あ、知ってたんだ。さすがはスガモさん」

「ふふ。それくらい当然じゃないですか。わたしの情じよう報ほう網もうを甘くみないでくださいね」

　スガモさんは優しそうなタレ目をきらっと光らせる。

「言っておきますけど、これでも苦労してるんです。わたしみたいに『天然なのに』かわいこぶってるように見えちゃう女の子は、常にいろんな情報に気を配ってないといけないんですから……。そうでないとみんなのアイドルなんてとてもやってられないんです。女子たちが不満に思わないように見せ場を適度にゆずったり、男子たちが困ってたら天使の笑顔で助けてあげたり、行事の役決めなんかでみんながまとまらないときは女じよ帝ていみたいに仕切ってあげたり……。ええ。そんなふうにバランスをとりながら、わたし、がんばってクラスのアイドルをしているんですからねっ」

「立派だよ……」

「立派でしょう？」

「いいよいいよ。スガモさんはすごく立派だよ。そんなことってなかなかできない」

「そうでしょう？」

　少し意地悪な目をしてあごをそらすスガモさん。

「そもそもわたし、ひとにちやほやされるの、大っ好きですから」

「…………」

「男子の熱い視線をあびるのとか、もう、最っ高に好き！」

「う、うーん……。なんというか、ぶっちゃけてるなぁスガモさん」

「いいじゃないですか。あなたにはいまさら隠かくしたってしょうがないですもの」

「スガモさんって意外と素直なんだ」

「はい」

　正統派。アイドル。

　と、不意にスガモさんがずいっと顔を近づけてきた。わわわっ？　可香谷さんのものとはまたちがう甘い香かおりがもわっと鼻をくすぐり、僕は思わずうろたえる。

　とはいえ、なんの真似なんだ？　スガモさんは無言のままさらに距きよ離りを詰つめてきた。僕は気おされ後ずさる。追われ、逃にげて、追われ、逃げて。わけもわからぬままそうやってるうちに廊下の端はしまでたどりつき、背中がトスンと壁かべにぶつかった。

　ううっ？　追いつめられちゃったぞ……。

　スガモさんは誰かに見られていないか、瞳ひとみを油断なく周囲に走らせながら、なおも意地悪な笑みを浮うかべて緩かん慢まんに迫せまりつつあり、

「うふふ」

「ち、ちょっとスガモさん！　いったいなんの真似さ？　ふざけるのはよせよっ？」

　ほんとにどういうつもりなんだ。もう逃げ場がない。

「い、いけないってば！　冗じよう談だんでもこういうのっ」ここの廊下、さいわいひと気は少ないけれど、スガモさんとこんなことする理由がなかった。「ていうか、僕はきみに嫌きらわれてると思ってたんだけど」

「あなたのこと、好きじゃないですよ」

　甘い笑みを浮かべて。

「スカした感じにふるまうのがカッコイイと思ってるんでしょう？　いっつもクールな顔しちゃって。世間を斜ななめから見てるひとって、わたしとってもキライなんですよね」

　そんな。

　すごく気持ちを傷つけられる。

　僕は世間を斜めから見てなんかいないのに──。

　でもスガモさんって近くで見るとやっぱり美人だな、と頭の片かた隅すみでぼんやり考えた。丁てい寧ねいにお手入れしてそうな長い睫まつ毛げ、頬ほおと鼻び梁りようの透すけるような白さ。キャンディーを含ふくんだような甘い息をふうーっと吹ふきかけられて目の前がくらっとする。正統派。アイドル。

　……って。

「あいてててててて！」

「うふふふ」

　気がつけばそこには花満開のスマイル。

　ちくしょう、やられたっ。

　スガモさんはなんたることか、僕の足を靴くつのかかとで思いきり踏ふんづけていた！　両手を壁について僕を逃げられないようにしながら、ぐぅーりぐりぐりぐり。



    

  
    
      「どうです？」スガモさんはぐっと体を近づけながら、「気持ちいいですか？」

「いでででで！」

　ど、どういう質問なんだ。「スガモさん、まじで痛いってばっ？」

「あなたのこと、少しいじめてやりたくなったんです」

「どうして！」

「わたし、ちょっぴりＳなんです」

「そ、そっか。微び妙みようにわかる気がする……って、そんなこと聞いてないよ！」

「大きな声を出さないでください。ひとが来ちゃいます。うふっ」

　正統派。アイドル、と僕は思う。

「いたいいたいいたい」

「さあどうですか。これでもまだ言えますか？　さっきじゅりん君にしたみたいに、斜にかまえた態度でわたしのこと褒ほめたりできますか？」

　な、なんだよそれ──。

　僕はスガモさんをぐっと睨む。

「……できるよ」

　ああ、できるとも。

　だって僕は誓ちかって言うけれど、斜にかまえているわけじゃないからだ。僕はみんなとうまくやりたい。いままでの自分をなんとかしたいと思ってるだけなんだから。

「いいよいいよスガモさん」僕は必死に痛みをこらえつつ、「きみはほんとに立派だよ。うちのクラスにはすぎたひとだよ。お世辞ぬきにそう思う。僕はきみがうらやましい。できればきみみたいになりたいよ。腹黒いところはあるけど、気配り上手だし、みんなに親切だし。僕もそれくらい器用になりたい。そしていつか……あいててててて！」

　と、スガモさんがすっと足をひっこめた。

　どうしたんだろう？　いつも顔に貼はりついている微笑ほほえみが消えて真顔というか、見たことのない表情になっている。

「あなたって、ホントよくわからないひとですよね」

「え……？」

「もしかしてわたし、少し誤解してたのかしら」

　実は桁けた外はずれに不器用なだけ？　と小さな声で言うスガモさん。それともばか正直？

　ううむ、なんだか雰ふん囲い気きがいつもとちがうぞ。

　それにしても僕はいまなにを言ったのだったか……。かすみがかかったような頭で考えるものの、夢中で吐はき出したことだけにぱっとは思い出せない。

「だけどそういうのって、なるべくやめたほうがいいと思いますよ」

「えっ？」

「そんなふうに迎げい合ごうしてると、きっといつか……面めん倒どうなコトになっちゃいますから」

　謎なぞめいたことを言い捨てて、スガモさんは演技じみた女の子走りで去っていく。廊ろう下かの隅すみにひとり取り残された僕はまた少し世の中のことがわからなくなった。
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「ふう」

「どうしたの？　あなた、さっきからため息ばっかりついてるけど」

「うん……。難しいことは尽つきないなぁと思って」

「なにが難しいの？」

「いろいろ。生きていくうえでのいろんなこと」

「生きていくうえでのいろんなこと」スノウピーはクルッと首だけ僕にむけて、「それはたとえばどんなこと？　なにがどう難しいの？　一ひと筋すじ縄なわではいかないものなの？　いったいぜんたいどうなってるの？」

「ご、ごめんスノウピー、気にしないでよ。ちょっと語ってみたかっただけなんだ」

　スノウピーは澄すんだ瞳で僕の顔をじいいいっと見つめていたけれど、

「……ふうん。そう」

　ぱちぱち目をしばたたき、ふたたび元の姿勢にもどった。視線の先にあるのはＴＶ。

　スノウピーが復帰して一日目の学校は何事もなく終わり、帰宅してから僕たちは居間でずっとＴＶを見ていた。ただいま画面に映っているのは気象情報。日本列島を取り囲むように白い雲がかかっている。しましま模様がプリーツスカートより細かく刻まれた、見たことのない雲だ。黒くろ縁ぶち眼鏡めがねのキャスターがかしこまった顔でその解説をしている。

「たいきじゅーりょくは」不意にスノウピーが抑よく揚ようのない声で言った。

「えっと……いまなんて？」

「大気重力波。いま画面に出ている現象の名前よ」

「あ、ＴＶのことか」

「そんなふうに呼ばれてるみたい」

「いわし雲じゃないんだね、これって」

　どうも珍めずらしい現象みたいだ。

　なんらかの影えい響きようで大気が上空に持ちあげられることがある。持ちあげられたものは重力に引っ張られて落ちる。落ちるのだけれど、持ちあげられたときの原因がまだ残っているからまた上じよう昇しようして、ぽよんぽよんとバスケットボールが弾はずむみたいに規則性をもって揺ゆれ動くことがある。画面に映っているしましま模様の雲はその波がもたらしたものらしい。

「つまり空気が震ふるえたの」

「なるほど、わかりやすい」

「なにかが来るのかもしれないわ」

「え？」僕はびっくりして言う。「スノウピー、なにが来るって？」

「ううん。だいじょうぶ。たぶんなんでもないから」

「そう言われると妙みように気になるんだけど」

　──なにかが来るのかもしれない……？

「おいおい、おふたりさん。どこのなにが妙なんだ？」

「キャッ？」

「わわっ？」

　振ふり返ると兄ちゃんがいた。居間の入り口で不敵にネクタイをゆるめている。

「なーんだよ。そんなに驚おどろかれると逆にこっちがびっくらこくぜ。ふたりとも、あやうくすわったまま宙に浮いちまいそうだったぞ？　俺はちょっとばかし足音を忍しのばせて帰ってきただけなんだが」

「いや。自分のうちに足音を忍ばせて入ってこないでよ」

「ムーディなところで邪じや魔ましたら悪いかと思ってな。なんとなくやっちまった。許せ」

「……ムーディ？」

　鼻歌まじりに冷蔵庫をぱかっと開けている兄ちゃん。うちの高校で物理の教師をやっている。体格はものすごくいいけれど、体育じゃなくて物理の教師をやっている。

　兄ちゃんは歩きながら缶かんビールをごきゅごきゅごきゅ……ぷはぁっ。それからふと思い出したみたいに「お、そうだ」と言ってごそごそポケットをまさぐった。

「驚かせちまった詫わびにこいつをやろう」

「なんだいこれ？」

　しわのよった封ふう筒とうを受け取る。

「もしかしてお年玉？」

「そいつはいささか時じ期き尚しよう早そうってもんだろ。まあ開けてみな」

　十枚綴つづりのチケットが入っていた。そこに書かれた文字を僕は声に出して読む。

「ゆ」

「ゆ」兄ちゃんはぱちんと指を鳴らし、「いわゆる入浴回数券ってやつだ」

「へえ」

　うちの近所には大きめの銭湯がある。ひろびろとしたお風ふ呂ろが楽しい・うれしい・美容にいいとクラスの女子がおしゃべりしてたのを小耳にはさんだことがあった。封筒に入っていたのはその銭湯の無料チケットだ。十枚綴りでだいたい五千円相当のしろもの。

「ちょっと知り合いにもらっちまってな」

「生徒？」

「いや、知り合い」

「えっと……」

「ごきゅっごきゅっ、ぷはーっ！　俺は風呂は嫌きらいじゃないが、別に好きってわけでもねえのさ。だからそのタダ券はおまえたちにやるよ。クラスの友達でも誘さそって一いつ緒しよに楽しんできな。広い湯船にのんびり浸つかって、風呂あがりはフルーツ牛乳としゃれこんで」

　きみの瞳ひとみに映った白いひげに乾かん杯ぱい、と不可解なジョークを飛ばす兄ちゃん。早くも酔よいがまわってきたんだろうか。とりあえずそっとしておく。

「さておき、入浴券か」僕はスノウピーにちらりと目をやり、「だけど、ねえ？」

「……ねえってなに」

「うーん、ねえはねえっていうか」

　サクランボ色のくちびるをムムッとすぼませるスノウピー。

　実のところスノウピーはお風呂があまり得意じゃない。というか、熱いお湯がだめなのだ。相当ぬるくしたお湯でないと入れないので、いつも我が家ではいちばん最後に入浴してる。いやはや兄ちゃん、クラスの友達を誘えって言ったって、スノウピーを置いてけぼりにはできないんだけど。

「だいじょうぶ。心配ないの」

「え？」

「わたしもいっしょに行くから」

「いっしょに行くって……。えっと、スノウピー」

　僕は頬ほおをぽりっと掻かく。

「きみさ、熱いお湯が苦手でしょ？　銭湯ってのはみんなのお風呂場なんだ。うちで入るときみたいに冷めるまで待つわけにはいかないんだけど」

「へいきよ」

　スノウピーは妙に決然とした面持ちでうなずく。

「行きたい。わたしだっていつまでもぬるま湯に浸かっているわけにはいかないもの」

「いや、それは立派な心がけだと思うんだけどね」

　スノウピーは感情が乏とぼしそうに見えるものの、実は好こう奇き心しんがとても強い。声こわ高だかにさわぎたてることはないけれど、観察したり実験したりするのが好きな女の子なのだ。でもわりと寝ねた子を起こして子こ守もり唄うたを聞かせるようなところがあるから、あんまり無茶をしないでほしい。僕はしばらくひたむきに彼女をなだめたりすかしたりした。

「やめとこうよ。ね？　別に面おも白しろくないから。銭湯って単に大きいお風呂なんだから」

「んもう」

　リボンがぴょこんと跳はねる。「いいじゃない。わたしはどうしても行きたいのっ」

　とうとう我が慢まんできなくなったらしく、スノウピーはぷくっと頬をふくらませる。

「わたしはその銭湯っていうのに行ってみたいの。熱いお風呂は苦手だけど、がまんして実際に体験したいの。あなたはちょっとわからず屋なの。せっかく新しいことに挑ちよう戦せんしようとしてるのになんで応おう援えんしてくれないの？　そういうときは背中を押してほしいの」

　スノウピーは頬をふくらませながら僕を見つめる。じいいいいっ。

　あああ、機き嫌げんを損ねるつもりなんかぜんぜんなかったのに……。僕は悲しい。

「わかったよ」

　そして発想をえいっと転てん換かんした。「いいよいいよ。お風呂っていいものだよ」

　いくら心配したところでスノウピー自身がしたいならしょうがない。強きよう行こう突とつ破ぱされるよりはなるべく問題の起こらないように優しくお膳ぜん立だてしてあげよう。

「だったらいつ行く？　たしかあの銭湯わりと夜遅おそくまでやってるんだ。なんならいまから出かけるとかでもいいんだけれど」

「ん」

　スノウピーは口をつぐみ、ひとさし指をくちびるに当てる。ちくたくちくたく。なにを沈ちん思し黙もつ考こうしているのか、リボンがふよんふよんと活発に揺れ動いている。

「今日はやめておくわ」

「え？」

「何事にも準備というのは必要だもの。十日後にしてもかまわない？　ダメかしら？」

「いや、そりゃ別にいつだってかまわないけど……」僕はとまどう。

　十日ってなんなんだ？　なにかスノウピー的に意味があることなんだろうか。

「じゃあ十日後なの。それで決まり」

　　　　６




　何事もなく二日がすぎた。

「で」

　可香谷さんは両手を腰こしに当てながら、「わたしはいったいなにをすればいいの？」

「えっと……。まあそうだね。たしかにお願いしたいことがあると言えばあるんだ。だけどなにも言ってないうちからどうしてわかっちゃうんだい？」

「まるわかり」

「そうなのか」

「だって今日のあなた、妙にわたしに優しいんだもん」

「やさしい？」僕はびっくりして言う。

「っていうか」すばやくかぶりを振る可香谷さん。「バカなんだもん。うれしいけど、こんなの絶対おかしい！　なにか頼たのみごとがあるんじゃないかなって予想してたわ」

「そ、それは……つまり」

　どういうことだろう？　付き合いは長いけれど、可香谷さんの思考プロセスがいまだに僕にはよくわかっていない。

　土曜日の夕方、僕は前に約束したとおり駅前の新しい本屋で可香谷さんと会っていた。

　そこは聞きしにまさる大きさで、五階建てのビルがまるまる本屋さんになっている総合ブックストア。夕方にもかかわらず大盛せい況きようだ。老若男女いろんな層でごった返している。

「いいわよ。あなたのお願い聞いてあげるわっ」

　エレベーターのそばにあるこぢんまりとした空きスペースに僕たちはいる。可香谷さんは両手を腰にあてがい、細いあごをツンとそらして言う。

「なんとなーく無神経なお願いされる気がするけど、今日だけはとくべつ。いちおううれしいこと言ってもらったわけだしね。ええ、いいわ。なんでも言ってみなさいっ」

「う、うん……？」

　うなずいてはみるものの、本日の僕が可香谷さんを喜ばせるようなことを口にしたかといえばそんなことは別にない。むしろ普ふ段だんよりぴりっとしない感じだったはず。いったいなにを言ったっけ……。僕は自分の行動をぼんやり思い返した。

　今日は土曜日ということでおたがい私服姿。可香谷さんはあたたかそうなふわふわのボレロをまとって待ち合わせ場所にやってきた。頭にアンゴラうさぎみたいな白いベレー帽ぼうをのっけて長い黒くろ髪かみのアクセントにしている。それはこの冬の流行なのかもしれない。可香谷さんは文学少女だけれど、おしゃれするのも大好きらしく、いつもわりと服装には凝こるほうだ。いまさら大げさに取りざたすることじゃないのだけれど。

　ああ、よくない。

　よくないのはもちろん僕だった。

　じゅりん君に言われたことがボディブローみたいに効いている。気づけば僕は可香谷さんの胸のあたりをちらちら見ちゃっていた。そんなつもりはないのに、自然と目が吸いよせられる。そんなつもりはないのに、いつの間にか見てしまう。

　自己嫌けん悪おしながらこんなふうに思う。

　──僕はエッチ人間かもしれない……。

　その言葉の響ひびき、急に自分がいやらしい男子になってしまったようだ。恥はずかしい。こういうのっていけないことなのに。いままでこんなことは考えもしなかったのに……。

　でもたしかにじゅりん君が言ったとおりだと思う。可香谷さんがボレロの下に着てるのは体にぴったり合った黒いセーター。そのせいで形も大きさもよくわかる。あらためて見ると可香谷さんの胸のふくらみ、まるでおとなの女のひとみたいな……。

「なによ。そんな澄んだ瞳で見ちゃって」

「み」

　心臓がばくんっ。「み、みみみみ、見てません！」

　なにを突とつ然ぜん敬語になってるのよ、と可香谷さんはきょとんとした顔でつぶやき、

「まっ、実はわたしもお気にいりなんだけどね、これっ」

　屈くつ託たくなくうれしそうに笑う。

「冬のコーディネートってけっこう難しいのよ？　着なくちゃいけないものが多いから、いろいろと工夫が必要になるわけ。やっぱりこの帽子がポイントよね！　ウンウン。これがあるせいで全体がきゅぴっと印象的になってるんだわっ」

　ふんふんふんふーん。新しい服買ってよーかったぁ。

　鼻歌まじりに両手を帽子にのせてフモフモなでている無む邪じや気きな可香谷さん。そんな彼女の胸が気になっていた少し邪気的な僕。ごめんよ。自分のことをお祓はらいしてほしいと心から思った。

「あのね、可香谷さん……。今日のその服はすっごく素敵だと思うよ……」

　気がつくと罪つみ滅ほろぼしみたいに真剣に言っていた。

「いつも似合ってるけど、今日のはいちだんとよく似合ってる。キュートだよ。ほんとにすごくいいよ。帽子も可愛いけれど、それはたぶん髪がきれいだからだ。可香谷さんがかぶれば、イバラのかんむりだってガラドリエルの髪飾りに見える」

「な、ななな、なによぅ？　あ、あ、あなた突然なに言い出すのよぉっ？」

「ガラドリエルはＬＯＴＲのやつだよ」

「し、ししし、知ってますぅっ！　わわわ、わたし、あのＤＶＤ好きだしっ！　ななな、何回も観ちゃってるし！」

　しどろもどろの可香谷さん。その顔はまっかだ。なにかまぶしいものでも見るように眉まゆをよせて、拳こぶしをきゅっとかためて、全身かきぃんと硬こう直ちよくしてしまう。息が速くなっているのが肩かたの上下でわかった。罪滅ぼしのいまの言葉、喜んでくれたんだろうか？　可香谷さんはじっとり汗あせをかきながら、一分近くそのまま固まっていたけれど、

「……い、いきなり褒ほめるんじゃないわよ、ばか！」

「うわぅ？」

　だしぬけに怒った。

「不意打ちみたいに褒めるだなんて、そういうことするのやめてよね！　まったくあなたのすることはちっとも予想できないわっ。ばかっ！　ばか！　ありがと！　ばか！」

「ごめん可香谷さん、ほんとにごめん！　まさか怒らせるなんて思わなかったんだ」

「ありがとうばか！」

　可香谷さんはしばらくまっかな顔でぷりぷりしていた。

　なにがいけなかったんだろう？　可香谷さんが怒った理由が僕には本当にわからなかったけれど、兎とにも角にもいつもみたいにぺこぺこ謝る。二十四回ほど頭を下げたらようやくおとなしくなったので、ようやく書店に足を踏ふみ入れた。なかは大混雑。人波と本ほん棚だなのあいだを行ったり来たりしながら、ご機嫌をうかがっていたのだけれど。

「うーん……。ともかくありがとう。なんだかよくわからないけど、可香谷さんがお願いしてもいいって言うなら、お言葉に甘えさせてもらうよ」

　頼みごとを切り出すことにした。

「ええっとね、来週みんなで銭湯に行かないか？」

「せんとう？」目をくりくりっとさせる可香谷さん。「せんとうって、お風ふ呂ろの銭湯？」

「そうだよ、僕は戦ったりするの苦手だから、戦闘じゃなくてお風呂のほう。スノウピーがどうしても行きたいって言ってきかないんだ。でもホラ、なんていうのかな」

「わかる」

　可香谷さんが先まわりしてピンと指を立てる。「要はひとりだと心配ってことね？」

「うん。危なくないように、スノウピーといっしょに入ってあげてほしいんだ」



　スノウピーは銭湯に行くのをすごく楽しみにしている。それは他意のないほんとに純じゆん粋すいな心のはたらきで、僕はとても好ましく思うのだけれど、それに挑いどむにあたっていろいろと不思議な実験を繰くり返し、対策をととのえるのがスノウピーという女の子なのだ。

　兄ちゃんが入浴回数券をくれたあの晩以来、スノウピーはお風呂場でいろんなことを調べている。お湯を張ったバスボウルをいくつかならべて、そこには温度計がさしてある。

「ねえスノウピー、いったいなにをやってるんだい？」

「調べているの」

「なにを」

「温度」

「水は冷たくて、お湯はあたたかいんだよ」

「それくらい知ってるの。当たり前のこと言わないで」

　実験に集中したいから静かにしてて、と温度計から目を離はなさずに言うスノウピー。僕には彼女の思考を理解することができなかった……。が、とにかく銭湯に多大な興味があることはたしか。煎せんじつめれば例の『十日』はそのための準備期間だったわけである。



「わかったわ」意外にも可香谷さんはあっさり引き受けてくれた。「そんなに楽しみにしてるならしょうがないわね。ウン、いいわよ、協力してあげる」

「ほんと？」

　もしかするとまた怒り出すかもしれないと少し不安に思っていた。でもよかった。

「ありがとう可香谷さんっ！」

　すると彼女は「……ム」と言い、少し困ったようなあいまいな笑えみを浮うかべる。

「いいのよ。そんなきらきらした目で見ないでよ。……微び妙みようにくやしくなっちゃうから。そもそも、たかがいっしょにお風呂に入るだけじゃない。そんなのお安い御ご用ようだわ。お肌はだにもいいわけだし、ぜんぜんお礼を言われるようなことじゃないわよっ」

　可香谷さんは両手をうしろで組むと、とがったあごをツンとそらす。

「それに、わたしだっていちおうスノウピーさんのこと心配してるんだもん。湯船で溶とけちゃったりしたら一大事なんだもん！」

「やや、溶けない溶けない……。雪の精じゃないんだし」

「でも、雪の精みたいでしょう」

「みたいだけどね。スノウピーはスノウピーの国から来たスノウピーなんだってば」

　いつか交わしたような会話をしながら、僕たちは書店のなかを進んでいく。

「それはさておき、ところでね？　こないだわたし言ってたじゃない？　新しい小説を書いたって。あとで読んでほしいんだけど……」

「ん。可香谷さん、ちょっと待って」

　前方に見おぼえのある人物がいる。眼鏡めがねのブリッジに中指を当てながら、棚たなをまじまじと眺ながめていた。僕たちの気配に気づいたのか不意にこっちをむき、

「あ」

　じゅりん君だった。

「よっ、こんなところで会うなんて奇き遇ぐうだなぁって……えっ？　えっ？」

　じゅりん君はひくんと顔をこわばらせた。「か、可香谷ユリ……さん」

　かすれた声でそうつぶやく。視線をあちこち落ち着きなくさまよわせながら、口もとを手で隠かくすようにして、

「どうしておまえと可香谷ユリさんが」

　僕ははっとした。

　いけない──。

　僕たちの関係は学校では秘密にしてあるのだった。クラスメイトだから世間話くらいはするものの、大事なことは人前で話さないように気をつけている。大事なこと、それは可香谷さんの趣しゆ味みに関することだ。小説を読んだり書いたりするのが好きな彼女だけれど、中学時代はそれを公おおやけにしていたため、ずいぶんからかわれて傷ついたらしい。パートナーの僕はその秘密を守りぬく義務がある。

　ちらりと横に目をやると、おめかし姿の可香谷さんの肩がカタカタ震ふるえていた。さっきまでピンク色だった頬ほおが早くも蒼そう白はくになり、うるんだ瞳ひとみでくちびるを噛かんでいる。

　口止めしないと。

　僕は彼女を助けなくちゃならない。──衝しよう動どう的てきにぎゅっと拳を握にぎりしめて、

「じゅりん君……！」

　つかつかと彼に近づいていく。

　頭が熱くなり、呼吸が浅くなっているのが自分でもわかった。ひとに高圧的な態度をとるのは好きじゃない。むしろ大だい嫌きらいだ。でもいまばかりは仕方ない。このことを誰だれかに話したら命はないぞと釘くぎを刺さすしか──。

「じゅりん君っ！」

「なんだよー。おまえと可香谷さんもここでばったり会ったんだね！」

「え」

「まっ、こんなにでっかい書店だもんなぁ」肩をすくめるじゅりん君。「そういや、こないだなんかスガモさんにも会ったぜ。自己啓けい発はつ書しよのコーナーでなにやらずいぶん真しん剣けんに立ち読みしてた。んー、ここはまるで出会いの場だねぇ。うちのクラスの男子と女子の」

「出会いの場」

　頭にのぼっていた血がすうっとおりていく。

　なるほど、たしかに普ふ通つうに考えたらそんなふうになる。『僕と可香谷さんは書店で偶ぐう然ぜん出くわした』。さすがクラスでも指折りの秀しゆう才さい、じゅりん君はいつだって冷静だ。

　　　　７




　それから僕たちは三人で書店を出た。せっかく会ったわけだから……とじゅりん君がやたら熱心に申し立てるので、近くのファミレスに入り、ドリンクバーを注文する。

　超ちよう常じよう現象に興味があるじゅりん君。小説を書くのが趣味だけれど、それを秘密にしている可香谷さん。そしてみんなと仲良くやりたい僕。この面子めんつではなかなか話が噛み合わないように思えるけれど、意外に鼎てい談だんはうまくいっていた。

「お、俺さぁ、参考書だけじゃなくて小説なんかもけっこう読むんだよね」

　じゅりん君の何気ないそのひとことが皮切りになったのだ。

「……どういうの読んでるわけ？」ぴくんと可香谷さんのアンテナが反応。

「ん。んー、なんだろ。わりといろんなやつ。えっと、超能力ものとかホラーとかさぁ。ＳＦもけっこう読むね。んっと、あとはちょっとしたファンタジーみたいなのとか」

「ファンタジー？」

　可香谷さん、食らいついた。

「実はわたしもちょっとだけ、ほんのちょっとだけだけど。……読むわよ？」

　というわけで、先ほどからふたりはなんとかという幻げん想そう小説の話題で盛りあがっている。僕はひたすら「いいよいいよ、楽しいよ」とほんとは楽しくない相づちを打つばかり。もう少し僕もいろんな本を読まなくちゃな、と浮かない気分で考えながら。

「そ、そういえば知ってるか、可香谷さん。今度あの本屋でさぁ、芍しやく薬やくアキラのサイン会やるらしいんだぜ」

「エ？」可香谷さんはがちゃーんっとエレガントにカップを置くと、半ば身を乗り出すようにしながら、「い、いつ？」

「ん、んーとぉ……いつだったかなぁ。うー、たしか今月。くわしいことはおぼえてないけど、書店の壁かべに貼はり紙してあったぜ。新進作家のサイン会、芍薬アキラ大登場ってさ」

「そうなんだ！」

「ん、ん。もしかして可香谷さんさぁ、その、芍薬ファンだったりするわけなのか？」

「ええ。わたし、芍薬アキラの小説すっごく好き！」

「た、たとえばどれ？」

「そうね。デビュー作もいいけど、最近出たやつもいいし。えーと……。ぜんぶ！」

「ぜんぶかいな」

　苦笑いするじゅりん君。

　僕の頭にふとイメージがわく。ドラマティックな音楽が流れるなか、映画女優みたいに颯さつ爽そうと書店内を歩いていく可香谷さん。彼女はレジの前でくるりと身をひるがえし、両腕を大きくひろげて言う。──棚にある本、こっからここまでぜんぶください！

　宝くじでも当てたら、なんだかほんとにやりそうに思えた。

　そんな妄もう想そうはさておき、芍薬アキラというのはマコトとかシノブみたいな感じで、男性の名前と思いきや、実は女性作家ということだ。主にファンタジー小説を書いている。けっこう有名である。僕は知らなかったけれど、横からふたりの話を聞いている限りではそういうことらしい。ああ可香谷さん、普ふ段だんは僕にもわかるように有名どころを選んで語ってくれていたんだな。たしかにあまりつっこんだ話をされても僕はぜんぜんわからないのだけれど、それにしたって……うーん。

　なんだろう。

　まさかじゅりん君がこんなに可香谷さんの小説談義についていけるとは思わなかった。超常現象・怪かい奇き事件。それはたしかに言いかたを変えればファンタジー。親和性があったんだ。つっかえつっかえ、彼はぽっぽと顔をほてらせながら一いつ生しよう懸けん命めい話している。

「わたし、絶対サイン会に行くわ」

「じ、じゃあ俺もあの、そのぅ……」

「行っちゃうんだーっと」

　脇わきをきゅっきゅと閉じたり開いたりして、可香谷さんノリノリ。

「ウフフ。待っててね、芍薬アキラさんっ」

「あ、あのぅ」

　半ば自分の世界に入っちゃってる可香谷さんの前でぽたぽた汗あせを流しながら、じゅりん君はなにかをがんばっている。彼のこんなにがむしゃらな様子を見るのは初めてだ。それはエキサイトしているせいなのか、もしくは脳をフル回転させているからなのか。

　あるいは、と僕は不意に思う。

　じゅりん君は可香谷さんのことが好き、だったりするんだろうか……？

　ぴきっ。なぜかわからず胸の奥で薄うすい氷を踏ふみつけたような感じがした。

「サインをもらったら、じゅりん君にも見せてあげるわね」

「やー、俺はその、なんちゅーかさぁ」

「ふんふんふんふーん」

　まさか……。

　杞き憂ゆうだと思いたい。でも彼の様子を見ながら、僕はそれがまったくの見当はずれでもないような気がしていた。根こん拠きよのない思いつきだけれど、だんだんそうとしか思えなくなってくる。

　じゅりん君は僕の友達だ。──そして彼は可香谷さんのことが好きかもしれない。

　テーブルの下で僕は拳こぶしを握りしめた。

　どうしてだろう……？　もやもやする。

　僕だって馬ば鹿かじゃないから、こういうとき友達ならどうふるまうべきか、頭ではちゃんとわかってる。僕は友達としてじゅりん君を応おう援えんしなくちゃならない。なぜなら僕と可香谷さんは単なるパートナーであって、ラブラブの恋こい人びととかではないからだ。

　それなのになぜ……？

　よくわからないが、胸の奥にしこりのようなものがある。じゅりん君が可香谷さんのことを好きだとしても僕はそれの応援に乗り気じゃない。ていうか応援できない。どうしてだ。僕はたしかに鈍にぶいところがあるけれど、決して卑ひ怯きようなやつじゃなかったはずだぞ？　そのことは前にスノウピーもちゃんと認めてくれたんだ。

　──あなたはおろかだけれど、卑ひ劣れつでもないし、けがらわしくもないわ。むしろ正直すぎるほど正直なひとよ。

　正直。

　そう。僕はスノウピーが言ってくれたように正直でフェアな生きかたをしたい。それなのに応援したいと思えない。すごくもやもやする。こんなのおかしい。

「んっ、どーしたんだよ？」

　じゅりん君がこっちをむいた。

「おまえ、なんか顔色わりぃぞ？」

「気分わるいのっ？」可香谷さんがはじかれたように姿勢を正す。「ごめんなさい！　わたしたちばっかり盛りあがっちゃって。あなた顔がちょっと青いわ。だいじょうぶ？」

「へいきさ」

　どうにか微笑ほほえむことができた。

「僕はもともとこういう顔色なんだ、心配しないでよ……。それよりふたりとも話が合って楽しそうだね。いいんだよいいんだよ、僕のことは気にしないでどんどん続けてよ」

　そうとも。僕はみんなとうまくやっていくって決めたんだから──。

　だいいち彼が可香谷さんのことを好きだというのはいまのところ僕の想像にすぎない。

「えーっと……」

　しばらく可香谷さんとじゅりん君は困こん惑わくしたような顔を見合わせていた。が、

「ん。とりあえず、今日のところはそろそろおひらきにしますか」

　指先で眼鏡めがねのずれを直し、ふうっと息を吐はいてじゅりん君が言う。

「月曜からテストもあるしなぁ。んー、いま体調崩くずしたら洒落しやれになんないよ」

「それもそうね」



　会計を済ませて僕たちはファミレスの外に出た。もうすっかり夜になっている。

「それじゃ試験勉強がんがれよなっ」

「ああ、じゅりん君も」

「おっと、テンパってたせいで言うのを忘れてたぜ」彼はふと思い出したように、「おまえ知ってるかい？　実はテストが終わったら、お楽しみが待ってるんだよねぇ」

「お楽しみ？　なにかもらえるのかい？」

「転校生」

　思わずきょとん。

　やっぱり知らなかったか、と言ってじゅりん君はにやっと笑った。

「なんか知らないけど来るらしいんだよ、この時期に転校生。どんな妙みようちくりんな事情があんのか、もう少しで冬休みになっちゃうって言うのにねぇ……。でもさ、ここだけの話だけど可愛い子なんだってよ！　おまえの兄貴に聞いた極秘情報だからまちがいなしっ」

「ええ？」

　兄ちゃん、なんだって肉親をさしおいてじゅりん君に教えるんだ？　我が兄ながら一ひと筋すじ縄なわではいかない人物だと思う。



「ただいま」

　家に帰ると兄ちゃんはまだ帰っていなかった。お風ふ呂ろ場ばのほうからななめに光が洩もれているのはスノウピーが例の実験をしているからだろう。

　なんとなくひとりになりたかったので、僕はお風呂場には足をむけず、自分の部屋にむかった。ドアを開けて、ぱちりと部屋のあかりを灯ともす。

　その瞬しゆん間かんぎょっとした。

「え？」

　部屋の入り口で立ち尽つくす。──室内にまっしろな煙けむりが沈ちん殿でんしていたから。

　ふかふかのワタアメみたいな雲が僕の膝下くらいまで溜たまっている。音もなくゆっくり床ゆかの上を流れていた。なんなんだ、と僕はつぶやく。どういう現象なのか、なぜこんなものが滞たい留りゆうしているのか意味がわからない。

　とはいえ、それには見おぼえがあった。

「あのときの……だな？」

　もののけ。

　雲はなんにも答えないものの、それは病院の屋上で出くわしたやつである。スノウピーが退院したあの日、空からふわふわと舞まい降おりてきた不可解なやつだ。炎ほのおの怪かい物ぶつに食われたわけじゃなかったらしい。むしろあのときよりボリュームは増えている。

「でもなんだっていうんだ、いったい……？」

　このもやもや感。試験勉強にはちょっと身が入りそうにない。
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　転校生がやってきた。

　葛か西さいヒノリカが転入してきたのは期末テストが終わってすぐのことだった。冬休みまであと二週間もないというのに彼女はせわしなくやってきて、

「みなさん、はじめましてっ」

　ぺこっとお辞じ儀ぎしてさわやかに挨あい拶さつ。

「あたしの名前は葛西ヒノリカっていいます！」

　じゅりん君が言ったとおり、すごく可愛らしい女の子だった。

　とても小こ柄がらで、身長はスノウピーと同じくらい。瞳ひとみは若干つりあがり気味だけれど、可香谷さんみたいにツンとした感じじゃなく、面白いものを見てるみたいにニコニコしている。日本人にしてはめずらしい色の髪かみは、どこかで見たことあるような……。でも思い出せない。ファンシーな髪かみ飾かざりをつけてポニーテールにまとめている。

「親の事情でちょっとバタバタこっちに引っ越こしてきました。これでもかよわい女の子なんで、みんないじめたりしないでねーっ。ヨ・ロ・シ・ク！」

　なんとも元気がいい。

　転入初日からちょっと飛ばしすぎなのでは……と僕は危き惧ぐしたものの、つかみはＯＫだったらしい。みんな上じよう機き嫌げんで盛りあがっている。このクラスは基本的にいいひと揃ぞろいだ。

「ということだそうだ。みんななるべく仲良くしてあげること」

　それじゃ席は……。

　クラス担任は教室をぐるりと見まわすと、

「あそこが空いているな。葛西さんはあそこにすわって」

「はーい」

　思わずどきっとする。僕のうしろはたまたま空席になっていたのだけれど、彼女が先生に指定されたのがそこだったから。

「ヨロシクーッ！」

　すれちがいざまに元気よく笑いかけてくる葛西ヒノリカ。

「こっちこそ」僕は目を泳がせながらもそもそと言った。



　はからずも僕たちはすぐに仲良くなった。席が近かったのがその理由。ＨＲが終わってすぐに彼女が僕の背中をつつき、訊ききたいことがあるから教えてと言ったのだ。

「トイレなら廊ろう下かに出て少し歩いたところだよ」と僕は先まわりして答える。

「そんなこと訊いてないよー」

　けらけら笑うヒノリカ。

「キミ、顔に似合わずけっこうオモシロイひとなのかな？」

「いや、別に面白くはないと思うけど……」

「おーおー、いいね。だったら天然さんか」

「天然？」

「ナチュラル・ボーン」ヒノリカは笑えみを絶やさない。「あのさー、この学校ってどういうところ？　かんたんに教えてよ。なんか名所とか名物みたいなものあるの？　あたし、親の都合でいろんな土地に行ってるからさ。そういうのあったら早くおぼえて、ちゃかちゃかネイティブなひとになりたいんだよねー」

「そうなんだ」

　とはいえ、そう言われても困ってしまう。この学校に特とく徴ちようらしきものは別にないから。

「うーん。強しいて言うなら、ここは白いごはんみたいなところかな」

「白いごはん？」

「うん。とりたてて特筆するもののない普ふ通つうのところ。特色がないのが特色みたいな。どこにでもありそうだけれど案外めずらしかったりするみたいな」

「へー。キミってやっぱりユニーク。……たまらねえぜ！　名前はなんてーんだ？」

　なぜかわからず途と中ちゆうから芝しば居いじみた男言葉で言うノリのいい美少女。僕は彼女にあごをつままれて目をぱちくり。たらっと汗あせを流しながら自分の名前を告げる。

「ほほー。なんとなくあたしとお名前似てるじゃーん」

「え？」

　僕は思わずぽかんとしながら、「ど、どこが……？　ぜんぜん似てないと思うけど」

「おいおい、早とちりしなさんなよっ。あたしが言ってるのは名前そのものじゃなくて、名前から受けるイメージが似てるってことなんだぜ！」

「イメージ？」

　どうだろう。似ていると思えば似ているし、似ていないと思えば似ていない気がする。

　だけど……。うん、僕はとりあえずうなずいてみせた。

「そうだね」ひととうまくやっていくには受け入れるのがいちばんいいから。「似てる似てるよ。きみと僕の名前はイメージ的にうりふたつだ」

「うりがふたつでウリウリー」両手のひとさし指で僕の胸をつついてくる。

「はうっ？　なにするのさ、葛西さん」

「敏びん感かんくん。あたしのことはヒノリカって呼んでよっ」

　とまあ、そのような顛てん末まつである。彼女が休み時間のたびに話しかけてくるものだから、うんうんと素直な受け答えをしてるうちにいつの間にかすごく仲良くなっていた。

「いいよいいよ」と僕はつぶやく。

　いい。──いまのところ僕はとてもうまくやれている。

　病院で見つけたこの方法、やっぱり正しかったんだ。



　ヒノリカはあどけない外見に似合わず優等生だった。得意科目は国語らしく、そういう意味では僕と反対。うん、実のところ僕は国語がちょっと苦手だったりする。

「ううむ……」

　その日の国語の授業が終わったあと、僕は教科書をしまわずに考えこんでいた。

　開いたページに載のっているのは夏目漱そう石せきの『こころ』。先ほどまで国語教師が朗読を聞かせてくれていたのだけれど、そこに出てくる人物の考えをうまく掴つかむことができなかったからだ。恋こいと友情のあいだで揺ゆれ動く心……。という解かい釈しやくでいいんだろうか？　教科書に載っているような難しい作品だからそんな単純なものじゃないのかもしれない。

　とはいえ、先日の期末試験でも国語のテストでずいぶん苦しんだことだし、自分の読解力に不安をおぼえていたところだった。

「おやおやお若いの、お悩なやみですかなー？　そんなに教科書を見つめなさって」

　ふぉっふぉっふぉっ、とヒノリカがうしろから僕を覗のぞきこんでくる。

「いや、別に悩んではいないけど……。国語は難しいなと思って」

「キミ、国語ニガテそうな顔してるもんね」

「それってどんな顔なの？」

「どんな顔はそんな顔ー」

　ふひゃひゃっと快活に笑い、ヒノリカは正面から僕の顔に手をのばす。小さな親指とひとさし指が僕の頬ほお肉にくを無造作につまみ、横にくいくい、むにむにと引っ張る。

「なにするの、ヒノリカ」ひとなつっこいなぁ。「ごめん。ほっぺた痛いんだけど」

「気にしない気にしない」

「や、気にしてよ」

「ヘイ！　ユー！　ノリが悪いぜっ！　そんな偏へん狭きようなこと言ってると、国語はいつになってもできるようにならないぞ！」

「国語とぜんぜん関係ないよっ。突とつ然ぜんテンションあげられてもついていけないよ！」

「ついてきてるやーん」

　けらけら笑われた。

　というか、国語はたしかに苦手なのだけれど……。

　うん、期末試験に関してだけ言えば、単に僕の勉強不足だっただけかもしれない。そこにはいちおう理由があるから。

　実はこないだから僕の部屋には謎なぞの雲がずっと滞留している。可香谷さんと本屋をぶらついた日の夜にあらわれたやつだ。本当にもう、なにをどうやっても消えてくれない。スノウピーや兄ちゃんにも見てもらったけれど、わからないと言って首を振ふるだけ。そのせいで僕の部屋は最近いつもスモークが焚たかれたみたいになっている。わりと気が散る。微び妙みようにうっとうしい。だから試験勉強にも身が入らなかったのだけれど。

「国語はねー、登場人物になりきって考えることが大切なのですよ。頭で考えるより、もっとこう学芸会の役を演じるようなつもりでさ。想像すればいいんだぜー」

「そういうものかい？　……うがうが」

　ヒノリカに頬をつままれながら、それが簡単にできれば苦労してないのにと思う。

「キミは頭がこちこちになっておるのだよ、うがうがくん。もっとこう普ふ段だんから柔やわらかくしとかないと。そのほうが頭にも体にもお肌はだにもいいのだぜ？　ソフトにソフトにぃー」

「いててて。だからほっぺた痛いってば。そろそろこねるのやめてほしいなぁ」

「どーれ。あたしがキミをむにゃぷにゅの肌テンションにしてやろう！」

　ひとの話をてんで聞いちゃいない。

「パッパラッ、パッパッパラララ、タララッラ……」

　突然ヒノリカはぴんぽん玉がはずむような声で歌いだす。

「タララッラッ、タララッラッ、パラララッパラララ……ソフトになれなれ、うーっくくくくくく……。むー、テンションゲージが上じよう昇しようしてまいりましたぞー！」

「うがもが？」意味がわからない。「うぐもががー」

「ヘイヘイ、いまだ！　キミもあたしのほっぺをつまみたまえ！」

　ヘイヘーイ！　と、エコーがかかったように聞こえるヒノリカの声。だめだ。わからない。こういうのを理解するのは僕にはとても難しいことなんだ。ええーい、こうなったらもうヤケ！　僕は自じ暴ぼう自じ棄きでヒノリカの頬にふれる。むにゅっ。

　僕たちはおたがいの頬をぷにゅぷにゅとこねくりまわしながら、

「ダブル肌テンション～！　……新・種・誕・生！」

　これでもかというくらいたっぷり顔面マッサージ。あやうく顔の中央でなにか目覚めてしまうところだった。

　そんな僕たちを周囲はどう見ているのか？　誰だれもが感かん嘆たんのまなざしをむけている。

「あはは。葛西さんってやっぱ面白いね」

「ほんと。あんなに可愛いのに」

「明るいよね。見てて楽しくなっちゃう」

「気どってなくてカンジイイかもっ」

「ああやってマッサージしてれば、あたしもあれくらい可愛くなれるのかなあ」

「へへ。なぁに言ってんだよ。おまえはそのままでも充じゆう分ぶんキレイだぜ？」

「や、やめてよ、キモチワルイ！」

　クラスメイトは口々に僕らを褒ほめそやす。褒められているのは主にヒノリカだけれど、それはまあ当然のこと。普段の僕はこういうことをするタイプじゃないから。ヒノリカが持ち前の明るさで、ひとの意外な一面を引き出してるように見えるんだろう。

　ともあれ、僕はなんとか上手にやれているみたいだ。いちおう周囲にはそういうふうに見えている。この調子でみんなともっといい感じになれたらいいと思う。



　その日の放課後のこと。

　僕とスノウピーはいつものようにふたりで家路をたどっていた。並木道のイチョウはすでに散り、むきだしの枝にはたくさんの電でん飾しよくがくるくると巻きつけてある。

「ちょっと疑問があるの」スノウピーは唐とう突とつ気味に口を開き、「訊いてもいい？」

「うん。いいよ」

　だめって言っても訊くくせに、と思いながら僕はうなずく。

「あなた最近少しヘン」

「え？」どきっとした。

「あなたちょっぴり態度がおかしいの。なにかあったの？　理由があるの？　それともこれはわたしの気のせい？　そんなふうに見えるだけ？」

　さすがに鋭するどい、と僕は思う。

　スノウピーはひとの気持ちにちょっと無む頓とん着ちやくな（というかズレた）部分があるものの、基本的な観察力はとても高い。僕が身につけた新しいやりかたに気づいたんだろうか？　なるべく自然に見えるように気を配っていたのだけれど。

「どうしてそう思うんだい？」

「理由はいろいろあるけれど。たとえばあなた、今日あの転校生に痛い目に遭あわされてたの。それなのになんだか無理した感じでにこにこ笑ってたの。ヘンだったわ」

「あ、なるほど」

　そんなふうに受け取ったのか。

「いや、あれは別にいいんだよ。そんなに痛くなかったし。僕はヒノリカとふざけてただけ。スキンシップっていうのかな……。ほら、外国人が会ったときにいきなりハグしたりするだろ？　あれと似たような感じだよ。ほっぺを引っ張りあって楽しく遊んでたんだ」

「楽しく遊んでたの？」

「うん。友達だから」そう答えるのがいちばんいいと思った。

　スノウピーはしばらく無言でじっと考えこんでいた。

「そうなのね」

「そうなんだ」

「ふうん」

　わかったわ、とスノウピーは自分に言い聞かせるようにつぶやき、

「だったらいいの」

「うん、ありがとね、スノウピー」それから例のやつをいちおう付け加える。「いいよいいよ、スノウピー。気にかけてくれてありがとう」

「どう、いたしまして……？」

　少し首をかしげている可愛いスノウピー。そんなに不思議がることないのに。

　僕はスノウピーを安心させようと思い、ぱちんと指を鳴らしてみせる。ぱちん。
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　ぱちん。

　ちょっと唐突な告白になるけれど、僕は爪つめ切きりが苦手だったりする。ぱちん。たぶん巻き爪だから。おまけに指の肉と爪がぴったり密着していて、爪切りをさしこむ加減をまちがえると痛い。けっこう神経を使う。

　ぱちん。

　その日の晩、僕は部屋でひとり爪切りをしていた。ぱちん。少しずつ切らないと僕はすぐに深爪になる。いつにもまして手こずってるのは部屋にたちこめる雲のせい。もやもやしすぎていて気が散る。ぱちん。次第に頭ももやもやしてくる。ぱちん……。

「痛っ？」

　びくっとして手をひっこめた。

　あーあ、僕は憮ぶ然ぜんと指先を眺ながめる。いつの間にか爪切りで肉のところをはさんでいたらしく、そこからじわじわと赤いものが。

「まいったな、血が出てきた……」

　とりあえず拭ふこう。床ゆかに置いてあるティッシュの箱にひょっと手をのばすと、血のにじむ指先がふわふわの雲にふれる。異様なことが起こったのはその瞬しゆん間かんだった。

　ぼむ！

「んわっ？」

　いきなり爆ばく発はつした。

「な、ななな、なんだっていうんだぁ……っ？」

　ごほごほと煙けむりで咳せきこみながら、パニック状態の頭を必死に落ち着かせる。

　──僕がいったいなにをしたっていうんだ？

　わからないがとにかく雲が爆発した。心臓ばくばく、あちこち見まわす。意外にも痛いところはない。どこにも怪け我がはしてないし、部屋も吹ふき飛んだりはしてないけれど、まともな状じよう況きようじゃないのはたしか。室内はまっしろなスモークで満たされており、そのキラキラかがやく壁かべの奥に小さなシルエットがある。

　なんだあれは？　なにかが……いる？

　やがて煙がひいた。

　そいつはいきなり僕にむかって飛びついてきた。

「やほほーい！」

「なっ？」ぶったまげる。

　僕にしがみついているのは見たこともない少女だった。あるいは幼女といったほうが正しいか。その子の背たけは僕のへそのあたりまでしかなかった。やたら溌はつ剌らつとした生気にあふれており、肌ごしに伝わってくるそれが僕をどきどきさせる。愛あい玩がん犬けんみたいなふんわりした髪かみに、たくさんの花を組み合わせたかんむりを飾かざっていた。瞳ひとみは濡ぬれたようにきらめいて特大のクリソベリルみたいな。全体的にあどけない容姿をしているけれど、うん、なんというか普通の人間じゃないことは一いち目もく瞭りよう然ぜん。はだかんぼうだった。服を着てないかわりに雲の切れ端はしみたいなものを申しわけ程度にまとっている。

　ともかく、それがなんであれ。

　──またしても不思議な存在が僕のもとにあらわれたのだ。

「どうしたのっ？」

　息を切らして部屋に飛びこんできたスノウピーがぴたりと動きを止める。砂場にまぎれこんだグラニュー糖を探すような瞳でこちらをじいいいいいっと見つめた。

「ス、スノウピー……。そんな目で見ないで」

　謎なぞの少女にむぎゅうっと強くしがみつかれながら、僕は血を吐はくような思いで言う。

「いかがわしいことをしてるわけじゃないんだ。いきなり飛びかかってこられたんだ。僕は別にロリコンじゃないんだ」って、なに言ってるんだ。我ながら動転しまくっている。

「そんなこと聞いてない」

　スノウピーの声はまるでシベリア寒気団みたいだった。ああ、こごえてしまいそうだ。

「ねえ」

　スノウピーは僕からすっと目をそらし、謎の少女に視線をうつした。

「あなた、だれなの？」

「フローン」元気よく。「わたし、フローン！」



    

  
    
      　妹がきた
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　自分は雲次元からやってきた、とフローンと名乗った少女は語った。

「雲次元」僕はひたいに手を当てる。

　雲次元……。

「ね、ねえフローン。雲次元っていうのはいったいどういうものなのかな？」

「んーとねー。ふかふかしててやわらかいとこー」

「ううむ」

「たべるとあまあまでねー、おいしいにょ」

「うううむ……っ」

　万事がこんな感じで苦労したけれど、一時間近くかけて聞き出したことを簡単にまとめると次のようになる。



　１・フローンは雲次元の住人である。

　２・雲次元は僕たちの世界とはかけ離はなれたところにある高次元のひとつである。

　３・接点のないはずのその世界からフローンを呼びよせたのは僕である……。



　って、いやいや。別に呼んだつもりはないのだ。

　きっかけはわからないけれど、とにかく僕の心のなかの何かが雲次元にぐうぜん通じちゃったらしい。フローンは強い思念の糸みたいなものを見つけ、それをたどってこの世界に来たという。最初に出たのは病院上空。やってきたはいいが、この世界の理ことわりはあまりにも雲次元とちがっていた。最初はどうすればいいのかわからなかった。しょうがないから呼びよせた張本人たる僕のそばにふわふわ滞たい留りゆう。そしていまひょんなことから僕のエネルギーを取り入れ、この世界にそぐうように実体化したということだった。

「ううぅ、なんてこった」

　僕は両手で頭を抱かかえる。

「要するにまたやっちゃったのか、僕……」

　どうも僕はスノウピーが入院していた病院の上空に『虫食い穴』みたいなものを作ってしまったらしい。そんな大それた真ま似ねするつもりはぜんぜんなかったのに。

「やっちゃったー、やっちゃったー、やっちゃったったらやっちゃったー」

「独創的なお歌を聞かせてくれてありがとう……」

「にゅふふぅ」

　とがった白い歯をみせて天てん真しん爛らん漫まんに笑うフローン。まばゆいばかりのその笑顔には邪じや気きというものが一切なく、僕はじっと手のひらを見る。

「仕方がないわ」

　スノウピーがひとさし指で僕をちょぴちょぴさわる。

「あなたは普通のひととはほんの少しちがうんだもの」

　こういうことだってたまにはあるの、と少し困ったような声で言うスノウピー。なぐさめてくれているらしい。

「うん」力なくうなずいてみせる。「仕方ない」

　とりあえずロリコン疑ぎ惑わくは晴れたようなのでなにより。いまはフローンの露ろ出しゆつ度ども常識の範はん囲い内にとどめられているし──まとっていた雲を服に変えたのだ──かなり便利な力を持っている。

「ねーねーねー」

「なんだいフローン」

「おねがいがあるんだけどー」

「いいよ。かまわないよ」いまさらなにを言われたって驚おどろかない。「遠えん慮りよしないでなんでも好きなこと言ってごらん」

「おとーさんってよんでもいい？」

「は？」

　な、なんでお父さん……？

　先ほど思ったことは早くもくつがえされて、ものすごく驚きよう愕がくしている僕がいる。たしかにフローンを呼びよせたのは僕。それは要するに父親みたいなものだと言いたいんだろうか。さすが雲次元からきた存在、独特の考えかたをしてるみたいだけれど、

「僕はきみのお父さんじゃないよ」

「え～？」

「え～、と言われても……」困るなあ。「どう言ったらいいんだろう。なんというか法律で決まってるんだ。十八歳にならないと結けつ婚こんってできないんだよ。ということはだね。僕はあと二年しないとお父さんにはなれないってことなんだけど……」こんな説明でわかってもらえるだろうか。

「そっかあ！」ぽむっと手を打つフローン。

　わかったらしい。

「じゃあじゃあ、べつなよびかたにするにょ」

「うん。そうしてくれると助かるな」

「えーっとねぇ」

　フローンは床にぺったとすわりこみ、膝ひざを抱えてうなっている。

　お父さんがダメなら、やっぱりお兄ちゃんとか呼ぼうとするのかな？　近所のお兄ちゃんなんて言いかたもあることだし、それくらいなら許容範囲かも……と僕は思う。

　やがてフローンは勢いよく顔をあげた。

「ほにーちゃん！」

　僕は思わずころんだ。

「う、うーん……。いったいなんだって『ほ』にーちゃんなんだろう」

　どこから『ほ』が出てきたんだ。もしかして僕の名前から一文字とったとか？　とはいえ、僕はこの子の前ではまだ名乗ってないのだけれど。

「なんとなくー」

「そっか」

　フィーリング重視。理り屈くつにこだわるスノウピーとは対照的なタイプらしい。

「いいさ。まあ好きに呼んでくれてかまわないよ。ほにーちゃんね……。うん、こっちのお姉さんはスノウピーっていうんだ。スノウピーほねーちゃんって呼んであげてよ」

「ちょっと。わたしはこの子のお姉さんじゃないの」

　僕の服の袖そでをくいくいっと引っ張るスノウピー。小さなくちびるをとがらせて、

「理屈にあわない」

「いいじゃないか。血のつながりがなくてもそんなふうに呼んだりするだろ？」

「それはたしかにそうだけれど……」

「スノウピーほねーちゃんっ」

　無む邪じや気きすぎるフローンの声にスノウピーはわずかに身を引いた。

「わたしは、あなたの、お姉さんじゃないわ」

「うん、わかったにょ！　ほねーちゃん！」

「わたしはあなたのお姉さんじゃないの」

「うん。わかったにょ。ほねーちゃんっ！」

「わ、わたしはあなたのお姉さんじゃない……」

「ほねーちゃあーんっっ！」

「……い、いいわ。しょうがないわ」気合で押し切られるスノウピーを初めて見た。「呼びかたというのは便べん宜ぎ的なものにすぎないの。そのひとが望む呼びかたがいちばんいいの。あなたがそうしたいっていうのなら好きなふうにお呼びなさい」

「やたー」

　にぱっと屈くつ託たくなく笑うフローン。早くも我が家の権力構造のトップにおどりでた感がある。スノウピーは困っているような恥はずかしがっているような、なんだか不思議な感じで口をすぼめていた。
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「まあ面めん倒どうくせえことを四の五の言うつもりはねえ。フローンちゃんとやらは好きなだけここにいろ！」

　僕の話を聞き終えた兄ちゃんは開口一番そう言った。以前スノウピーが来たときも似たような態度だった気がするが、ともあれフローンは「いえーい」とばんざいしている。

　僕たちは居間でたい焼きを食べていた。兄ちゃんが帰宅途と中ちゆうで買ってきてくれたから。テーブルを囲んでるのは僕とスノウピーと兄ちゃんとフローンの四人。こんなに我が家の食しよく卓たくがにぎやかになるなんて少し前まで予想もしなかった。人外の存在が半分くらい混じっている気がするけれど、にぎやかな食卓はやっぱりうれしい。

「うん」僕はたい焼きをぱくつきながら、「なにはともあれ、うちの兄ちゃんが話のわかるひとでよかったよ」

「まかせとけ」

　兄ちゃんは不敵にビール缶かんをかかげてみせる。

「なんたって俺はロリコンだからな！」

　え？

「ま、まじっすか……？」思わず狼ろう狽ばい。兄ちゃんはロリコンだったのか。

「んなわけねえだろ。言葉のあやだ」

「やめてよ、そういうの！　ていうか、言葉のあやって……えっ？　どういうこと？」

「簡単なことさ。俺はあらゆる女性をリスペクトしてんだよ。理由はねえ。年ねん齢れいも見た目も出身地も関係ねえ。そんなちっぽけなこと気にしてて、男なんかやってられるか！」

　ビールをごくごく飲みほして、ぷはっと息を吐はく兄ちゃん。なんとも度量が大きい。

「それでフローン」

「なーにー、ほねーちゃん」

「あなたはいったいなにを求めているの？」

「ふにゅ？」

　フローンは首をななめに曲げて瞳ひとみをぱちくり。スノウピーはたい焼きを両手で持ち、しっぽの部分をしゃりっと口に含ふくんで、もむもむ咀そ嚼しやくしてこぷん。

「あなたは雲の次元から来たんでしょう？　そことこの世界を行き来する虫食い穴はまだ病院の上空のどこかにあるのよね？　知らない国にホームステイするのは楽しいことだけれど、あなたはもとの世界に帰りたいとは思わないの？」

　たしかに。

　言われてみればそうだ。スノウピーの世界はこの世界と近づいたり離れたりしているらしいから、ふたたび帰れるときが来るまで彼女はうちにいる。でもフローンの場合はちょっと事情がちがう。どうして僕のうちにいる必要があるんだ？

「かえりたいけど、わたし、このままじゃかえれないにょ」

「なぜ？」

「だって、からだがこんなにおっきくなっちゃったんだもん。これじゃおそらのトビラをくぐりぬけられないよ。トビラをもっとひろげないと、わたしおうちにかえれないー」

「ふうん。そういうことなの」

　スノウピーは不意にこちらをむくと左右のリボンをぱたぱた揺ゆらしながら、なにか言いたそうに僕をじいいっと見つめた。思わずどぎまぎしながら、

「ご、ごめん……。お役に立てなくて悪いとは思うんだけど、僕にはそのトビラとかいうのをひろげたりはできないよ。もちろんやれるものならやってあげたいけど、意図して作ったものじゃないし。そもそも僕には見えないし」

「知ってる」

「いったいどうしたらいいのかな？」

「えーっとねー」そこでフローンが口をはさんだ。「えきぞちっくをさがそう！」

「ふぇ……？」

　あまりに意味不明だったので、思わずたい焼きを落としてしまった。

「えきぞちーっく！　そのブッシツがあるとねー。わたしがとおりやすいようにトビラをちゃんとしたやつにできるんだよー。わたし、あしたからいっぱいあつめるんるん」

　雲の子るんるん。そんなこと楽しげに言われたって、ちっとも意味がわからない。まいったな。やっぱりこの子には人間の理屈がまったく通用しないんだろうか。

　でもそうじゃなかった。

「エキゾチックだと……？」

　兄ちゃんが顔をあげる。その眼光は鋭するどく、手にしたビール缶がひしゃげている。

「そいつはもしかしてエキゾチック物質のことか……？」

　僕はぎょっとしながら、「知ってるの、兄ちゃんっ？」

「知らいでか。俺の専門は物理なんだぜ。わかるとも。エキゾチック物質くらい知らなくて教師なんかやってられるか」

「エキゾチック物質」と僕はつぶやく。それって実在するものだったのか？

「俺の予測が正しければ大変なもんだぜ……。なあフローンちゃんよ、あんたが探そうとしてるのはエキゾチック物質ってことでいいんだよな？」

「ぱくぱくぱくぱく。うんー、そだよー」

　もう一個たい焼きを食べるかと訊きかれたくらいの調子でうなずくフローン。

　それは物理学における理論上の存在だ、と兄ちゃんはまことしやかに語った。

「この世のあらゆるものに裏と表がある。言うなればプラスとマイナスがある。熱いと冷たい、まぶしいと暗い、でっぱりとへこみ……。その考えかたは量とか重さにも当てはまるのさ。ものすごく単純に言っちまえば、エキゾチック物質ってのは質量がゼロより少ないもんだ。マイナスのパワーを持っている」

「う、うむむ」数学みたいな話になってきたな。「要するにお金で言うとマイナス残高。つまりは借金みたいなものってこと？」

「おいおい。思考実験に使われるもんなんだから、もう少しイカした感じのたとえを使ってくれよ。引力と斥せき力りよくの関係とかよ」

　それもそうだね。

「で、その質量マイナスの物質があると、なにがどうなるんだい？」

「ワープゾーンを作れるとされている」と兄ちゃんは言った。



　時空にどっかんと穴を開ければワープができる。どっかああん！　理論の上ではそうなのだが、たとえ莫ばく大だいなエネルギーを用いてそれをしたところで、穴は一いつ瞬しゆんのうちに収縮してふさがってしまうからうまくいかない。宇宙の構造としてそうなっているからだ。だからワープを実用化するためにはその穴が開いた状態を保ち続けるエネルギーが要る。逆方向に働く力。それを持つものがエキゾチック物質だ──。

　と、いうふうに僕は兄ちゃんの話を理解した。かなり眠ねむくなりながら。



「わかったわ」

　スノウピーは眠気の一片も感じられない明めい晰せきな口調で言う。

「ねえフローン。わたしもそれを集めるのを手伝ってあげる」

「ほんとっ？」

「ええ」

「わーーーーーーい！」

「でもかんちがいしちゃだめよフローン。あなたを助けるためにするわけじゃないから。わたしはその物質に興味があるの。どういう色と形をしているのか、微び妙みように想像がふくらんじゃってるの。だから別に感謝はいらない」

「ほねーちゃん、だいすきー！」

「うぐ」

「だいすきっぷー！」

　口もとあんこだらけのフローンに強くしがみつかれて、とまどったように目を白黒させるスノウピー。や、やめなさい……。口ではそんなふうに言ってるものの、特に抵てい抗こうはしていない。微笑ほほえましい光景だ。でも僕は少しだけくちびるを噛かむ。うん。子供をうらやましく思うなんてあまり褒ほめられたことじゃないと思ったから。



　さて、僕たちのエキゾチック物質さがしは翌日から始まった。

　といっても、それを尋じん常じようなやりかたで見つけるのは無理である。兄ちゃんいわく「あくまでも概がい念ねん上のもんだからな。もし見つかったらノーベル賞くらいはもらえると思うぜ、がっはっは！」とのことだから、なにかしらエキゾチックな方法が必要になってくる。

　朝早く叩たたき起こされて寝ぼけながら外に出た。陽はまだのぼっていない。ジョギング好きのおじさんが白い息を吐きながらほっほと走っていく。僕とスノウピーとフローンは冬の散歩道をぽてぽて歩いていく。エキゾチック物質を求めて。

「寒いなあ」

　僕は両手のひらを口に当てて息を吐く。「はあっ……。ほんとに寒い」

「冬だもの」

「スノウピーは寒くないの？」

「べつに」

「そっか」

「冷たくて気持ちいいの。それに空気がきれい」

　わたし冬の朝って好き、とスノウピーは言う。僕も冬の朝はきれいだと思う。

　歩き続けているうちに朝日がのぼってくる。

「ところでフローン、調子はどうだい？　エキゾチックな反応は見つかった？」

「うーにゃ」

　フローンはかぶりを振ふる。その頭頂部にはぴょっこり大きな花が咲さいている。フローンは頭に花かんむりを飾かざっているのだけれど、それらよりひときわ大きなやつだ。エキゾチック物質を探知するレーダーであるらしい。

「むー。このへんにはないみたいなにょ」

「やっぱり……」

　実際、こんなところにあったら大変なのだ。ジョギング中のおじさんがとっくに見つけてマイナス質量のなかにうわあああぁっと手をばたつかせながら吸いこまれている。

「えきぞちっくはなかなかおちてないんだよー。いろんなところをコツコツさがして、ちょっとずつあつめるしかないにょ。まああれだねー。みつばちちゃんがおはなをさがしてブンブンするみたいなものだねー」

　ん、とりあえず先は長そうである。
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　さて、その日の学校の休み時間。がやがやとさんざめく教室の一角で僕はいつものようにヒノリカと他愛もない話をしていた。

「これなーんだ」

「むむむ？」

　僕はヒノリカが差し出してきた携けい帯たいのディスプレイをまじまじと眺ながめる。

「なんだろう」

　そこには鍋なべが表示されている。

「鍋だね。白いものが入ってる。……ホワイトシチューかな？」

「ブブー、ざーんねん！　こいつはシチューじゃなくて飛鳥ナベって料理だぜー。ミルクが入ってるからホワイティなのだ。んじゃこれはー？」

「えっと、これもまた不思議なものだね。見たことないな。ちくわ鍋……とか？」

「ブッブー！　こいつはチクワじゃなくてきりたんぽ鍋ー。いやはや、その程度の知識で鍋マニアを名乗ろうだなんて、キミもまだまだ甘いですなー。なべぢからをあと３００ポイント以上ゲットしなきゃ次のレベルになれないゾ！」

「いや、僕は別に鍋マニアとか目指してないよ。なべぢからも集めてないし」

「つれねえこと言いなさんな」

　いつものように僕のあごをくいっとつまむヒノリカ。「さむーい冬にはこいつがイチバンなのさっ！」昔の日本映画の男優を思わせる口調で言う。

　とはいえ……うう、こんなときってどうリアクションすればいいんだろう。僕は本当にこういうのが得意じゃない。三秒途と方ほうに暮れてから、例の手を使うことにする。

「いいよいいよ。鍋っていいものだよ」

　そーかいそーかい株主そーかい、とヒノリカが合いの手を入れてくれる。

　そして快活に「えっへへへ！　楽しいねっ！」

「あ」

　僕はふわっとうれしくなった。なんというか、ヒノリカのテンションにはいつも微妙についていけてない気がしていた。でもそうか。楽しんでくれてるんだ。

　けらけら笑うヒノリカに僕はこくんとうなずいてみせる。うん、やっぱりいい。みんなとうまくやるためにはこの方法がいちばん──。



　と、そこに横から顔を突つっこんできた者がいた。

「よーよー。おまえさんたち、相変わらず仲がいいねぇ」

「あ、じゅりん君」

「いったいなにを見てるんだぁっ？」

　話に混ざってきたじゅりん君にヒノリカはにこにこ笑って携帯を差し出す。彼はディスプレイを眺めてしばらく黙もつ考こう。それからおもむろに「きりたんぽだ」

　おお、さすがクラスでも指折りの秀しゆう才さいともなれば物知りさんだ。よくわかるなあ。

「とはいえ、なにゆえ……？」当とう惑わくげにじゅりん君は眼鏡めがねのフレームにふれる。

「やー、あたしいろんなところに転校してるもんだからさー。その土地の珍ちん味みとか郷土料理とか、写真に撮とるの趣しゆ味みなんだぜ。あ、こういうのもあるよ。わかるー？」

「あぁ、こいつはかんたん。俺も食べたことあるし。豆乳鍋っしょ」

「ぽんぴーん。豆乳を鍋に投入ぅ」

「んー。葛か西さいさん、いまのはそれ言いたかっただけだな？」

「おうさー。ではではこいつはどうだ？」

　今度はじゅりん君を相手に、食べもの写真当てクイズを挑いどむヒノリカ。丁々発止の勝負が目の前でくりひろげられる。僕とちがってじゅりん君の正答率はかなり高い。うーん、さすが。そしてふっとひらめいた。いろんなことにくわしい彼ならエキゾチック物質についてもなにか知っているかもしれないぞ。

　うん、ちょうどいい機会だと思う。

　最近じゅりん君とはあまり話していなかった。心の整理がつかなかったから。僕は彼と可か香が谷やさんが恋こい仲なかになれるように応おう援えんしなくちゃならないのだけれど……というか、まだ彼が可香谷さんのことを好きかどうかもわからないのだけれど、それを確かく認にんするのもけっこうな覚かく悟ごがいる。期末試験や転校生やフローンのことでばたばたしていてすっかりおざなりにしていた。それについては近日中にどうにかしようと思いつつ、

「ねえ、じゅりん君。突とつ然ぜんだけど『エキゾチック物質』って聞いたことある？」

「エキゾチック物質ぅ？」

　眼鏡の奥の目をまんまるにする。

「なんだよ、そいつぁまた突然だねぇ」

「ごめんごめん。いくらじゅりん君でも知らないよね。いいんだ。忘れてよ」

「知ってるぞぃ」

「え？」

　それってたしか負のボリュームを持つ架か空くうの物質だよなぁ、と兄ちゃんが説明したのと同じようなことを言う。そんな僕たちをヒノリカがぽかんとした顔で見ている。

「どこにあるかわかるかい？」僕は単刀直入に訊きいてみた。

「あのなぁ」

「いや、この世にない物質だっていうのはわかってる。それはわかってるんだけど、たとえばの話だよ。もしも存在するとしたらどんな場所にあるんだろう。じゅりん君だったらどこを探す？　このへんにはやっぱりなさそうかな？」

「ふむ。そーかそーか。思考的なお遊びってわけか」

　じゅりん君は腕うで組ぐみする。その表情が遊びとは思えない真しん剣けん味みを帯び始める。

「そうだなぁ……。いろんなアプローチがあるとは思うんだけどさ。んー、俺がこのへんを探すとしたら、やっぱヤバいうわさが立ってる場所を探すかねぇ」

「ヤバいうわさ？」

「たとえば心しん霊れいスポットとか」と彼は言った。「なんちゅーか、もしもマイナス質量の物質が本当にあったら、そこにあるだけでおかしな事態を引き起こしてるはずだろ？　うん、俺だったらそういう場所を探すね。オバケが出るとかＵＦＯが飛ぶとかさぁ。んー、もしかしたらそういう超ちよう自然的な存在もマイナスの時空から来てるのかもしれないし。いわくつきの井い戸どとか幽ゆう霊れい屋や敷しきとか……。なんとなくそんな感じの場所をあたってみるかなぁ」

「なるほど」

「あ、そういやおまえ知ってる？　ひとだまが出るっていう病院のうわさ」

「ひとだまが出る病院？」

　なんのことだろう？

「いや、ぜんぜん知らないけど」

「そっか。実はだなぁ、こっからそんなに離はなれてないある病院にでっかい火の玉が」

「やめてくれない？」

　いきなり鋭するどい声がした。

　ぎょっとして振り返れば、いつもにこやかなヒノリカが険しい顔でじゅりん君を睨にらんでいる。皮ひ膚ふに突き刺ささるような鋭い視線だ。じゅりん君はうろたえ、および腰ごしになり、

「葛西、さん？」

「ここでそういう話をするのはやめてほしいって言ってるんだよ」

「わ、わりぃ。ごめん……。俺、なんか気にさわること言っちゃったのかな？」

「気にさわるもなにも」

　ヒノリカは薄うすく目を細めて、「耳ざわり」

「ど、どういう……？」

「嫌いなんだよね。オカルトとかそういうのが」

　いやなんだよっ。

　短く言い捨てるヒノリカ。その態度は普ふ段だんとぜんぜんちがっている。そうか、彼女は怖こわい話が大嫌いだったのか。おびえるとかそういうのを通り越こして、挑みかかるような顔をしているからほんとに心底嫌いみたいだ。なにか事情があるのかな。

　とはいえ、そこまで強く言わなくてもいいような気もする。じゅりん君だって悪気があったわけじゃないんだし、うん、ここは仲裁に入ろう──。

　と、そのとき変な感じがした。

　なんだ……？

　ヒノリカの後ろでなにかが光った。ように見えた？　口ではうまく表現できない。とにかく不思議なものがレンズフレアみたいにきらりと。たしかに僕はしょっちゅう不思議なものに出くわす。だけどなにもこんなときに見なくたって……と思いながら袖そででごしごし目をこすると、もうそれは見えない。

　あれ？

　ヒノリカとじゅりん君はいたって普ふ通つうに言い争いをしているだけ。雰ふん囲い気きはとげとげしいものの、そこに不思議なことはなにひとつ存在しない。

　いまのはいったいなんだったんだ……？

　僕はとうとう他人の感情のたかぶりまで見えるようになったんだろうか。

　思考に沈しずみこんでいると誰だれかの声がした。

「ねえねえ、おふたりとも」

　はっと顔をあげればスガモさんが近づいてくるところ。

「葛西さんもじゅりん君もずいぶん盛りあがってますね？　うふふ、わかりますよ。お料理の話をしているんでしょう？　こういうのってみんなこだわりがありますもんね。いいなあ、できたらわたしもお話に混ぜてください」

　ふんわりした自じ慢まんの髪に指をからめながら、スガモさんは微笑ほほえんでいる。そのスマイルには一点の瑕か疵しもなく、まるで花畑に四葉のクローバーでも探しにきたようだ。

「いやぁスガモさん。なんちゅーか、俺たちは別に……」

「わたし、これでもお料理とか、わりと得意なんですよ？　将来の夢はお嫁よめさんになることですもの。鍋に限らずお料理ならたいていのものはできちゃいます。うふふ。いちばん得意なのはそうですね……。目玉焼きかしら」

　雰囲気にそぐわないことを言ってるようだけれど、そこはスガモさん。もちろん空気を読んだうえでやってるんだろう。言うなればこれはレスキュー。きなくさい気配をかぎつけて、いち早くおさめにきたわけだ。その雰囲気がそこはかとなく伝わったらしく、じゅりん君とヒノリカは静かになった。

　よし！　ここは僕も仲裁に一役買いたい。

「スクランブルエッグなら僕も得意だよ。あれはすごく簡単だから」

　スガモさんは僕にぷいっと背をむける。

「葛西さんはお料理とかできます？」

　無視された。

　──僕はスガモさんを手助けしたかっただけなのに。どうして。

「ん、料理はできるよ」

　ヒノリカはこほんと咳せき払ばらいする。

「そういや、サラダとかけっこう得意かも……。レタスをざばざば洗って、トマトをすぱすぱ切ってさ。そこにレモンをぎゅううっとしぼっちゃったりして。んっ、刻んだナッツをふりかけて食べると超うまいんだ」

「それ、ダイエットによさそうです」

「激ヤセするぜぇ」

「ほんとですかっ」

「ほんとだよ。だけどスガモっち、キミは別に痩やせる必要ないんじゃ？　脚あしだってすごく細いし。それともモデルにでもなるおつもりか？」

「やっだぁ。わたしがモデルになんかなれるわけないじゃないですか」

　スガモさんは顔の前にかざした手をひらひら振ふりながら、

「アイドルならまだしも……ねえ、じゅりん君？」

「へ？　お、おう。そのとおりぃ」

　話を振られたじゅりん君も普段のペースを取り戻もどし、眼鏡のブリッジを押さえる。

「まっ、たしかによくよく考えたらうちのクラスはすごいよなぁ。アイドル顔負けの女の子ばっかりじゃん。スガモさんだろ？　葛西さんだろ？　スノウピーさんに可香谷ユリさんに……。考えてみりゃあ普通じゃないね。んー、そういうのを呼びよせる特異点みたいなのが教室にあったりすんのかなぁ？」

「やだ、じゅりん君。可愛い子ならほかにもいっぱいいます」

「ん、どこに？」

「ホラ、あそこ。行きましょう」

　スガモさんは仲裁に成功したヒノリカとじゅりん君を引き連れ、ゆうゆうと別なグループのところに移動していった。去り際に誰にも見えない角度でぎゅっと僕の下腹を押していったのはなにを意味するんだろう。たぶんもっとうまくやれってことなんだろう。

　人間関係ってほんとに難しい……。

　何気なく首を振るとスノウピーと目が合う。感情の読み取れない表情で僕のことをじいいいいっと見つめていた。

　　　　４




　その週の日曜の夕方に銭湯に出かけた。あれからちょうど十日経たったから。

　いま僕の隣となりを歩いているスノウピーはいつもより口数少なく、ちょっぴり緊きん張ちようした面おも持もちで、大きな洗面器を抱かかえている。タオルやらシャンプーやらの七つ道具が詰つめこまれたお風ふ呂ろセットだ。おもちゃのアヒルの頭がはみだしているのがご愛あい嬌きようというか。うん、洗面器くらいちゃんと銭湯にあるはずだよと僕は教えてあげたのだけれど、「なにが起こるかわからないから……」と深刻な顔で言われてしまってはなにも言えない。同じくお風呂セットを持たされたフローンといっしょに夕暮れの道をぽてぽて銭湯を目指している。ぽてぽて歩いていると脳が刺し激げきされる。

「ねえフローン。ちょっと思い出したことがあるんだけどね」

「んーにゃ？」

「こないだエキゾチック物質について興味深い意見を聞いたんだ」

　僕は先日じゅりん君が言っていたことをフローンに話してみた。それは普通の場所にはないんじゃないかということ。たとえば幽ゆう霊れいさわぎが起こるようなスポットにあるんじゃないかということ。

　するとフローンは夕空を見上げて、

「へー」

「へーって」ずいぶん気のない返事だな。「参考にならなかったかい？」

「さんこうになったにょ！」

　思わず膝ひざががくんとなる。僕は眉み間けんをもみほぐしながら、

「うーむ。それはなにより……」

「にゅふふぅ。よーするにこういうことだよね？　ほにーちゃんのおそばにいればそれだけでいい。えきぞちっくはそのうちむこうからやってくる！」

　もういちど膝ががくんと砕くだける。

「どうしてそうなるわけ……？」ネギを背負ってくる鴨かもさんじゃないんだから。

「にゅふふぅ」



　やがて銭湯に到とう着ちやくした。入り口ではすでに可香谷さんが待っていた。

「おそーい」

　そう言ってぴょんと飛び跳はねる。長い黒髪がフワリと揺ゆれる。

　待ち合わせの時間にはまだ五分ほど余よ裕ゆうがあったけれど、もっと早く来なさいよっ、とうれしそうに微笑んで文句を言っている可香谷さん。いろいろ矛む盾じゆんしてると思う。

　とはいえ、そのへんのよくわからないことがありつつも、いつもどおりで少しだけ安心している自分を感じる。よかった……。可香谷さんはいつもの可香谷さん。僕がなにを考えていようとじゅりん君が彼女をどう思っていても、遠く離はなれた場所から届く星の光みたいに普段どおりだった。

「あら、その子だあれ？」

　可香谷さんがフローンに気づき、ふたりは間近でおたがいをじろじろ見る。

「もしかして妹さん？　なーんてね。ウフフ、いないってば！」

　自分で言って自分につっこみを入れている。可香谷さんはけっこうノリがいい。

「ちょっとね。しばらくのあいだうちで面めん倒どうみることになったんだよ」

「ふうん。親しん戚せきの子なのね？」

「あうー」

　不意にフローンがなにかしら意味不明のことを言った。そして、「えきぞちっく」

「ひゃんっ？」

　その瞬しゆん間かん、僕は心臓が口から飛び出るような思いを味わった。

　──え？　え？　え？

　言葉が出ない。僕も可香谷さんも無意味に口をぱくぱくさせるだけ。

「な、な、なななななな……っ？」

　なんてことするんだ、高次元的存在ー！

　いったいなにを考えたのか、フローンはもみじを思わせるちっちゃな手をのばして可香谷さんの胸をつかんでいた！　セーターの盛りあがりが思いっきり持ちあげられて不自然なかたちになっている。

「えきぞちっく」フローンは真しん剣けんな面持ちで、

　ふみょん。

「きゃうっ？」

　可香谷さんの体がびくんとはねる。

　……が、はねたこと自体がとんでもない不ふ名めい誉よだとでもいうように可香谷さんは赤らめた顔をびゅんびゅん振った。ギリギリ血がにじむくらいくちびるを噛かみしめて僕を睨にらむ。かつて見たことのないすさまじいまなざし──。

「も、もももも、申しわけございませんっ！」僕はどうにか先んじて謝った。

「……しつけがなっていないわね。やめさせなさい」



    

  
    
      　その声は僕をふるえあがらせた。

「いますぐやめさせないと許さないから。子供のしつけがなってないあなたのこと許さないから。ていうか殺すから。ぼこぼこにして容よう赦しやなくぶち殺すから……キャンッ！」

　頬ほおを紅潮させ、今度はうつむくように身を縮める可香谷さん。そしてフローン、なんという空気の読めない子！　砂場でおだんごを作るみたいに一生懸けん命めいむすんでひらいて、どこまでも無む邪じや気きにやらかしちゃっている。

「ひゃんっ……はうっ……みゅうぅ」

　僕は死しに物もの狂ぐるいでフローンを可香谷さんからひっぺがした。半泣きでつめよる。

「フローン！　ど、どどど、どういうつもりなんだよーっ？」

「にゃ？」

「子供だからってやっていいことと悪いことがあるだろー？　可香谷さんは僕の大事なパートナーなんだからさっ。答えてよ！　どうしてこんなことやらかしたっ？」

「えーとねぇ……」

　フローンは頭のうしろで両手を組むと、えへへっと無邪気に笑って、

「おっきかったから」

　思わずこけた。スノウピーが小さな声で「なるほど」とつぶやく。

「や、理由になってないよ！」

「わたしもゴハンいっぱいたべまくれば、あんなカンジになれるにょ？」

「知らないよ！」

　とりあえず興味を持ったものにふれてみたらしい。フローンは赤ちゃんみたいに無邪気な子だから。……なんて理り屈くつで許されるなら世の中に警察はいらないって。僕は両手を合わせて怒ど濤とうのごとく可香谷さんに頭をさげる。

「ごめんよ可香谷さん、ほんとにごめんっ！　ごめんなさい！　この子、まだいろんなことがよくわかってないんだ。僕たちとは次元がちがうっていうか、こないだ雲から人間になったばっかりっていうか。その、なんて言ったらいいか……。高次元的存在！」

「意味不明なこと言ってんじゃないわよ」

　一いつ蹴しゆうされた。

「子供のせいにするなんて男らしくないのよ。いいからとにかく殴なぐられなさい。わたし、恥はずかしくて死んじゃいそうだったんだから」

「ほ、ほんとにごめん。でも少しでいいから僕の話を……」

「言いわけ無用なんだもんっ！」

　可香谷さんは運動神経がいい。びしゅん──。繰くり出されたそのパンチはムチのようなしなやかさと弾だん丸がんの勢いをもって僕のどてっ腹にめりこんだ。



「ううぅ……。いてててて」

　熱いお湯に浸つかりながら、いま僕は体のあちこちをなでたりさすったりしている。

　いやもう散々な目に遭あった。

　正せい拳けん突づきをくらい、ほっぺをつねられ、バックからチョークスリーパーを決められた。スノウピーとフローンが止めてくれなければたぶん絶命していた。まあたしかにあの場ではそうされても仕方ないように思ったものの……こうしてあらためて考えてみると変である。どうしてフローンのしたことで、僕があんなにも痛めつけられなきゃならなかったんだろう？　いまいち釈しやく然ぜんとしないが、とにかく生きていてなにより。

　ちゃぷんっ。

　男湯には休日とあって大勢のおじさんがいる。ちょっぴりたるんだおなかをした裸はだかの大将たち。汗あせばみ、あからんだ顔がなんとも言えず気分良さそうだ。

　スノウピーはちゃんとお風呂に入れてるかなぁ、と僕は湯船でぼんやり考えた。

　うん、みんなと同じお風呂にスノウピーも入れているといい。だってあれだけがんばってたんだから。

　スノウピーがどんな実験していたのかは僕にはよく理解できていない。でもすごく一生懸命がんばっていたことだけは世界の誰だれより知っている。それは純じゆん粋すいな興味とか、楽しいことを期待する心とか、少しばかりの挑ちよう戦せんの気持ちとか、いろんな良いものに支えられた行こう為い。そういうのは絶対うまくいってほしい。

「入れているといいな……」ほんとにそう思う。

　でも甘かった。

　　　　５




「ねえスノウピー、そんなに気にすることないって」

「……むす」

「誰にだって不得意なことはあるんだからさ。きみはぜんぜん悪くないよ」

「……むすっ」

　僕は銭湯の入り口でスノウピーをなだめていた。

　苦く闘とうを物語る汗ばんだ顔。眉み間けんにかすかなしわをよせ、白いリボンをふんにゃりとしおれさせて、スノウピーは不本意そうに口をつぐんでいる。きっと自責の念にかられているんだと思う。自分に厳しい女の子だから。

　話によればこうだった。

「ンー、入れることは入れるのよ」

　可香谷さんは髪かみの乾かわき具合をサワサワと両手でたしかめながら、

「でもすぐに出てきちゃうのよね、スノウピーさん」

「ふうむ」

　スノウピーは湯船に浸かれはしたものの、肩かたまで入って十数えることができなかったらしい。すぐに出てきてしまう。六秒とか七秒が限界みたいだ。雪の精とちがって溶とけたりしないあたり、とりあえず僕的には安心だったけれど、どっこいそこで簡単にあきらめないのがスノウピーのスノウピーたる所以ゆえん。ちくちく粘ねばり強づよいところがある彼女は何度もトライアンドエラーを繰り返したという。お湯の熱さにがまんできなくなると湯船から飛び出し、しばらくのあいだむっつり顔で体を冷やす。とってんとってん別な場所に移動。そしてもういちど湯船に入る。ちゃぷんっ。

　ちくたくちくたく……。

　やがて頬がぽっぽと上気してくる。湯船をぽしゃんと飛び出る。ふたたび別な場所に移動するスノウピー。ちゃぷんっ。十秒しないうちにまた湯船を出る。

「いや、だけどね……」

　僕はなだめずにいられない。

「そこまでがんばらなくたっていいだろうに。無理したらどうにかなる種類のことでもないんだし……。しょうがないことだよ。こういうのは別にがんばらなくていいんだよ」

「がんばってたわけじゃないわ」

　スノウピーは不服そうにくちびるをとがらせた。

「わたしはお湯のぬるいところを探していたの」

「え？」

「ポイントを見きわめようとしていたの」

「ポイント」と僕は言う。

「お風ふ呂ろだって最初から熱いお湯で満たされているわけじゃないでしょう？　熱いものは冷めるものだし、そこには熱いお湯を補ほ充じゆうする仕し掛かけがあるはず。そのへんは熱いの」

　実際ホカホカだったわ、とスノウピーは言った。

「う、うん。そのへんは熱い」

「だからわたし、そのへんに近づかなければだいじょうぶだと思ったの」

　もちろん熱いお湯が出るところは複数あって、そこから見えない流れはからみあうように湯船をかけめぐる。それらの影えい響きようがいちばん弱いポイントを調べるためにスノウピーはいくたびも湯船に身を浸ひたしたらしい。現地実験と言ったらいいか、煎せんじつめればお風呂における暖流と寒流を見きわめようとしたようだ。

「うーん、前から思ってはいたんだけど……」

　可香谷さんは両手を腰こしに当てて息を吐はき、

「スノウピーさん、理屈っぽすぎ！」

「そう？」

「ええ。そんなにうまくいくわけないじゃない。たしかに頭で考えればそうなるのかもしれないけど、ああいうのは常にかきまわされてるんだから。ちゃんといいお湯加減になるようにできちゃってるんだから」

「そうかもしれない」スノウピーはどことなく小さな声で、「ひともいっぱいいたし」

「そうそう。現実にはお客さんだってたくさんいるんだもの。みんなが出たり入ったりするだけでけっこう混ざっちゃうんじゃないかしら」

「そうかもしれない……」

「なんにしても、一番風呂でお湯の熱いところが表面にたまるみたいにはうまくいかないってことよねっ」

　ぴくん。

　そこでスノウピーのリボンが首をもたげた。

「ユリのおうちのお風呂は熱いお湯が上にたまるの？」

「あ、ウン……。うちのお風呂ちょっぴり古い型のやつだから」

「それはどうしてそうなるの？　どうして熱いと上のほうにいくの？　下はやっぱり冷たいの？　いったいぜんたいどうなってるの？」

「……むむぅ」

　はからずもスノウピーの好こう奇き心しんに火をつけてしまい、きまじめに考えこむ可香谷さん。

「ええっとね、たしか授業で習ったような気がするんだけど……いけない。ど忘れしちゃってるわ。ねえ、あなた。おぼえてない？」

「ごめん。ちょっと」

「そうよねー。こういうのって、テスト終わると意外と忘れちゃうものなのよねぇ」

「今度兄ちゃんに訊きいておくよ。いちおう物理の先生だからね。それよりみんな、そろそろ帰らないか？　もうけっこう遅おそいしさ。スノウピーも機き嫌げん直そうよ。お風呂なんかそんなに無理して入るものでもないんだから」

「……むすっ」

「むすっとしないで」

　困ったな。スノウピーに元気を出してほしいと僕は切実に思う。どうすれば……。

　そしてぱっとひらめいた。

「いいよいいよ。いいんだよ、お風呂に入れなくても」

　最近みんなとうまくやるのに重宝している方法。これならきっと満足してくれる。

「やせがまんして火傷やけどとかしたら大変だよ。無理して入らないほうがいいよ」

　ところがスノウピーは意外にも頬ほおをぷうっとふくらませた。

「よくないの」

　あれ、と僕は思う。

「そういうことを言わないで。わたしはいろんなことに興味があるの。いろんなことをやりたいの。無理をするのも嫌いじゃないの。熱いお湯にもがんばって入れるようになりたいわ。いいよいいよ言われてもよくないの」

「ご、ごめん。でも僕、スノウピーのためを思って……」

「だいたいあなたのそれおかしいの。最近よくやるその態度、わたしなんだか好きじゃない」

　スノウピーは肩をぐっと持ちあげ、顔を前にせりだすようにして言う。その瞳ひとみはキラキラと透すき通っていて真しん剣けんそのもの。純度の高い精神性があらわれているようだ。

　ぷくううううっ。

　じいいいいいっ。

　ふくれる＆見つめるスノウピー。そんなつもりはぜんぜんなかったのに……。すごく悲しい。今日はなんだか踏ふんだり蹴けったりだ。世の中なかなか思ったとおりには運ばない。
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　世の中なかなか思ったとおりには運ばない。

「はあ……」

　僕はひとり嘆たん息そくしながら廊ろう下かをとぼとぼ歩いていた。

　それは銭湯に出かけたあくる日、月曜の休み時間。ため息の理由はちょっと今朝のできごとを思い出していたから。

　今日も今日とてフローンは早起き、僕たちを連れて朝のエキゾチック物質さがしに付き合わせたのだけれど、その際またもやスノウピーとうまくやれなかった。

　僕としては銭湯で怒らせた件の挽ばん回かいをするつもりだった。スノウピーの機嫌をうかがい、なにを言われても素直に受け入れ、いいよいいよと何度もうなずいた。今度こそうまくやれたはず……。ところがそれが逆効果。スノウピーはくちびるをとがらせ、それからリボンを威い嚇かく的にもたげて、またもや頬をぷーっとふくらませてしまう。いったいどうして？　そんな僕を捨て置き、スノウピーはひとりさっさと学校に行ってしまった。

「わからないよ……」

　力なくつぶやく。

「いったいどうすればよかったんだろう」

　ひとの気持ちをおしはかることが僕にはうまくできないんだ。得意じゃないのはたしかだけれど……。

　でも僕は一生懸けん命めいやってるんだよ。

　すごい一生懸命やってるんだよ。

　不得意なりにいっぱい考えている。

　そのことをスノウピーにわかってもらえないのはしんどい……。

　ともかく放課後じっくり話し合おうと思いながら、僕は一階の廊下をとぼとぼ歩き続ける。びっくりするような光景を見たのはそのときだ。思わずがたんと身を乗り出して、

「ええええ……？」

　窓ガラスに顔をおしつける。──なんてこった。

　校舎を飾かざるように生えた木の根もと。そこでちっちゃな誰だれかさんがぶんぶん手を振ふっている。特大のチョコレートパフェみたいな笑顔を浮うかべて。

　僕はあわてて昇しよう降こう口ぐちへと走った。



「フローン、こんなところに来たらだめじゃないかっ？」

「なんでなんでー」

「だってここ学校なんだよ。高校っていうのは高校生しか来ちゃいけないんだ」

「どうしてどうしてー、なんでなんでー」

「ええい、わがまま言うんじゃありませんっ」

「ぱーぷぅ」

「や、こういうときだけ赤ちゃんの真ま似ねされても」

　僕の叱しつ責せきなど意にも介かいさず、ポプラの木こ陰かげであどけない笑みを浮かべているフローン。よく守衛さんに見つからなかったな……。どうやってここに来たのか質問してみると、そらとんでー、と単純明快に答えられる。高次元的存在。

「ていうか、フローン。そもそも学校になにしに来たんだい？」

「えきぞちっくをさがしにきたんだよー」

「ううむ」

　こんなところにあるわけないのに、と思いながら僕はこめかみを押さえる。

「で、あったのかい？」

「あったにょ」

「……なんだって？」

「ほらぁ」

　フローンは右手をひょいっと屈くつ託たくなく差し出した。なにかがそこにのっかっている。ちっちゃな手のひらにおそるおそる顔を近づけてみると、

「な、なんだこれ……？」

　不思議なものだった。

　小さな紺こん色いろの玉におたまじゃくしみたいな尾おがにょろっと生えている。内部にうっすら透けて見えるものがあり、それはたとえるなら宇宙みたいな。よくわからない緩かん慢まんな流れが闇やみのなかでからみあい渦うずを巻まいていた。

「これがエキゾチック物質……？」

　そっとつまんでみる。

「思ってたよりずっと普ふ通つうのものだね。……でもきれいだ。ひんやりしてる」

「おー、よくつかめた」

　ぱちぱちぱちー、と口で言うフローン。

「ほにーちゃんはやっぱりすごいにょ。カプセルにされてるけど、これはふつうのひとにはみえないんだよー」

「あ、いや、たしかにこれは普通のものじゃないみたいだけどね。ちゃんと見えてるよ。しっかりつまめてるってば」

「ちなみにハナにちかづけると、はちみつのにおいがしまーす」

「む？」嗅かいでみるとたしかにぷぅんとはちみつの香り。「ほんとだ。こいつはサンドイッチの具にするのもいいかもしれない……って、そんなのんきなこと言ってる場合じゃないよな。ねえフローン、これはどこにあったんだい？」

「おちてたにょ」

「え？」

「ふつーにおちてた」

　フローンは小さな頭をぷるぷると振り、するとつむじのあたりからポンッと円形の花が咲さく。エキゾチック物質を探すレーダーだ。なにやら花弁が活発にうごめいている。

「にゅむむぅ。あっちにいけばもっといっぱいおちてるみたいなにょ」

「あっちって……。あっちには別になにもないけど」

　フローンが指さしているのはこないだまで旧校舎があったところ。いまは本当になにもない。例の火災事件のあと、旧校舎はあっという間に取り壊こわされてしまったから。更さら地ちというか、むきだしの地面が茫ぼう漠ばくとひろがっているばかりなのだけれど。

「待てよ……。はちみつ？」

　はっとする。

　よくよく考えたら、旧校舎にすくっていたのはハチじゃなかっただろうか？

　僕は思い出す。異世界からやってきたホーネットという名の知的昆こん虫ちゆう群ぐんのこと……。彼らは旧校舎で乗り物を作っていた。ステルス機。完成したらそれに乗りこみ、別次元に旅立つ予定だったのだ。残念ながら望みが叶かなうことはなかったけれど、なるほどこのエキゾチック物質はホーネットが集めていたものなのかもしれない。いかにもハチが運びやすそうなサイズだし、だとしたら旧校舎跡あとに行けばもっと大量に見つかるかも……。

　そのとき声がした。

「おーい！　そんなところでなにをうしろめたいコトやらかしてんのーっ？」

　耳になじんだ快活な声。

「ちょっとだけ猫ねこ背ぜちっくなその背中、どっかで見たことあるんだぞーっ」

　はじかれたように振り返るとヒノリカが駆かけてくるところだった。

「やっぱりキミじゃん！　そんなところでなにしてんのさーっ？　って、んんんん」

　ヒノリカは僕の前まで来るとぴたりと足を止めて、

「ん？　ん？　ん？　ん？」

　眉まゆをよせている。

「その子……？」

「いや、あのっ」僕は手を振った。「なんて言えばいいんだろう。一種の妹みたいなものっていうか。とにかくいま家にいてさ。学校までついてきちゃったんだよ」

「一種の妹？」

「ああ、血はつながってないから」

「家にいる？」

「まあ、ちょっとしたホームステイみたいな……」

　ヒノリカはなんともいえない顔つきで僕を見ている。瞳に浮かんでるのは疑ぎ惑わくの色。

　まいったな。汗あせが頬をつたう。あまり深く考えないでもらえると助かるんだけれど、そういうわけにはいかないものだろうか。生徒指導の先生でも呼ばれたらすごく説明が厄やつ介かいそう。しばらくヒノリカは片目だけ細めてじっとこちらを見ていた。が、

「……まっ、いーか」

　やがて表情を明るくした。僕の手首を握にぎってぐいっと引っ張る。

「そんなことより、さっさと校舎に戻もどろうぜロリコンくん！」

「僕はロリコンじゃない……」

「もうすぐチャイムが鳴っちゃうってロリコンくん！　その子のことは先生にまかせてさ。とっとと授業の準備をしようじゃまいかー。んちゃ、んちゃ……レゲエのリズムでジャマイカだー！」

「ん、そうだね。そういえばもうそんな時間か」

「だめだよー！」いきなりフローンが調子はずれの声を出す。「ほにーちゃんをつれていっちゃだめー。ほにーちゃんはあたしとえきぞちっくをさがすにょー！」無茶を言う。

　だしっ。

「ねえフローン。とりあえず僕の腕うでにしがみつかないで……？」

「だしっ！」

「しょうがないなぁ」

「しょうがなくなーい。馬ば鹿かやってないでさっさと行くのだぜ、ロリコンくん！」

「うわ？　ちょっとヒノリカ、痛いってばっ？」

　右の手首をヒノリカに引っ張られ、左の腕をフローンに抱かかえこまれて、いててててて。傍はた目めに見たらひっぱりだこなのかもしれないが、現実に体験してみると痛みをともなうものだ。ちぎれそう。フローンもヒノリカもすごい腕わん力りよくだった。僕のまわりの女の子たちはみんなとてもパワフルで、そういうひとが僕は嫌いじゃないけれど、いったいどっちに行けばいいんだろう？　どっちの機き嫌げんも損ねたくない。どっちの女の子にもいい気分になってほしい。みんなと仲良くやりたい──。

　スノウピーがあらわれたのは僕の上じよう腕わん骨こつがはずれる寸前のタイミングだった。



「……なにをやってるの？」

　いつの間に近づいていたんだろう。スノウピーはわりと物静かに移動する。

「もうすぐ授業が始まると思うんだけれど」

　ポプラの木陰で腕組みしながら、のっぺりした口調で言うスノウピー。サクランボ色のくちびるをすぼめて不機嫌そうな顔をしてる。実際まだご機嫌ななめなんだろう。朝のことをまだちゃんと謝れていなかったから。

「わかってるよ。いま教室に戻ろうと思ってたんだ」

　僕はスノウピーに近づこうと一歩踏ふみ出した。が、

　ぎゅうううううっ。腕にしがみついたフローンがいままで以上の力をこめる。なんだなんだ？　上下左右にひねりを加えて激しくゆさぶってきた。

「やだやだやだー。ほにーちゃんはいっちゃだめー。ほにーちゃんはあたしとえきぞちっくをさがすにょ！」

「いててっ？　フローン、わがまま言わないで。そりゃ僕だって探してあげたいけど」

　ホーネットが溜ためこんでいたエキゾチック物質が旧校舎跡に残ってるかもしれない。それを一刻も早くたしかめたい気持ちは僕にもある。

「ワーハーハー！　なにを寝ねぼけたこと言ってるんだね、ロリコンくんっ！」

　今度はヒノリカ。どこか好戦的な目をスノウピーに一いつ瞬しゆんだけチラッとむけて、

「キミはあたしと授業をさぼって四国巡じゆん礼れいの旅としゃれこむんだろっ？　これからすぐに空港にむかうんだぜーい」

「なっ？　なに突然ばかなこと言い出すんだよ？」

　けらけらと笑い、ヒノリカは僕の手首をぐいぐい引っ張る。

「いーか、羽田から徳島までのフライトは一時間……。一時間なんだぜっ。空港を出たらどっかでチャリンコ借りてー。そんでこぐ！　しゃにむにこぐっ！　ツール・ド・トクシマ。アンダルシアのお遍へん路ろだーっ」

「いや、そういうのも楽しそうだとは思うけど……」

　ヒノリカみたいに明るい女の子とサイクリングしたら楽しいだろう。頭の片かた隅すみでそんなことを考えながら甚はなはだしく困る僕。ヒノリカにハイテンションでじゃれつかれ、フローンには駄だ々だをこねられて、こういうときってどうするべきなのか。

　がんばらなくては、と僕は思う。

「いいよいいよ、ヒノリカはやることなすことほんとに面白いよ」

「いいよいいよ、子どもは無む邪じや気きでもいいんだよ、フローン」

　やむにやまれず両者を褒ほめてみる。スノウピーはなにも言わずに僕の様子をじいっと見ている。じいいいいいっ。

　やがて彼女は冷たく透すんだ声で言った。

「あなたいったいどうしちゃったの？」

「え……？」

「あなたいつからそんな八方美人になっちゃったの？」

　そういうのよくない、とスノウピーはつぶやく。

「なに言うんだ」

　心臓がどくんと打つ。意外なくらい動どう揺ようしている自分を感じ、それが我ながら不思議だった。悪いことをしてるわけじゃないのに。いいことをしているはずなのに。

「いいんだよ、そんなに気にしなくても……」

「それ言うのやめて」

　スノウピーは僕を見つめながら、

「おかしいの」

「……おかしくないよ」

　知らずくちびるの端はしを噛かんだ。

「僕はみんなとうまくやりたいんだ……。前までの自分と決別したいから」

　そりゃスノウピーはすごい女の子だと僕は思う。抜ばつ群ぐんの美少女だし、頭もいいし、たくさん取り得を持っている。だから冷たくてもいい。媚こびなくてもいい。ただそこにいるだけでクラスの人気者になれている。

　でも僕みたいな一いつ般ぱん人じんはそうじゃないんだよ……っ。

　こんなふうに合わせていないと、みんなに好いてもらえない。ひととうまくやっていきたいんだ。だって僕はもう前までの僕じゃないから。他人の大切さとか命のかけがえなさとか、いろんなことが骨身にしみたから。スガモさんが言うような世の中をななめから見てるやつなんかじゃない。僕はちゃんとやっていくって決めたんだから。

「スノウピーにはわからないよ」

　生まれつき心が高潔すぎるスノウピーにはこういう気持ちが理解できないんだろう。

「スノウピーにはわからないんだよ」

「なにか……すっきりしないの」

　スノウピーは眉をひそめる。

「よくわからないけれど、胸が……もやもやするわ」

　僕はなんて言っていいのかわからず、ただくちびるを強く噛みしめる。

「あなたはおろかだけれど、正直でフェアなひと。わたし、ずっとそう思ってた。こういうことは似合わないと思っていたの」

　ひりひりと沈ちん黙もくが肌はだにしみる。口のなかが苦い。いったいこれはなんなんだ、と僕は思う。いままで味わったことのない胸苦しさ。どうして僕たち、こんなおかしなことになってるんだろう……。

　やがてスノウピーはくるりときびすを返し、すたすたと歩き始めた。

「スノウピー……？　どこ行くんだ？」

「帰る」

「え？」

「気分悪いわ」

　すたすたすたすた。

　午後の授業をほっぽりだして、スノウピーはほんとに帰ってしまった。
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　その日は一日じゅうくちびるを噛んですごした。

　途と中ちゆうでいくたびか可香谷さんに話しかけられた。新しく書いた小説が……と言いかける彼女にとても気のない返事を返してしまう。具合でも悪いの？　と心配してもらっても、なんでもないとそっけなく答えてしまう。可香谷さんはあきらかに不満そうな表情。

　こんなのだめだ。いけないことだ。まるで前の自分に戻ってしまったよう──。

　でも僕はどうしてもうまくふるまえなかった。胸がぐるぐるして、頭に靄もやがかかったようで……。ああもう、最近あんなに順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだった僕はどこに行ってしまったんだろう？　そんな自分にさらに落ちこみ、気づくといつの間にか帰りのＨＲが終わっている。

　ヒノリカに屋上に呼び出されたのはその日の放課後のことだった。



「話ってなんだい」僕はこめかみを押さえながら、「こみいった話なら明日にしてもらえると助かるんだけど……」

　ヒノリカは腕組みして無言のまま僕を見ている。殺風景な屋上には僕たちふたりのほか誰だれもいない。空は曇どん天てん模様。いまにも雨が降りそうだ。

「そんなにこみいった話でもないよ」

　ヒノリカの口調はやけにさばさばしていた。

「キミにちょっとした頼たのみがあってね。頼みといっても拒きよ否ひすることは許さないけど」

「え？」

「ボクのしもべになってほしいんだ」

　一瞬なにを言われたのかわからなかった。

「……ヒノリカ？」

「いや、ちょっと表現がまずかったよね。しもべというより疑ぎ似じ餌えになってほしいんだ。あいつをおびきだして退治するためのエサにね。うん、キミはボクのオモチャになれ！」

　ヒノリカが自分をボクと呼んでいることに気づく。いや、それよりなにより、

「どうしたっていうのさ……？　突とつ然ぜんなに言ってるんだい、ヒノリカ」

「キミのなかにはやつらを強くひきつけるすごい力があるんだよ。ずっとそばで見ていてわかった。それはボクにはないものだ。とても特別でめずらしい種類のものだ。おびきよせるにはうってつけのものなんだよ。ボクはそれを使わせてほしいって言ってるのさ」

　おとなしくゆーことをきいてほしい。

　ヒノリカはあごをそらして僕を見み据すえる。

「……な、なにを言ってるんだか本当にわからない。ねえ、ヒノリカ」

「わからないの？　ほんとに？　あーあ。キミってやつはほんとに間ま抜ぬけだね」

「間抜けって」

「キミ、もののけが見えるんでしょ」

　ズキン──。

　心臓が強く打ち、僕は胸を押さえる。思考がぐちゃっと拡散する。

　もののけ。ヒノリカ。なんなんだ？　──いつもの彼女とまるで別人みたいだけれど。エサとかオモチャってどういうことなんだ？　これまでの態度はなんだったんだ？　あんなに仲良くしてたのに……。この世のあらゆるものに裏と表がある。プラスとマイナスがある、と遠くから声がする。

「ヒノリカ、きみはいったい」

　僕は胸を押さえてうめく。

「それがきみのほんとの……性格なの？」

「ほんとの性格ってなんなのさ。ばかばかしいこと言わないでよ」

　ヒノリカは嘲ちよう笑しようまじりに言う。

「ボクはただあの雲のもののけを退治したいだけだよ。そのためにキミをおとりとして利用したいんだ」

　不敵にあごをそらすヒノリカ。小こ柄がらな体からなにかの力が滲しん出しゆつを始め、姿を大きく見せている。威い圧あつ感かんでうまく息ができない。苦しい。

　でもいまもののけって言った──。雲のもののけって。

　僕は必死に自分を立て直し、

「フローンのこと言ってるのか……？」

「へえ。フローンっていうの」さらりと笑って。「馴なれあってるんだね、怪かい物ぶつと」

　めまいがしそうなヒノリカの態度の変へん貌ぼう。僕はなんとか冷静でいようとする。

　つまるところ僕はずっとあざむかれていたらしい。

　ヒノリカはもののけのことを知る特別なひとだった。別に僕と仲良くしてくれていたわけじゃない。僕の特とく殊しゆな体質に目をつけただけ。友達を装い、友好的なキャラを演じ、ずっとそばで観察していたんだ。もののけ退治に利用できるかどうか見定めるために。

「ヒノリカ、きみはフローンを退治するって言ってたけど……」

　僕は傷つきながらもヒノリカを睨にらみつける。いまはへこんでいられないから。

「なんの恨うらみがあるんだよ。フローンとはさっき会ったばかりだろ。危険なやつじゃないって見てわからなかったの？　あんないい子をなんで退治しなくちゃならないんだよっ」

「やれやれ。キミはなんにもわかってないよね」

　呆あきれたように肩かたをすくめて、

「あれはとても邪じや悪あくなやつなんだよ」

「なんだって？」

「早いうちに始末したほうがいい。そうでないと大変なことになる」

　呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　フローンが邪悪？　始末しないと大変なことになる？

「そんなことが……どうしてヒノリカにわかるんだっ？」

「ベラがそんなふうに言ってるからだよ」

　ベラ？

「うん。見せてあげる」

　ヒノリカがぱちんと指を鳴らすと、そいつはいきなり出現した。
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　これでもボクはもののけ退治がとっても得意でね、とヒノリカは言った。

　もののけにもいろいろいるけど、ああいうのはみんな退治するべきなんだ。そうしないと世の中よくならない。だから転校する先々で退治してまわってるんだよ。言うなればボクは正義の味方ってところかな。それだけの力もあるしね！　ふふふ、その力を具現化したものがこれ。ボクの意のままに動く武器であり、ボクのパーソナリティの一部であり、ボクの最高の友達……。すっごく強いんだ。どんなもののけも倒せる。



「あのとき少し見えちゃったでしょ？」

　ヒノリカは不敵な笑みを浮うかべる。

「キミがうろたえてたの、ボクはちゃんと気づいてたよ」

　ああ、たしかに僕にはそれが見えていた。

　こないだ教室で垣かい間ま見みたんだ。じゅりん君と言い争うヒノリカの背後できらりと光ったもの。それは鋭するどい爪つめだった。ばかでかい爪があかあかとした不思議な光を反射している。レンズフレアのように。

「ギ、ギ、ギ！」

　不気味な声で鳴く。

　そいつはヒノリカのそばに紅くれないの飛ひ沫まつをあげて浮かんでいた。まさかこんなところで再会するなんて……。僕は拳こぶしを強く握にぎりしめ、ごくんとつばを飲みこみ、すると不意にスーッと消毒薬の匂においがして、あの日の情景がよみがえる。ぬけるような青空と白い雲。スノウピーが退院した日に病院の屋上で出くわした──。

　あいつだった。

　ばかでかい火の玉みたいなやつ。あのときよりずっと凶きよう暴ぼうなあらわれかたをしている。短い腕が生えている。指に鋭い爪がある。巨大な口がサメみたいに笑っていた。

「そいつが……ベラ」

　──ヒノリカが使役できる特異ななにか。

「いわばボクの精神の本当のかたちだよ」

「精神？」

「まあ、ある種の守り神みたいなものでね。ベラは心のなかにいる。そしてボクにお告げをくれるんだ。うん。もののけはみんな退治したほうがいいけど、あの雲のもののけはとりわけよくないやつだって言ってるよ。強い邪悪な因子を持ってるから早めにくたばらせろってね。これはまちがいないことなんだ。いちど味見したからはっきりわかるのさ」



    

  
    
      「味見？」

　そういえば。

　たしかにフローンの前身である雲の切れ端はしをこいつは食べている。屋上で捕ほ食しよくしたときなにかを感じたということか。ということは……ヒノリカの言ってることは……？

「馬ば鹿かげてる！」

　ほんとに馬鹿げてる。そんなわけないっ。

　フローンはたしかにもののけで、つかみどころのない無邪気な女の子だ。でもいままでひとつも悪いことはしちゃいない。退治する必要なんかこれっぽっちもない。

「さっきはどさくさまぎれに逃にげられちゃったけどね。ふふふ。キミをおとりに使っておびきだす。今度は完全に完かん膚ぷなきまでに退治してやるんだよ」

「ヒノリカ」僕は心をこめて言う。「フローンは悪い子じゃないんだ」

「ふん」

「もののけにだっていろんなやつがいる。人間にだっていいひともいれば悪いひともいるだろ？　それと同じだよ。フローンはいい子なんだ。僕を信じてっ！」

「なに言ってるんだか」

　鼻で笑われた。

「キミの意見なんか聞いてないんだよ」

「ヒノリカ……！」

「言ったでしょ？　ボクはキミに道具になってほしいだけ。ボクが必要なのはキミじゃなくて、キミのなかにあるものなんだからね。それを一方的に使いたおしたいだけなの」

　視界がにじむ。

　嘲笑されてくやしいし、自分のことが本当に嫌いやになる。いつもこうなんだ。僕の気持ちはいつだってうまく伝わらない。ちょっと前まで友達だと思っていた後ろの席の女の子にさえ通じてくれない。大事なことはぜんぜんわかってもらえない……。

「ふふふ」

　ヒノリカが指をちょいと動かすと、火のかたまり──ベラという名の怪物が僕のほうへ飛んできた。僕の間近でぴたっと静止する。呼気が熱い。

「別に怪け我がをさせたいわけじゃないんだよ」

　怪物のうしろからヒノリカの声がする。

「キミだって爪でぐしゃっとやられるのは嫌でしょ？　頭をかじられるのは怖こわいよね？　だったらおとなしくボクのしもべになるって誓ちかえばいいの。そうすれば手て荒あらな真ま似ねはしないって約束するよ。キミは特別だもん。生きたオモチャとして丁てい寧ねいに使ったげる」

　こうなったら……。

　口で言っても伝わらないなら、と僕は拳を握りしめる。

　一発やって目を覚まさせるしかない。暴力は嫌だとか相手は強そうだとか言っていられないよ。これはフローンの命にかかわることなんだから。やるしかないんだ。

「いい加減にしろぉっ！」

　僕は右半身にひねりをくわえて、思いっきりベラを殴なぐりつける。

　ばしん。

「……ぐ？」

「キミもほんとにわからないやつだよね。失望だよ」

　僕のパンチはものの見事にベラに受け止められていた。炎ほのおがぱしゃんと赤い飛沫をあげて僕の拳をくるみこみ、熱いっ！　ぶすぶすと嫌な音を立てて手の甲こうが焼ける。

「うあああっ！」

「だから言ったのに」

　そのときだ。──突とつ然ぜんものすごい勢いで空からなにか落ちてきた。



　どうんっ！

　床ゆかに墜つい落らくしたそれが煙けむりをふんだんにまきちらす。いきなりなんなんだ？　もうもうとたちこめる煙というか雲。それが晴れたところには少女がいた。フローンだった。

「ほにーちゃんっ！」

「フローン？」

　いきなり手のひらをかざすと、フローンはそこから風をばうっと放出。ベラは俊しゆん敏びんにかわしてのける。が、それによって僕の拳は離はなされ、おかげで焼けただれずに済んだ。

　だけど。

「フローン、どうしてここに来たんだよっ？」

　危機感というものがまったくないフローンの表情。いつもと同じで無邪気そのものだ。僕は思わずつめよって叫さけぶ。ヒノリカはきみの命を狙ねらっているんだぞっ？

「ややー、でもでも、ほにーちゃんがあぶなそうだったしー」

　フローンは先ほど途と中ちゆうで帰ってしまったスノウピーのことが心配で、ずっと空から探していたという。フローンは空を飛べるのだ。ところがスノウピーは見つからず、代わりに屋上で痛めつけられる僕を発見。ジェット気流を呼びよせてあっという間に参上した。

「ふふ。こいつは都合がいいよ」

　ヒノリカが嬉き々きとした声で言う。

「もののけのほうから逆に来てくれるなんてね！」

「にゅふふぅ。ほにーちゃんをいじめたおまえはゆるさないにょ！」

「もののけがよく言うよ」

「へっへーん！」

「フローン、無理しちゃだめだったらっ！」

　でも僕の言葉をフローンは笑って受け流した。自分の胸をぽんと頼たのもしく叩たたいて、

「まーまー、ほにーちゃんはそこにいて。あたし、けっこうつよいんだよー。あのふとどきものをちょっとこらしめてくるにょ」

　はなれてないとまきこまれるよー。

　言うが早いか、フローンは帯状の雲をクルクルと体にまとわりつかせて、びゅんと上空に飛びあがった。ベラが火の粉をあげてそれを追う。──空中戦が始まった。



　自分で言っただけのことはある。フローンは強かった。ベラは彼女にダメージを与あたえられない。惑わく乱らん的な雲のなかを火の怪物がぎゅんぎゅんといたずらに飛びかうだけ。なんというか、まさに雲をつかむような状じよう況きようだった。

「にゅーふーふー！」

「にゃーはーはー！」

「にょーほーほー！」

　いま空中には大勢のフローンがいる。二十人はいるんじゃないだろうか？　彼女は空にのぼると同時にその特性を披ひ露ろう。体にまとった雲をぷちぷちと切り離し、それはあっという間にフローンと同じ姿に変わった。つまりは増えまくった。ベラはそのなかのひとりに狙いを定さだめて突とつ撃げきしていくのだけれど、ぼむんっ！　ふれた瞬しゆん間かんそのフローンは呆あつ気けなくほどけて雲うん散さん霧む消しよう。ひたすらそれの繰り返し。人数が減るとフローンはまた新たな変わり身を作り出すからきりがない。戦いは終わりなきモグラ叩きの様相を呈ていしていた。



「まずいな。このままじゃ消しよう耗もうするだけだよ。どうにかして本体を探さないと……」

　ヒノリカは腕うで組ぐみしながら空を見上げている。表情こそ険しいものの、いさましく仁に王おう立だちして、浮き足立った様子は微み塵じんもない。こういうことに慣れている雰ふん囲い気きだ。

　やがてヒノリカは不意に勢いづいた声を出す。そうだっ。

「ベラ、こっち！」

　ヒノリカは右手をかかげて上空に合図する。

「にせものをいくら攻せめたってきりがないよ。地上で決めるっ」

「ギ！」

　すると虚こ空くうのベラが大きく息を吸いこみ、ぷうんとふくれあがった。フローンが大きく目を見張る。──なにか嫌な予感がした。僕がごくんと喉のどを鳴らすと同時に爆ばく音おんがとどろく。ベラがばっくりと大口を開けて火か炎えんを吐はいたのだ。

　それはすさまじい勢いだった。滝たきみたいな火柱がうねりをあげて落ちてくる。僕めがけて一直線に。かわせない。

「ううぅああああっ？」

　嵐あらしが吹ふき荒あれた。赤と白とオレンジ色の光がまぶたの裏でちかちかと明めい滅めつする。

　だけど僕は生きていた。

「……え？」

　おそるおそる目を開けると目の前にフローンがいる。両手を組み合わせて、そこから白いパラソルに似たものを張りめぐらせていた。

「ばりあー」

　フローンは僕を振ふり返るとニコッとして、

「ふー。かんいっぱつだったにょ！」

　雲で盾たてみたいなものを作り、火柱から僕を守ってくれたらしい。

　ヒノリカが飛びかかってきたのはその直後のことだった。

「そうくると思ってたのさっ！」

　あっという間のできごとだった。ヒノリカはドーベルマンも顔負けの勢いでフローンにつかみかかる。なんてこった。いまのは地上におびきよせるための作戦だったのだ。だがフローンは雲のバリアを放り捨てると、その魂こん胆たんを嘲あざ笑わらうみたいにひょいっとヒノリカを投げ飛ばす。ヒノリカの体は軽々と宙に浮かび、髪かみがふわっとひろがった。空中でさかさまになったヒノリカの顔。なぜかわからず笑って──。

　笑って？

　振り返れば、上空にいたはずのベラがすぐそばまで迫せまってきていた。速い！　人食いザメが突撃するみたいにこちらも薄うすく笑いながら。

「フローン！　あぶないっ」

　叫んだときにはもう遅おそかった。

　振りおろされるベラの爪。どしゅんっ。



「もののけ、退治したり！」

　ヒノリカはゆっくり起きあがると腕組みした。

「ボクとベラはふたりでひとつなんだよ。そこを甘く見たのが敗因だよね。ふふふ。本体さえわかっちゃえば、こっちはふたりがかりで仕留めにいけるのさ！」

　僕は絶句して立ち尽つくしている。うなじの毛が逆立ち、吸った息が吐き出せないまま。

　なんなんだよ。

　いったいなんなんだ。

　悪夢を見ているときのようにこれは本当のことじゃないと心が叫んでる。でも目は覚めない。どうしてだ。なぜなんだ。

　フローンの体は肩かたのあたりから、ざっくりななめに裂さけていた。

　ふわふわと浮かんだ右半身が、切り離された左半身を不思議そうな目で見ている。

「ふ……？」

　フローンは言った。

「ふぎゃおおおおおおおおーっ」

　ぼんぼんぼんっと音を立てて空中の変わり身たちが消しよう滅めつ。地上では裂けた本体がとりわけ大きな音を立てて爆ばく発はつした。そこからぱあんっと白い粒りゆう子しがたくさん飛び散る。粒子たちはしばらくジグザグ、虚空をでたらめに飛びかっていた。聞き取れないくらい小さな声がする。やられた、やられたよ、やられたみたい、なんでなんで、くやしいにょ──。

　やがて粒子たちは不意にぴたりとその動きを止めた。

　声をそろえていっせいに、

「ばいばいにょ」

　あとのことはあっという間だった。サアアアアアッと溶とけるように夕暮れの空に吸いこまれていく粒子たち。僕は声が出せなかった。足にも力が入らなかった。がくんと床に両りよう膝ひざをつき、呆ぼう然ぜんとその光景を眺ながめていることしかできなかった。



    

  
    
      　スノウピー、憤慨する
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　冷たい体をひきずるようにして、いま僕は夕暮れの街をさまよっている。

　横断歩道、ちらちら明滅する信号機、路ろ肩かたに停まった軽自動車。知ったはずの町並みはどこもかしこもちがう場所に見える。こんなところで僕はなにをしているんだろう？　スノウピーを探している、と僕はうめくように言う。

　僕はスノウピーを探しているんだ。



　僕は歩きながら何度も頭を振り、これは現実だと自分に言い聞かせた。すべては実際に起きたこと。それはわかっているのだけれど、でもなにか悪い夢みたいで、ほんとのことじゃないみたいに思えて、信じられないし信じたくもない。いろんなことが立て続けに起きすぎている。屋上に呼び出され、友達だと思っていたヒノリカに裏切られて、フローンが引き裂かれて死んじゃって……。

　そのあと、と僕は思う。

　そのあと僕はヒノリカにひどいことをされたのだ。



　あのとき、フローンが消滅したのを見届けるとヒノリカは言った。

「どうだい？」

　微笑ほほえんで。

「これでボクのしもべになる気になったかな？」

　僕は半ばわけがわからなくなりながらヒノリカに言いつのった。ふざけるのもいい加減にしろ。いますぐフローンを呼びもどせ。生き返らせてここにつれてきてくれ。

「そんなことできるわけないじゃない」

　ヒノリカは軽く肩をすくめる。

「それよりむしろ感謝してもらいたいよね。ボクはキミにとりついていた悪いもののけを退治してあげたんだから。要するにこれは病気の治ち療りようと同じだよ。そのときは苦いクスリでも、あとになれば飲んで良かったと気づくんだ」

　かっと頭に血がのぼった。

　僕はヒノリカにつかみかかり、その細く憎にくらしい肩をゆさぶってやろうとした。首の骨がおかしくなるまでゆさぶってやりたい──。でも次の瞬間すさまじい衝しよう撃げき。体が宙に浮いていた。なにが起こったのかわからなかった。が、どうやら横から突つっこんできたベラに体当たりされたらしい。吹ふっ飛とばされた僕は屋上のフェンスに強きよう烈れつにぶちあたる。息がつまり、全身が激しくしびれ、体がバラバラになってしまったかと思った。

　でも生きていた。

　床ゆかにあおむけに倒たおれて、指一本ぴくりとも動かせないけれど。

　そんな僕のそばに余よ裕ゆう綽しやく々しやくの足どりで近づいてくるヒノリカ。彼女はわざわざ僕の体を大きくまたいで、見くだすような瞳ひとみをむけながら、

「言ってもわからないならしょーがないよね。キミにはおしおきが必要みたいだよ」

　僕はなにも怖こわくないと言おうとした。やばいことには慣れている。ヒノリカほどじゃないにしても修しゆ羅ら場ばだってくぐってきている。なにをされたって負けない。

　まちがいだった。

「ふふふ。あの雪のもののけをちょっぴり痛めつけてあげる」

　全身がすっと冷えた。

「さっきの雲のもののけとちがって、雪のもののけからは邪じや気きを感じなかった。知能も高そうだったし、普ふ通つうに学校生活とか送っちゃってたしね。変わってる……。でもまあ、ああいうのはたまにいるんだ。たぶんこのままほっといても害はないんだろう。だけどね、ふふふ。もののけはもののけにちがいないのさ。キミがあくまでもボクへの協力を拒こばむっていうなら、あいつをちょっと痛めつけることにする！」

　僕の心臓は悲鳴をあげ、バラバラに砕くだけてしまいそうになる。

　それだけはやめてほしい。頼たのむからそれだけは……。こないだ退院したばかりのスノウピー。せっかく、せっかく、奇き跡せき的に目覚めることができたのに。

「あの雪のもののけ、キミの家に住んでるでしょ？　ということは、それなりに情があるってことだ。ふふふ。キミ自身を痛めつけるより、そっちのほうがよっぽど効果がありそうだよ。そもそもね、もののけっていうのはこの世にいないのがいちばん自然なんだ」

　やめろと叫さけぼうとしたが声が出なかった。全身しびれて手も足も感覚がなく、かろうじて動くのは眼球くらい。僕は全身全ぜん霊れいをこめてヒノリカの瞳を見つめた。

　──お願いだから。頼むからよしてくれ。僕の気持ち、伝わってくれ──。

「ふふふ」

　ヒノリカはゆっくりかぶりを振った。哀あわれむように。

「残念ながら、ボクは性格がいいのさ」

　行くよベラ、雪のもののけのところに！

　ひゅんと身をひるがえす。ヒノリカは火の玉をしたがえ、あっという間に屋上を去っていった。僕は強く目を閉じた。ほんとはその場で声をあげて泣いてしまいたかった。



　でも泣いている場合じゃないから。

「スノウピー、どこにいるんだ……？」

　そのとおり。泣いてなんかいられない。そんなことしていられるか。だから僕は黄昏たそがれの街をがむしゃらに歩きまわっている。

　頭のなかはぐちゃぐちゃで混乱のきわみ。でもいまはとにかくスノウピーを見つけなくては。なんとかしてヒノリカよりも先に見つけ出すんだ。ヒノリカもスノウピーがどこにいるかはわからないはず。そう考える根こん拠きよはある。だって僕がわからない。

　動けるようになるまで屋上でだいぶ時間をロスしてしまったけれど、家に電話をかけたらスノウピーはいなかった。家でＴＶを見ていないとき、スノウピーはあちこちぶらついていろんなものを観察している。さすがのヒノリカもそれは知らないだろう。

　だけど本当にどこ行ったんだ、スノウピー……。

　ひたすら歩きまわる。距きよ離りにして、すでに二駅ぶんくらいはゆうに歩いている。

　　　　２




　可か香が谷やさんを見かけたのは国道沿いのハンバーガーショップの前を通ったときだった。

　彼女は一階の窓際の席にいた。ガラスごしに店内をのぞいていく趣しゆ味みはないけれど、暗やみに浮かぶ赤と青の看板が目をひいて、何気なく顔をむけたら目に入ってしまった。

　すごくびっくりする。

「な……？」

　可香谷さんはじゅりん君といっしょだった。

　ハンバーガーを食べながら、ふたりは仲良くおしゃべりしている。じゅりん君が身み振ぶり手振りをまじえて一生懸けん命めいなにかを語り、可香谷さんはこくこくとうなずきながら真しん剣けんに聞いていた。どうでもいい世間話をしてる感じじゃなかった。ふたりとも会話に熱中している。可香谷さんの長い髪が時おり前にサラリと流れるのだけれど、少しめんどくさそうな手つきで軽くかきあげる。その仕草は可香谷さんが話に集中してるときによく見せるものだ。学校ではクールですました優等生としてふるまっている可香谷さん。普段のかりそめの態度とはぜんぜんちがう。とても熱が入っている。なんというか、可香谷さんが僕以外の男子とこんなに親しそうにしているところを初めて見た。

　僕はよろける。

　よろけた先でまたよろけて、ころびそうになる。

「か、可香谷さん……」

　声がすごくかすれていた。

　なんだっていうんだ、と僕は思う。どうして僕はこんなにも動どう揺ようしてるんだろう？

　わからなかった。

　わからないが、なんだかもう普通じゃない。いろんなことが連続しすぎて、いまの僕は感情をコントロールできなくなっている。胸がじわじわ暗い気持ちで満たされていき、目の奥がツンとなる。僕は足早にその場を去ろうとした。可香谷さんとじゅりん君がいっしょにいた……。でもいまはそんな場合じゃないだろう。僕は一刻も早くスノウピーを見つけなくちゃならないんだぞ。

　でも体がいうこときかない。

　僕はそこから動けない。

　明るい光のなかで話しこむふたりをじっと見てしまう。あんなに熱心になにを話してるんだろう？　店内はあたたかそうだ。そして外はすごく寒い。ずっと先送りにしちゃっていたけれど、やっぱりじゅりん君は可香谷さんのことが好きだったんだろうか。そして可香谷さんもまんざらじゃないんだろうか……。

　ああもう、本当にどうしたっていうんだ？

　そんな場合じゃないだろうに。

　僕は泣きたいような叫びたいような気持ちになる。わからないんだ。ほんとにいまの僕にはいろんなことがよくわからない。どうしてこんなときにこんなものを見なくちゃいけないのか、そんなことすら理解できないんだ。冬の寒い暗がりでマッチ売りの少女のように途と方ほうに暮れる。

　いや、と僕は思う。いやいやいや！

　途方に暮れてどうする。いまはそういうときじゃないって言っているだろ。

「スノウピーを探すんだ」僕は声に出して言った。

　とにかくそれが最優先事じ項こう。だって命にかかわることなんだから。踏ふんだり蹴けったりとか考えてる場合じゃないんだ。こめかみを拳こぶしで叩たたきながら、スノウピーを探すんだ、と僕は何度も大きな声で言う。通行人がかわいそうなひとを見る目をして僕をよけていく。



　しばらく街のいたるところをがむしゃらに歩きまわった。



　たぶん、と僕は少しだけ冷静になった頭で考える。

　たぶんこれは当然の結果なんだろう。

　悲しいけれど、いまは素直にそんなふうに思えた。

　だって最近の僕は可香谷さんのことを少しなおざりにしていたから。わざとしたことじゃないけれど、いろんなできごとに翻ほん弄ろうされてちゃんと考えてあげる余裕がなかった。だからきっと天てん罰ばつがくだったにちがいない。

　僕はうつむいたまま夜の街を歩き続ける。

　可香谷さんは文学少女で、いろんな小説を読んだり書いたりするのが好きなひと。僕にはそれに協力する義務があった。だけど僕はそれをないがしろにしてしまった。フローンやヒノリカのことにばかり気をとられていたから。

　最近は可香谷さんの小説バナシにほとんどつきあえていない。新しいのを書いていると言っていたのに。思い返せば、すごく読んでほしそうにしていたのに。

　本当にここ最近、まったく可香谷さんの小説を読んでいなかった。僕は彼女の本来の目的とか気持ちとか、本質的なことをぜんぶ脇わきにうっちゃってしまっていたんだな……。

　僕は自分が恥はずかしい。ほんとにほんとに情けない。

　ああ、もう！

　こんなんじゃ愛想をつかされたってしょうがないんじゃないのか？

　うん。僕は顔をおおう。きっとそう。

　今日だって可香谷さんは僕を心配して何度も話しかけてくれたのに……。

　それなのにどうだ？　僕はひたすら「なんでもない」の一点張り。いくら途と中ちゆうで帰っちゃったスノウピーが心配だったからってあれはないだろう。むくいを受けるのは当然だ。じゅりん君のほうがずっといい。そんなふうに思われても仕方ないんだ……。



「いてっ」

　前方不注意。うつむいて歩いていたせいで誰だれかにぶつかってしまう。

「どこ見て歩いてやがる」

　野太い男の声が降ってきた。

　ああ、ああ、なんだろう。

　厄やつ介かいごと続きの今日だけれど、ほんとに終わりがないみたいだ。ぶつかった相手は滅め茶ちや苦く茶ちやでっかい。僕は捨てばちな気分で暗い地面を見ながら言う。すみませんっ……。でも間かん髪はつ入れずに言い返される。おいおい、そいつはひとに謝る態度じゃねえだろうよ。

　言われなくてもわかっているさ。わかってるなら最初からやればいいんだ、と自己嫌けん悪おしながら顔をあげる。

　目に入ったのはひろい肩かた幅はばとぶあつい胸板。とんでもなく体格のいい男だった。

「おまえ、こんなところでなにしてやがるんだ？」

「あ」

　ていうか、兄ちゃんだった。

　　　　３




　兄ちゃんは僕の顔をじろじろねめまわすと、ひとさし指でぽりっとあごを掻かいた。

「ふうむ。なんだか血管にアンチョビソースでも注射されたような顔してやがるな」

「アンチョビソース？」僕は思わずうろたえる。なんだってここでアンチョビソースが出てくるんだ。いったいどういうたとえなんだ？

「ずいぶんと塩味がきいている」

「えっと……」

　つまりはしょっぱいやつだって言いたいんだろうか？

　だとしたら弁解しようがない。僕はため息をつき、ごしごし目をこすった。

「冗じよう談だんはさておき」なんだ冗談だったのか。「どういう理由があるのかは知らんが、こんな時間に盛り場をうろつくのは感心できねえな。ぶつかったのが俺じゃなかったら面めん倒どうなことになっていたぜ。健全な高校生なら家でおねんねしてる時間だ」

　僕は思わず腕時計に目をやる。「まだ七時だけど」

「おう、まだそんな時間か」

　こけそうになった。

「兄ちゃん、こういうときに……」

「ふっ。いいじゃねえか。笑っておけよ」

　兄ちゃんは不敵に微笑ほほえむ。

「こういうときだろうが、どういうときだろうが、それくらいの冗談は受け入れる余裕がねえとよ。頭が柔じゆう軟なんに働かないぜ？　なにを必死にがんばってるのかはわからんが、あんまり気張りすぎたって物事うまくいかねえものさ。視野がこぉぉぉぉぉんなふうになっちまうからな」

　兄ちゃんは顔の左右に手をやり、角度をせばめながら前にスライドさせる。それで僕もはっとした。一見たらたらと軽口を叩いていた兄ちゃん。切羽つまった雰ふん囲い気きの僕を見て婉えん曲きよく的てきに頭を冷やせと言っていたのか。

　わかりにくいひとだな……。

　でもありがたかった。

　胸の奥まで冷たい空気を吸いこむ。

　すううううっ。はああああっ。目の前がにわかに明るくなる。

　そこは自宅の最寄り駅から少し離はなれた場所にある繁はん華か街がいだった。

　けばけばしい電でん飾しよく看板、クリスマスのイルミネーション。学校からこんなところまで徒歩で来ちゃったのか。深呼吸を繰くり返す。どんどん頭がすっきりしてくる。

　うん。

　可香谷さんのこともじゅりん君のこともいまはいい。とにかくスノウピーを探すんだ。そしてスノウピーはこんな時間にこんな場所を徘はい徊かいしない。可能性がゼロとは言えないけれど、基本的にスノウピーは自然のものが好きだから。探すならもっと適した場所があるだろう。というか、最初からそういうところを優先的に探すべきだった。

「ん」

　頭にイメージがわいてくる。ゆっくりと。シャボン玉みたいにどこまでもそれがふくらんでくる。僕はスノウピーがいそうな場所を感じ取ることができる。

　よしっ。

　僕は言葉にならない衝しよう動どうにまかせて走り出した。

　が、すぐに呼び止められた。

「待ちな、弟よ！」

　あ、忘れてた。

　僕はあわてて振り返る。「兄ちゃん、僕いま急いでてっ」

「見りゃわかる。男にはそういうときがあるからな。事情はあとでゆっくり聞くが」

　こいつはちょっとした忠告だ、と兄ちゃんは言う。

「忠告？」

「ああ。世の中にはとにかくいろいろあるもんだ。たまには面倒くせえことだってあるだろうよ。だがな、迷ったときはとりあえずドカッといけ！」

　僕は目をしばたたく。

「……ド、ドカッと？」

「小細工しないでまっすぐ行けってこった」兄ちゃんは口端をあげた。「何事もやらねえよりはやったほうがいいし、まちがっていても謝ればそれで済む。わからんものはわからんって言っちまえばいいし、技術を駆く使しするよりごり押しするほうが早い。世界はそういうふうになってんだよ。迷ったときはまっすぐドカッとやれ。ドカッとな！」

「わ、わかったよ……」

　僕はうなずく。たぶん気のきいたアドバイスなんだと思う。

　兄ちゃんは片手をさっと振ふり、どこかへ行ってしまった。

　　　　４




　それから僕はすぐにスノウピーを見つけた。なにかに導かれているような感覚があったのだ。繁華街をはずれて長い橋を渡わたるとあたりは急に静かになる。川ぞいの遊歩道を下流にむけて走っていくと、ほどなくスノウピーに出くわした。

「スノウピー！」

　しおれたリボンがぴくっと首をもたげる。

　スノウピーは橋の下の暗がりでストーブにあたっていた。だいだい色の熱源に両手のひらをかざして背中をまるめている。ピュアな心を傷つけられた不良少年のように。

　でもよかった。なにはともあれ生きていてくれて。

　僕は安あん堵どのあまりへなへなになった足で彼女のもとへ駆かけよっていった。



    

  
    
      

「スノウピー、だいじょうぶだったかい？」

「へいき」

「ん」

「……すごくへいき」

　スノウピーはくちびるを噛かみしめ、眉み間けんに深いしわをよせている。さすがの僕でも虚きよ勢せいだとわかった。ストーブのそばにはブレザーの上着がひろげてあり、よく見ると着ているシャツは湿しめっている。

「なにがあったんだ？」

　スノウピーは口をＭの字につぐんだまま答えない。

　あたりを見まわすと、ストーブから少し離れたところに見知らぬおじさんがいる。ここに住んでるひとだろうか。汚よごれた服を着ているものの、どこか達観したような超ちよう然ぜんとした顔つき。いったいなにがあったんですか、と僕はおじさんに聞いてみた。

「どうも川に落とされたらしくてなぁ」

「川に落とされた？」

　らしいっていったい。

「くわしいことはなぁんにも言わんのだ。ちょっと前にトボトボ歩いてきて、それからずっと火にあたっとる。わしにはよくわからんが、いじめられたりしたんじゃないか」

　顔が良くて愛想がない子はそういう目に遭あうもんだからなぁ、と彼は言った。

「なるほど」

　僕は拳こぶしを握にぎりしめる。──ヒノリカがやったことにちがいない。

「ん。まぁ友達だったら、あとのことは自分で聞いたらいい」

　おじさんは僕とスノウピーを残して、青いテントのなかに引っこんだ。



　僕はスノウピーのそばに腰こしをおろすとストーブにそっと手をかざした。おんぼろの小さなストーブなのにびっくりするほどあたたかい。スノウピーはじろっと僕を一いち瞥べつしたけれどなにも言わなかった。僕たちはしばらく無言でストーブにあたっていた。



「ねえスノウピー」

「なに」

「ヒノリカにやられたんだろ？」

　むすっと沈ちん黙もくしている負まけず嫌ぎらいのスノウピー。きっとくやしいのだ。

「でも生きていてよかった」

　心の底からそう思う。だってフローンはヒノリカのせいで……。

　僕は屋上でのできごとをスノウピーに話してきかせた。ヒノリカの本性とその目的。ベラという炎ほのおの怪かい物ぶつを使役できること。フローンが殺されてしまったこと……。自分でも消化しきれていない苦しいことだったから、ぜんぶ言うのにすごく時間がかかった。でもスノウピーはじっとそれに耳を傾かたむけてくれた。

　やがて彼女はぼそりと言った。そんなに悲しむことないわ。

「あの子はたぶん死んでない」

「え？」

「あの子は死ににくい性質だもの」

　僕は目をしばたたく。

　どういうことだろう？　死ににくい性質。いや、そんなふうに言われても現にフローンは僕の目の前で消しよう滅めつしてしまったわけで……。あるいはなぐさめてくれているんだろうか？　眉まゆ根ねをよせて考えていると、スノウピーは淡たん々たんとした口調で説明してくれた。

「あの子はわたしたちと体の仕組みがちがうの。人間の姿をしているけれど、それは見た目だけ。実体はもっと超ちよう越えつしたものよ。もちろん損なわれたら状態は変わるわ。でもそれは不変のものじゃないの。いつかよみがえるの」

「えっと」

「つまり自然現象に近いの」

「自然現象」

「ええ、水蒸気を思い浮うかべて。そうするとわかりやすいの。いつもはふわふわしているけれど冷やされると水に戻もどるでしょう。窓ガラスに水すい滴てきがつくの。そんなふうにフローンの状態はいろいろ変わるわ。でも基本的には死なないの。消えちゃったように見えても雨とか雲は絶対なくならないの」

「そういう意味なのか」

「たぶん何年か経てば、エネルギーをたくわえて戻ってくる」

　たしかにフローンは大量の粒りゆう子しになって天に昇のぼっていった。あれはヒノリカにやられたダメージで、ひとの姿を保つエネルギーがなくなったと解かい釈しやくすればいいらしい。

　ほんの少し、気分が楽になる。

　僕はゆっくり息を吐はいてつぶやく。

「雨とか雲」

　うん。

　そんなふうにフローンがいつか戻ってくるのなら、また会えたときには可能な限り甘やかしてあげたい。なんでも言うことをきいてあげたい。ひとにロリコンだと言われたってかまうもんか。むしろ自分は超ちようのつくロリコンだって宣言してやる──。



「だけど」

　不意にスノウピーが冷たい声を出した。僕は思わず背すじをのばす。

「許せないの」

「……スノウピー？」

　わたしの妹をそんな目にあわせるなんて、と彼女はストーブの火を見ながらぶつぶつとつぶやく。許せない。許せないの。今度はちゃんと、もういちど……。

「ねえ」

「なんだい」

「わたし、さっきは負けたの」

「え？」

　スノウピーはこちらをむかずにストーブを見つめながら言った。

「どうしてかは知らないけれど、あのひと……ヒノリカはいきなり攻こう撃げきをしてきたの。人間はおろかな生き物だけど、あのひとは特別おろかね。川辺の生き物を観察していたら問答無用で戦いをしかけてきた。わたしは言うなれば戦争をしかけられたの。そういうときは迎げい撃げきしないといけないわ。わたしはちゃんと戦わなくちゃいけなかったの」

「う、うん」

　でもちゃんと戦えなかった、とスノウピーはくちびるを噛んで言う。

「心がまえができてなかったの。頭がぐるぐるしていて……。そのときわたし、胸がすごくもやもやしていたわ。だからその隙すきを突つかれて先制攻撃をもらっちゃったの」

　僕は胸がしめつけられるような気持ちでその言葉を聞く。

「おっきい火柱。ふくれあがった火の怪物が口からびゅうって吐き出したの。すごくびっくりした。わたし、その攻撃でがつんとやられちゃって」

　僕は思わず身を乗り出し、

「だ、だいじょうぶだったのかっ？」

「へいきよ」

　スノウピーは白い手でそっと肩かた口ぐちを押さえる。

「まだ少しズキズキするけれど、いちおう氷の盾たてで防いだもの」

「氷の盾？」

「新しい技」

　スノウピーは肩口をゆっくりさすっている。僕は強く歯は噛がみした。そしてヒノリカのことをあらためて許せないと思った。

「痛むんだね？　帰って手当てしないと……」

「だいじょうぶ。ほんの少し痛むだけ」

　スノウピーはじっと肩を押さえている。

「完ぺきに防ぎ切るつもりだったけれど、いつもみたいな力が出せなかったの。攻撃の勢いが思った以上にすごくって、盾ごとがつんと押されちゃった。それでわたしクラッときちゃったの。川にざぶんって落っこちて」

　おかげでずぶ濡ぬれよ。

「なんだか嫌いやになったから、水みず飛沫しぶきにまぎれてその場を去っちゃったの」

「…………」

　僕のせいだ。

　スノウピーが負けたのは僕のせいだと思った。

　頭がぐるぐる、胸がもやもやしていたスノウピー。だからいつもの力を発揮できなかった。原因は言わずもがなだろう。僕が学校で怒らせてしまったから。スノウピーの気持ちを僕がちゃんと理解して、機き嫌げんを損ねずに正しくふるまえていたら、きっといつもの実力を出せていたにちがいない。そしてヒノリカにも負けることはなかったのだ。

　ほんとに僕はどうしてこうなのかな、と悲しい気持ちで考える。そんなつもりはぜんぜんないのに誰だれかを傷つけてばかりいる……。

「そういえば」

　スノウピーはここでようやく僕のほうをむいた。

「あなた、最近よくやるあれをやらないの？」

　なんのことかわからなかった。

「あれって？」

「あれよ。あの変なやつ」

　ほんとになんのことかわからない。スノウピーは澄すんだまなざしで首を傾かしげる。

「わたしが好きじゃないあのふるまい。こういうときこそやりそうに思ったのに」

「だからなんのことなんだい？」

「いいよいいよ。負けたっていいんだよ」

　スノウピーは僕の口調を真ま似ねてそんなふうに言った。

「…………」

　うあああああ。

　顔が熱くなる。わっと叫さけんで逃にげ出したい。意地悪とか皮肉じゃないところが逆にこたえた。それは彼女らしい好こう奇き心しんから発されたほんとに純じゆん粋すいな質問だった。きよらかに透すき通る瞳ひとみをしながら、いいよいいよとスノウピーは抑よく揚ようのない声で繰くり返した。

「ねえ、いつもみたいにやらないの？」

　僕はしばらくうなだれていた。それからゆっくりかぶりを振ふる。もうやらない、と僕は言う。だって僕はなにをやっても──。

「スノウピー、あれは別に変なふるまいをしてたわけじゃないよ。僕はなんていうか、ひとに好かれたかった。ただみんなとうまくやりたかっただけなんだ」

「うまくやりたかった？」

「そう」

　僕はあの事件で反省して、いままでの自分を変えようと思った。みんなともっと上手にやっていきたくて、なんでも受け入れて、うんうんと調子を合わせていた。僕は成長し、それは一見成功していたように見えた。

　だけど。

　僕は袖そでで目をこする。そうじゃなかったんだ……。

　結局はなにをやっても無理なんだ。僕は根本的にほかの人間とちがってるから。心の中ちゆう枢すうが凍こおりついていて、それは解かい凍とう不能。だからなにをどうがんばってもうまくやれない。ヒノリカには裏切られるし、可香谷さんにも愛想をつかされるし、そんなつもりのなかったスノウピーだって傷つけてしまう。

　たぶん慣れないことをしたのがそもそものまちがいだったんだろう。

「いいんだ。ごめん、僕はもう……」

　一生ひとりで孤こ独どくに生きていくしかないんだ──。

　ところが不意にスノウピーの頬ほおがぷうっとふくらんだ。

　どうしたんだろう？　なんだかわからないが、スノウピーの頬が風船みたいにむくむくふくらんでいる。白い風船、ぷくうううっ。それが徐じよ々じよにピンク色を帯びてきた。やがてふっくらした風船はほとんど赤に近い色に染まり、彼女はすっくと立ちあがった。

「ぷきっ」

　怒ったウサギの鳴き声みたいな音がする。……ぷき？

「ぷきっ！　ぷきっ！　ぷききっ」

　その音をつむいでいるのはスノウピーのサクランボ色のくちびるだ。彼女はどこまでも真しん剣けんな顔をしながら、その場でちょこちょこ地じ団だん駄だを踏ふむ。頭のリボンをぴーんと直立させて、左右の拳を交こう互ごにぶんぶん振りまくって──。

　な、なんだなんだーっ？

「あなたって、ほんとにおろかね！」

「うわっ？」

　突とつ然ぜんすごい勢いで顔を突き出してくるスノウピー。

「い、いい、いったいどうしたっていうんだよっ？」

「わたし、憤ふん慨がいしているのっ」

　さっきのは怒いかりが最高潮に達したしるしよ、とスノウピーは鋭するどく言う。あのおどりを踊おどることによって、わたしは冷静な頭のはたらきを取り戻すのっ！

「冷静になってないと思うんだけど……」

「おだまりなさい」

　僕は口をつぐむ。思わず正座までしてしまった。

「ようやく腑ふに落ちたわ。ずうっと観察していたけど、どうしても分ぶん析せきし切れなかったの。あなたはみんなと仲良くやろうとしていたのね？　だからあんなふうにいいよいいよ言って、ひとを侮あなどったふるまいをしていたのね？」

「侮ってなんかない！」僕はびっくりして言う。仲良くやろうとしてたって自分でもいま言ったばかりじゃないか。



    

  
    
      「侮っているでしょう」

　だってあなたは生き物の尊厳を軽んじてるんだもの、とスノウピーは言う。それじゃテントウムシさんだってあなたのこと軽けい蔑べつするわ！

「スノウピー」

「だまってお聞きなさい。生き物と生き物っていうのは本来わかりあえないの。だってちがう命なんだもの。はじまりの場所がちがっているから、最初はわかりあえない。それは当然のことなの。そういうのはどうしようもないわ。自然界の法則だから仕方がないの」

　だけど、とスノウピーは言う。

「そういうふうになってるからこそ観察したり、実験したりしなきゃいけないの。自分の目と体でいろんなことをたしかめていかないと。そういうことをいっぱいやって、ようやくわたしたちは理解しあえるの。やるなら本気でやらないと、がんばって生きている美しい生き物たちに失礼でしょう！　あなたは命を軽く見ているの。虫さんだって怒るわっ。ほんとの心でむかっていかないと相手はほんとの心を見せてくれないの」

　スノウピーは気高い迫はく力りよくでまくしたてる。

　なあなあの態度じゃ失礼よ。

　それじゃキラキラしたものをつかむことができないの。

「わたしはほんとのものが好き。それは賢かしこいし、美しいし、とてもキラキラしているの。そういうものにふれると気持ちがいいの。それはすごく尊いものなの」

「…………」

「だからわたし、もういちどあのひとと戦うわ」

「えっ、スノウピー？」

　僕はとまどい、スノウピーを見上げる。戦うっていったい……？

「さっきはもやもやして途と中ちゆうで逃げちゃったけれど、あれはよくなかったの。宣戦布告されたんだからきちんと戦うわ。そして今度はぜったい勝つの。わたし、ヒノリカには負けない。真正面からぶつかって、あのひとにわたしの強さを教えてあげるわ。そうすればわたしもヒノリカの心を少しは理解できるかもしれないし」

　ああ、と僕は思う。

　冬の夜、あたりはすごく暗いのに目の前の女の子がまぶしくて目を細める。どうしてこんなに──。それはたぶん彼女の精神がきらめいているから。銀の世界キラキラ、そこで生まれた存在はみんな彼女みたいに清い魂たましいを持っているんだろうか？　きみは雪の天使なのか？　僕はなんだかたまらなくなる。自分が未み熟じゆくなやつに思えてしまって。こんなにまちがってばかりの僕をスノウピーはどうしていつも助けてくれるんだろう。

「怒られたからってすねたりしないことよ」

　ツンとすました顔で言う。

「だってわたしはあなただから怒ったんだもの。知的で冷静なわたしは滅めつ多たなことで怒らないわ。あなたのことを大事に感じているからこそお説教したの。きれいな心を持つひとがまちがったほうに進んでいくのを見るのは嫌なことだもの。これは一種の愛なの」

「え」

　予想もしない言葉にびっくりする。

　思わず大きな声が出た。

「愛っ？」

　それは夜の川辺にただよう冷え切った空気を恥はずかしくふるわせていった。

　しまった──。

　なんだってこんなに大きな声が出ちゃうんだ、と僕は赤くなりながら考えた。まるで自分の声じゃないみたいによく響ひびいた。僕ってなんなんだ。空気の読めないやつ。やたらと大きな声出して恥ずかしすぎるぞ、ほんとにもう。

　でもしょうがない。だって愛……。

　気になる相手の口からそういう言葉が出るとたいていの男子は突とつ発ぱつ的に反応しちゃうものだ。愛してる愛してないの愛とはちがうと頭ではわかっていても、それはくしゃみとか欠伸あくびみたいに押しとどめられないものなんだ。

　僕の過か剰じよう反応にぎょっとしたようにスノウピーは顔をこわばらせている。

「……かんちがいしないでくれる」

　いつも抑揚のない彼女の声がめずらしく変だった。トーンが安定していない。

「そういう意味じゃないの」

「わ、わわ、わかってる」

「わたし、そういう意味で言ったんじゃないの。そういう意味じゃないの」

　僕はがくがく首を上下させつつ、「それはじゅうぶんわかってるっ」

「わ、わかってるのにどうしてさっきみたいな反応するの。理り屈くつにあわない」

　スノウピーは頬をかすかに赤くしながら、

「いい？　わたしは昆こん虫ちゆうにも動物にもそういう気持ちを感じているの。わたしはいろんな生き物が好きなの。カタツムリもアリさんも、命はみんな愛いとしくて良いものなの。良いものを大事にあつかうのは当然のことでしょう？　理屈でしょう？　いけないわけっ？」

「いけないなんて言ってない！」

「でもあなた、いま変な誤解した」

「し、してないっ。変なことは考えてないよっ」

「あなたって、やっぱりおろかね！」

　結局のところ僕はひとを怒らせずにいられないのかもしれない。ひゅんっ。ヒノリカが降ってきたのは僕たちがそんな気まずい口論をしていたときだった。
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「ようやく見つけたよ、雪のもののけくんっ」

　まさかこんなところまで逃げていたとはね！

　ヒノリカは言いながらゆっくり立ちあがり、夜風に髪かみがゆらめく。かたわらには燃えさかる炎ほのおの怪かい物ぶつベラが凶きよう暴ぼうな笑えみをたたえて浮うかんでいる。

　ヒノリカは橋の上からいきなり降ってきたのだ。流星のようになんの前ぶれもなく、またたくより速く。なんてことだ、と僕は思う。いまの僕たちの口論がきっと耳に届いてしまったにちがいない。油断していた。あまりに突然のヒノリカの襲しゆう来らいに僕は半ばパニくっていたけれど、スノウピーはいつものように冷静に指し摘てきする。

「わたしはもののけじゃないわ。スノウピーよ」

　そしてすぐさま行動に出た。

　逃にげて。

　短くそう言い、スノウピーは両手でどんっと僕を突つき飛ばす。うぐっ？　不意をつかれて水際まで続く斜しや面めんを後ろむきにゴロゴロと転げおちた。

「スノウピーくん。戦いの途中でいなくなっちゃうなんてキミはお行ぎよう儀ぎが悪いよね。ずっと探していたんだよ？　ふふ、あれじゃ準備運動にもなりゃしない。ボクはキミのことをもっと痛めつけて、そこにいる誰だれかさんへのみせしめにしてあげたいんだ」

　つううう……。

　僕は痛む頭を振ふって起きあがる。斜面の上に目をやると、スノウピーはいつの間にかポジションを変へん更こう。ヒノリカと僕の対角線上にいた。華きや奢しやな背中はなにも語らないけれど、スノウピーはいつだって僕をかばってくれる。

「今度は逃げないわ」

「へえ」

「あなたのこと、いっぱい叩たたきのめしてあげるの」

「キミにそれができるのかい？」

　ヒノリカは不敵に腕うで組ぐみしている。ベラがギギギと奇き怪かいな声をあげる。もののけ退治者と炎の怪物はふたりがかりでスノウピーを威い嚇かくする。

　やがてベラがだしぬけに息を吸いこみ、ぷうんとふくれあがった。

　まずい──。

　心臓がドクン。時間がぐうんと引きのばされる。

　まずい、あの攻こう撃げきがくる、あの火柱を吐はくつもりだ。普ふ通つうの人間がまともに浴びればひとたまりもない、とんでもない威い力りよくの火か炎えん。それは本当におそろしいものなのだ。

　だけど、と僕は思う。

　僕はスノウピーを守りたい。普段は自分の気持ちもよくわからない僕だけれど、いま感じているこの欲よつ求きゆうはいつわりのないもの。僕はもう自分の気持ちを曲げたくない。うまくやれようがやれまいが、まっすぐいろんなものとむきあいたい。だからいますぐあそこに飛び出していって火柱を受け止めよう！

　でも。

　火柱を受け止めれば僕は死ぬよな……。

　こんなときでもそういうことを考えてしまうのが僕だった。

　死ぬのはやっぱりいやだ。すごく情けないけれど、それもまたばかみたいに正直な気持ちだった。すべての生き物には生存本能があるから。死ぬのはいやだと思う。でもスノウピーを守りたい。相反するふたつの気持ちで僕の心は引き裂さかれそうになる。どうすれば。僕はいったいどうすれば──。

　一秒のなかで永遠に悩なやみ苦しむ。やがて誰かの声が聞こえた。

　ドカッといけ。

　兄ちゃんの声だった。小細工しないで突っこんでいけばなんとかなるもんだ。

　──おまえはまっすぐいくんじゃなかったのか？

　はっとして現実に帰る。

　そこではいままさに火炎放射を浴びせようとベラが限界まで膨ぼう張ちようしているところ。むかい側には小さくて華きや奢しやなスノウピー。右手で肩かた口ぐちを押さえていた。スノウピーはまだ傷が癒いえていないんだ。それなのにいさましく戦うつもりでいる──。

　地球上の誰よりも速く斜面を駆かけあがった。

　僕はスノウピーの前でかばうように両手をひろげて、

「取り引きだ！」

　叫さけぶように言った。

「ヒノリカ、きみと取り引きがしたいっ！」

「ったく、なんだっていうのさ……」

　ヒノリカは戸と惑まどったようにあごをしゃくってみせる。

「言ってごらんよ」

「こういうのじゃなくて、ちゃんとした勝負を申しこみたい！」

「ちゃんとした勝負……？」

「きみはベラとふたりがかりで戦ってるだろ。テニスで言うならダブルスだ。でもスノウピーはひとりなんだよ。これじゃダブルス対シングルだ。あきらかにフェアじゃない！」

「は！　なーにを言い出すかと思ったら」

　いまさらそんな難なん癖くせをつけられてもね、とヒノリカは肩をすくめる。

「別にいいよ。助っ人でも呼びたいなら勝手に呼べばいい。ダブルスだろうがトリプルスだろうがボクたちは受けて立つからね。いますぐパートナーを連れてくればいいんだ」

「パートナーはここにいる」

　ヒノリカは目をまるくした。

「僕とスノウピーのふたりできみたちと戦う。これなら文句ないよ。二対二で公平だ。その条件で三日後にあらためて勝負したい。こっちだって少しくらいは準備する時間がほしいからね。うん、勝負に負けたら、僕はきみの言うことをなんでもきいてやるよ！」

　この体質をきみの好きなように利用すればいい、と僕は言った。オモチャにでもなんにでもなってやるから。

　それは一いつ瞬しゆんのひらめきだった。つまるところヒノリカの狙ねらいは僕。おどして無理やり言うことをきかせるより、こちらが望んで協力するほうが望ましいだろう。そして手負いのスノウピーにはなんとか時間をあげたい。家で怪け我がの様子を調べたかった。ヒノリカは手負いで勝てるようなたやすい相手じゃないから。

「ふん……。わかった」

　いいよ、とヒノリカは面おも白しろそうに言う。そういうのも悪くないかもね。

「決着は三日後。それまでせいぜい連れん携けいプレイの練習でもすることだよ」

　ヒノリカとベラはひょいっと身をひるがえし、夜よ闇やみにまぎれて消えた。

　　　　６




　それから僕たちはまっすぐ家に帰った。

　スノウピーの怪我は思ったよりも軽かった。血は出ていない。腫はれてもいない。ただ鎖さ骨こつのあたりがずいぶん赤くなってしまっていた。シャツを着てれば見えないけれど、スノウピーは肌はだが白いから目立つ。

「冷やして」

　スノウピーは言った。

「冷やしてほしいの。冷やして眠ねむればたいていの怪我というのはよくなるものなの」

　僕はなにも言わずそのとおりにした。

　ぺたぺた湿しつ布ぷを貼はり、ゆっくり丁てい寧ねいに包帯を巻いて、スノウピーを布団に寝ねかせる。肩に冷れい却きやく枕まくらをのせて暖だん房ぼうもぱちんと切った。冷たくて優しい空間のできあがり。そのあいだスノウピーは口数少なく、びっくりするくらい素直に僕の言うことを聞いてくれた。僕はちょっと不思議だった。咄とつ嗟さのこととはいえ、僕はヒノリカ相手に勝手な約束をしてしまった。だからいろいろ文句を言われるかもしれないと思っていたのだけれど（スノウピーは文句を言うのがけっこう好きである）その晩はなぜか一切そういったことを口にしなかったから。

　おそるおそる訊きいてみる。あのさ、さっきのことだけど……。

　スノウピーはシンプルに答えた。いいの。

「勝てばいいの」

　要するに勝てばいいの。あのひとのオモチャになんか絶対させない。スノウピーは横たわったまま何度もそんなふうに繰くり返した。そうだね、絶対勝とう、と僕も言った。

　　　　７




　次の日、僕はひさしぶりにひとりで学校に行った。

　普段はスノウピーとふたりで登校しているのだけれど、彼女は大事をとって今日は休むという。ある種の充じゆう電でんといったらいいか、スノウピーは眠ることでエネルギーを増やすことができる。僕はそれを知っていた。

「ゆっくり休んで。先生には僕のほうから伝えておくから」

　スノウピーは肩に冷却枕をのせたまま静かにうなずいた。睡すい眠みんモードに入っているせいか、わずかに目を細めて普段はまっしろな頬ほおをほんのり赤く染めていた。



　電車を降りてばたばたと駅の改札をくぐる。そこで偶ぐう然ぜんじゅりん君に出くわした。

「よっ」

　片手をあげるじゅりん君。朝の光を浴びて眼鏡めがねがさわやかにきらめいている。僕は下腹部に力を入れた。なにかよくわからない強きよう烈れつな衝しよう動どうに突き動かされて。

　気づくと僕は彼のもとへすたすた歩みより、こんなふうに言っていた。

「じゅりん君っ、きみは可香谷さんのことが好きなのか？」

「え」

　時が凍こおりつく。

　なに言ってんだ僕、と思った。

　いきなり・朝から・こんなところで・なんの脈みやく絡らくもなく、僕はなにを言ってるんだ。

　じゅりん君は夜の麦畑にＵＦＯが着陸するのを目もく撃げきしたみたいにあんぐり口を開けている。野球のボールが余よ裕ゆうで入りそう。気持ちはわからなくもなかった。僕だってめまいがとまらない。自分のしでかしたことに愕がく然ぜんとしながら考えた。

　自分をごまかすことなくまっすぐ他人とむかいあう。僕はスノウピーにその大切さを教えられた。これからはそんなふうにやっていこうと心に決めた。それはたしかだ。

　だけど。

　──泣きたい。

　だからってなにもこんなところで唐とう突とつに決行しなくたって。

　……ＴＰＯをわきまえろよ僕！

　たぶんいまの僕は世界でいちばん切羽つまった表情をしてる高校生だろう。めちゃくちゃ顔が熱い。全身から変な汗あせが出ている。だけど体が勝手に動いてしまったんだ。こうなったらもうあるがままに突つき進むしかないと思った。

「きのうの夜たまたま見ちゃったんだ。国道沿いのハンバーガーショップでじゅりん君と可香谷さんが仲良くやってるところ」

「う、あ、う……」

「ねえ、きみは可香谷さんのことが好きなの？　好きなのかな？　だったら僕は……」

　どうするんだ。

　応おう援えんするのか？　じゅりん君と可香谷さんがカップルになれるように仲をとりもってあげるのか？　そうしないといけないことは理り屈くつのうえでは明白だ。

　でも、と僕は思う。

　なぜかは見当もつかないけれど、僕はそれをしたくない。これは僕の正直な気持ち。理屈を超こえたなにかがそういうふうに告げているんだ。

　もしかすると僕はすごく利己的でいけないやつなのかもしれない。でも可香谷さんとじゅりん君が恋こい人びとになるのをいまは応援したくない。これは嘘うそいつわりのない本当の心。体が訴うつたえる真実だ。だから素直にあるがままに言おう。『わからない』って。突とつ然ぜんそんなこと言われても困るかもしれないけれど、もうやぶれかぶれだ。僕にとって可香谷さんはどういう存在なのか、いまはまだわからないって正直に言おう──。

　ところが僕が口を開こうとした瞬しゆん間かん、じゅりん君はしぱしぱ両手を振ふる。

「や、やだなぁ。いきなりなに言い出すんだよ。そんなわけないだろぉ？」

「え？」

　俺が可香谷さんのことを好きなわけないじゃん、と彼は言った。

「あれはたまたま会っただけだよ。きのうの夕方に芍しやく薬やくアキラのサイン会があってさ」

「芍薬アキラ？」誰だれだいそれ。

「作家。こないだの本屋に貼り紙してあったの、おまえおぼえてねぇの？　そのひとのサイン会だよ。わりとかっこいい感じの女のひとだったんだぜ」

　言われてみればそんなことがあったような。芍薬アキラという名の女性作家。可香谷さんはそのひとのファンなのだ。

「俺と可香谷さん、そこでぐーぜん会っちゃってさぁ。帰りにちょっとおなか空いたからチーズバーガーでも入れていかねぇ？　ってことになったわけ。そんだけのことだよ」

　彼は落ち着きなく眼鏡にいくたびも手をやりながら、

「だいたいおまえ、かんちがいもはなはだしいぞ？　高たか嶺ねの花すぎるよ。言うなれば月とすっぽん、エイリアンとミュータント・タートルズっちゅーかさぁ。あんなに美人で優等生でスポーツ万能でスタイルよくて競争率高い可香谷さんが俺とつりあうわけないし。身みの丈たけに合わなさすぎるしっ」

「そんなことはないと思うけど」

　そんなことはないと思うけど、なぜだかすごくほっとしている自分を感じる。

「そうか。そうなんだ……」

「そーだよ、そうなんですよぉっ」

　なんだ。

　僕は胸をなでおろす。

　なんだ。じゅりん君は可香谷さんを好きなわけじゃなかったんだ……。

　すべては僕の早とちりにすぎなかった。まちがえていたんだ。ひとの気持ちを掴つかむのが不得手な僕だから、こういうことはたまにある。僕は勝手にいろんな推測を働かせて、自分のなかに迷路を作りあげて、そこを延々とさまよっていたらしい。

　とはいえ、その迷路はすでに消えうせた。うん。明るい気持ちになったせいか、世界がピカピカかがやいて見える。なんだか無茶をやってしまったけれど、ありのままにぶつかっていって結果的によかったと思う。

「……きのうの可香谷さん、誰かのこと心配していた」

　彼は微び妙みようにくやしげにうつむく。

「サイン会、ほんとはいっしょに行きたいひとがいたんだって。でもその誰かさん、様子がヘンだったらしくてさぁ。なに言ってもうわのそらで誘さそえなかったんだと。んー、にくったらしいやつだよなぁ。付き合ってんのかなぁ、そいつと。たぶん付き合ってんだろうなぁ……。ったく、可香谷さんにそんな冷たくふるまえるなんて、いったいどんだけのイケメン野や郎ろうなんだよぉ」

　そんなイケメンに心当たりはない。「ごめん。わからないよ」と僕は正直に言う。

「おっ？　うわさをすれば可香谷さんじゃん」

　振り返ると駅の構内を可香谷さんが歩いている。鞄かばんを片手に黒くろ髪かみをサラサラなびかせて颯さつ爽そうとした姿。すれちがうおじさんがたまに振り返って見ていた。

「おーい」

　じゅりん君が手を振る。こちらを見る可香谷さん。一瞬なにごとかと思うくらいパアッと顔をかがやかせて、それからびゅんびゅんかぶりを振った。桜色のくちびるをキュッとひきしめて、こころもち無愛想な顔つきで近づいてくる。

「おはよっ」

　可香谷さんは片手を腰こしに当てて言う。

「ふたりともこんなところでなにしてるのよ。……ははぁん。さては学校さぼって遊びにいく相談でもしてるのね？」

「してない」

「してないしてない」

「してないしてないしてない」

「ふたりしてそんなに何度も言わなくたっていいわよ」

　僕たちは三人ならんで歩き始めた。



　学校への道すがら、可香谷さんはきのうのサイン会についての話をした。それについては僕も聞きたかったからちょうどいい。僕とじゅりん君を両りよう脇わきにしたがえ、可香谷さんの独演会は滔とう々とうと続けられる。

「ちょっとショックだったわ」

　可香谷さんは髪の毛を軽くさわって、

「まさか、あんなこと言われるとは思わなかったから……」

「あんなこと？」

「んー。可香谷さん、芍薬アキラに質問してみたらしいんだよなぁ」

　話によればこうだった。

　芍薬アキラのサイン自体はすぐにもらえた。さらさらさらっ。問題はそのあと。可香谷さんは芍薬氏に素敵なお話を書くひけつはなんですか、と質問をぶつけてみたらしい。じゅりん君は知らないけれど、可香谷さんの目的はいつか作家になること。納なつ得とくのいく展開だと思いながら僕はそのまま話を聞いた。

「わたし、自由な発想をすることとか、いろんな空想をすることとか、てっきりそんな感じの答えが返ってくると思ってたわけ。そしたらちがったの」

「なんだったの？」

「緻ち密みつに考えることだっていうのよ」

「緻密に考える？」

　なんだそれ。意味がわからなかった。

「どういうことなんだい？」

「念入りにしっかり考えて書くってこと。なんでもそうだけど、ファンタジーだったらなおさらそれが大切だよって言われちゃって。いろんなことを調べたり、いろんな効果を計算したり……ウン、日ひ頃ごろから緻密に考えるクセをつけておくのが大事なんですって。思ってもみない言葉だったから、わたしちょっとショック受けちゃって。ほんとにほんとに予想とちがってたんだもん……」

　芍薬氏はこう語ったらしい。

　幻想文学は現実世界を舞ぶ台たいにしたものより、入りこむのに時間がかかる。でも入ってしまえば最高に面白い。なぜなら現実にはないユニークな要素をたくさん扱あつかえるから。

　そのためには世界観を緻密に構築することだ。メタファーを用いず、観念的ではない冒険の舞台を作る。そういう緻密さのもとに書かなければ、血湧わき肉踊おどる読者体験はできない。作家にはそのあたりをちゃんと考えておく義務がある──と。

「ふうん」

　たぶんその芍薬ってひとは気難しいひとなんだろうなぁ、と僕は思う。

「わたし、いままで考えが足りなかったわ」

　可香谷さんは自じ嘲ちよう的な口調で繰くり返した。浅はかだった。ショックだったと。いつも自信たっぷりの可香谷さんにしてはめずらしい。物書きとしてなにか感じるものがあったんだろうか？

「あんまり気にすることないんじゃないかな」

　僕は可香谷さんに元気を出してほしくて、

「それは芍薬ってひとの考えかたっていうか、持論なわけでさ。言うなればマイルールだよ。いろんな考えかたがあっていいと思う。可香谷さんの書くやつ、僕はけっこう好きだけどな」

　すべてがメタファーだとしても、舞台が観念の世界でもそれはそれでいいように思う。

「あなたって浅はかなひとよねっ」

「そうかな」

「そうよ」

　可香谷さんはくちびるをとがらせて言う。

「ふんだ……。わたし、もっとうまくなりたいんだもん。今度からはいろんなこと、ちゃんと緻密に考えなくちゃいけないわっ」

　えらいなぁ、と僕は思う。

　可香谷さんはすごく向上心のある女の子。いまは少しだけショックを受けてるみたいだけれど、たぶんそのうち助言を取り入れて、もっと素敵なお話を書くようになるんだろう。ひとの成長を目まの当たりにするのはうれしいことだ。可香谷さんのスキルアップはパートナーとしてとても好ましいことなのだ。



　やがてコンビニが見えてきた。じゅりん君が買い物をしたいというので、用のない僕と可香谷さんは店の前で待つ。──言いにくかったことがいまなら言えそうだった。

「ねえ、可香谷さん」

「なに？」

「あの……きのうはごめんね」

　正直に僕は言った。

「きのうというか、最近なんだか可香谷さんのこと考えてあげられなくてごめん。いろいろあって、パートナーとしてのつとめがおろそかになっちゃっていた。反省してるよ。また新しいお話を書いたんだよね。いつでもいいから持ってきてほしい。読みたいんだ」

　しばらく可香谷さんはぽかんとした顔で僕を見ていた。

　それから細いあごを引き、ほんのり顔を赤らめて僕を見上げる。

　眉まゆにかかった黒くろ蜜みつ色の前髪がそよ風に揺ゆれていた。

「やだ」

　可香谷さんは小さな声で言う。

「うれしい……」

「悪いことしたって心から思うよ。最近ほんとにいろいろあって、自分のことしか考える余よ裕ゆうなかったんだ」

「い、いいわよ」可香谷さんは首を振って、「いいの」

「いいのかい？」

「ン。いい」

　可香谷さんは胸に手を当てて、ふうっ。

　そっかぁ、とホッとしたように小声で言う。

「あなたにもいろいろあったみたいね。わたし、ちょっぴり誤解してたかも。あなたのこと、あんまり悩なやんだりテンパったりしないクールなひとなんだと思ってた。わたし、冷たくされるのはそんなにキライじゃないけど……。そっかぁ。いろいろあったのね」

　よかったぁ。

　赤らめた顔をほころばせて言う可香谷さん。

　なにがあったのかは知らないわ。だけど、あなたが元気になってくれてよかったと思うの。最近なんか元気なかったもん……。それはホントにすごくうれしい。

「いっぱい読ませるわね。新しいやつ、いまちょっと手直ししてるところなの。もうすぐできるから、そしたらまたいっぱい読んで！」

「可香谷さん……」

　ソファーで寝ねそべるシャム猫ねこみたいな彼女の表情。なんだかたまらない気持ちになる。

　気づくと僕はいつの間にか右手を差し出している。とても自然に体が動いていた。仲直りの握あく手しゆというか、ただ手にふれてみたくなったというか。可香谷さんもまっかになりながら、大きな瞳を潤うるませて、おずおずと手をのばしてくる。すごくきれいな雰ふん囲い気き。カップルとかじゃないから当然だけれど、僕と可香谷さんはまだ手を握にぎったことがない。

　少しずつ、おそるおそる彼女のなめらかな手が近づいてきて……。

　そのときじゅりん君が店から出てきた。

「わりぃわりぃ、待たせちまったね！」

　しゅばっと身をひるがえした。

　買い物を済ませたじゅりん君。手にお菓か子しの入ったビニール袋ぶくろをぶらさげている。可香谷さんは両手を腰に当ててあごをそらし、不自然な体勢でそっぽをむいている。

「な、なんかあったのかぁ？」

「うん、実はね……」

「なんにもないわよっっ！」

「わうっ？」

「なんにもないったらなんにもないわよ！　なん……っにもないから！　くだらないこと言ってないでさっさと行くわよ！　ったく、朝っぱらからなんだっていうのよっ。あなたたちのせいで遅ち刻こくしちゃうじゃないのよ！」

「す、すいませんっ？」

「ごめんなさいっ？」

「もう！　ばっかみたい！　男の子ってみんなばっかみたい！」

　可香谷さんはぷりぷりしながら先に立って歩き出す。

「ど……どうしていきなり怒おこっちゃったんだ、可香谷さん？」

「ふんだ！」

　いつもながら急な態度の変わりぶり。まるで山の天気のよう。さっきまで僕たちのあいだに満ちていた空気はもうどこにもなかった。冬の偏へん西せい風ふうに飛ばされてしまったのかな。そういうこともあるかもしれない。ひととひとがわかりあうのは大変なことだから。そう簡単にはなしとげられない大事業だけれど、だいじょうぶ。自分を偽いつわらずありのままの心でさぐっていけば、きっといつかなんとかなるだろう。きらめくような朝の光に打たれていると、なぜかわからずそういう確信がわいてくる。

　そう、僕はいろんなものにまっすぐ立ちむかうつもりでいる。ヒノリカにも──。

「可香谷さん、ちょっと待ってよっ」

「知らないっ」

　知らない、知らないっ！

　僕とじゅりん君はぷりぷり歩いていく可香谷さんの背中を追いかけた。
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　あっという間に三日が過ぎ去る。そして僕たちとヒノリカの対決の日が訪れた。



「ふふ。よく逃にげないでちゃんときたものだよね」

　ヒノリカはかたわらにベラをしたがえて微笑ほほえんだ。

「ボクたち相手にわざわざやられにきてくれてうれしいよ！」

「わたし、逃げないわ」

　スノウピーはおだやかな声で挑ちよう発はつにこたえる。

「だって負けるのはあなただもの。わたし、あなたのこと二度と減らず口がきけないようにしてあげるの。こてんぱんにしてやりたい。完かん膚ぷなきまでにやっつけてあげたいの」

「ふん……。スノウピーくんは相変わらず気が強くていじめがいがあるよ！」

「させるものか」と僕は言う。



　にごったピンク色の空が頭上にひろがっている。

　その日の放課後、僕たちは閉へい鎖さされたビルの屋上にいた。ヒノリカが指定した対決の場所だ。これから僕たちがすることは一いつ般ぱん人をまきこむ危険性があるので、やりあう場所はおのずと限られてくる。この廃はいビルはまわりに高い建物がなく、かといって少しくらいの破損で倒とう壊かいするほど古びてもいないから決戦の場にはもってこいだろう。



「それじゃお手並み拝見と……いこうかなっ！」

　びゅんびゅんっ。

　ヒノリカの合図と同時にベラが小さな火球をいくつも吐はき出した。スノウピーはあわてることなく前に出て、すっと手のひらをかざし──。

　どおおんっ！　もうもうとたちこめる白い煙けむり。それがひいたところには右手に盾たてをかかげもつスノウピーの姿があった。

「氷の盾」とスノウピーは言う。

　振ふり返った彼女の瞳ひとみは火のようにかがやく鮮せん烈れつなブルー。こんなときでも見とれてしまうスターサファイアの色はひさしぶりに見るスノウピーの本気の証あかしだ。

「持って」

「うん。打ち合わせどおり防ぼう御ぎよはまかせてくれ」

　スノウピーがひょいっと投げてよこした氷の盾を僕は受け止める。

　彼女の開発した新しい技……それはサーフボードみたいな形のばかでかい盾である。機動隊が持つジェラルミンの盾よりはるかに大きくて、しゃがめば僕たちの体はすっぽりおおわれる。それくらい巨きよ大だいなのにすごく軽いのはスノウピーが氷のなかに特とく殊しゆな力を練りこんでいるから。わずかに青みがかった氷の盾は透とう明めい性せいがとても強く、裏側からヒノリカの姿が透すけて見える。

「どんどん撃うってくればいい、ヒノリカ。僕がぜんぶ受け止めてやるっ！」

「ほんと、キミたちは小こ賢ざかしいよね……。そういう役割分担をするなんて」

　ベラが不快げにギギギとうなり声をあげる。

　僕たちの作戦はシンプルだ。

　スノウピーは基本的に遠くから飛び道具で攻こう撃げきするひと。氷柱つららや氷の弾だん丸がんや……頭がよくて勇ゆう敢かんなスノウピーだけれど、腕わん力りよくはそれほど強くない。ガードの上から攻撃に押されることもあるだろう。だから僕がカバーする。僕が攻撃を防げば相手には隙すきができるはずだから、そこをスノウピーが狙ねらい打ちするという寸法だ。

「それじゃこいつはどうかなっ？」

　不意にベラが息を吸いこみ、ぷうんとふくらんだ。

　あれがくる、と僕は思う。下腹にぐうっと力を入れてスノウピーの前に出る。その直後うねりをあげて吐き出される火柱。

「うおおおっ！」

　僕は氷の盾をかざして火柱を受け止めた。ものすごい圧力だった。肩けん甲こう骨こつがぎしりときしみ、熱気がごおおっと僕の横を通り過ぎていく。

　だいじょうぶだ、これくらい。

　おそれるものか。

　僕はまるごとの自分でそれとむかいあう。

　いろんなことにまっすぐ立ちむかうって僕は決めたんだから。──負けない！

「がんばりなさい」後ろからスノウピーの声が聞こえる。「がんばって」

「んああああっ！」

　氷からこんこんと流れこんでくる勇気。よくわからないパワーが湧わき水みたいにあふれだす。そのまま力いっぱい火柱を押し返し、僕はどんどん前に出て──。

　いつしか火か炎えん放射はやんでいた。

　見るとベラが元のサイズにしぼみ、ぜえぜえと苦しげに呼吸している。

「信じられない」

　ヒノリカは唖あ然ぜんとした表情だ。「キミにベラの攻撃が」

「いまだっ、スノウピー！」

「そうね」

　スノウピーが僕のうしろからひゅんと飛び出し、氷の糸切り歯がいくつも飛んでいく。ちいっと舌打ちしてヒノリカは横に飛び、くるっと前転してそれをかわした。

　どおん！　ベラは両りよう腕うでで頭をおおうようにして氷から身を守る。

「いまのはいちおう手加減したの」

　スノウピーは冷たく微笑んでいる。

「どうヒノリカ、降参する？　わたしは素直なひとには優しく接するわ。わたしがいいって言うまで謝りなさい。そうすれば許してあげなくもないけれど」

「生意気っ！」とヒノリカは叫さけぶ。

　　　　２




　それほど長いあいだ戦ったわけじゃない。でも僕はもう勝利を疑っていなかった。

　僕はなにがやってきてもしっかり防御した。スノウピーに火の粉ひとつもふれされるつもりはない。ベラの吐き出す火の球も火柱も突とつ撃げきもすべて受け止めた。これといった特技のない僕だけれど、スノウピーを守ることに専念すればそれなりにやれる。そのうえ彼女はすばしこい。ぴょんぴょん跳はねまわって相手をかく乱し、氷のミサイルを連発する。

　ヒノリカとベラはあきらかに劣れつ勢せいだった。

「ちぇっ」

　ヒノリカは汗あせをぬぐって、

「まいったよね。こんなはずじゃなかったのに……」

「降参なさい。もうわかったでしょう。あなたはわたしたちに勝てないの」

「ふざけたことを言わないでほしいよね」

　ヒノリカは好戦的に瞳を燃えあがらせる。

「ボクは正義の味方なんだよ？　もののけに降参なんてできるわけないでしょ」

「あなたっておろかね」

「ふん」

　ヒノリカは片手をあげて使い魔まに合図した。「ベラ、奥の手を使うよ。……ボクはもののけなんかに負けられないんだ」

　ベラがヒノリカのもとに飛んでいき、あんぐりと口を開けた。あんぐりあんぐりあんぐりあんぐり、自分の体より大きく口を開き……そして僕はぎょっとする。ベラが突とつ然ぜんぱくんとヒノリカをのみこんだのだ！

　パックマン。

　僕の頭にまたしても場ば違ちがいな考えがよぎる。ほんとにベラはパックマンみたいにヒノリカをぱくっとのみこんでしまった。

「これはあんまり使いたくなかったんだ。破は壊かい力が強すぎるから。だけど、もののけにこんなに舐なめられたら、使わないわけにいかないよねっ！」

　くぐもったようなヒノリカの声。──ベラのなかにいるのだ。

「ギ！」

　そしてベラは回転を始める。しゅごおおおっ。あっという間に火の渦うずとなり、炎ほのおのシリンダーとなり、巨大な竜たつ巻まきに変化した。僕はごくんとつばをのむ。

　……異様な迫はく力りよくだった。

　空気が肌はだを刺さすように熱い。すさまじい速度でぎゅるぎゅる回転する炎の竜巻が僕たちを虫けらみたいに見下ろしている。

「ス、スノウピー。これはさすがにやばいんじゃないのかな」

「あわてないで」

　スノウピーは僕の陰かげからさっと飛び出し、どん、どん、どんっ！　いままでよりも大きな氷柱を竜巻にむけて撃った。だが目標までたどりつかない。スノウピーの飛ばした氷柱は燃えさかる竜巻に近づくにしたがって溶とけ出し、質量を失い、軌き道どうをそらされてしまった。見当ちがいの方向へ飛んでいく。

「だめみたい」

　スノウピーは低い声で言う。

「ちょっとやそっとの攻撃では竜巻のコアまで届かないわ。そらされちゃうの」

「ど、どうするっ？」

「どうしましょう」

　ひとまず、とスノウピーは言う。

「あの竜巻こっちにつっこんでくるわ。よけないと」

「うわあああっ？」

　僕は氷の盾をかついでスノウピーのあとを追う。炎の竜巻が一瞬前まで僕たちがいた場所をすごい勢いで通り過ぎていった。吹ふきすさぶ熱風。ぶわっと前髪がまきあがり、背中にどっと鳥とり肌はだが立ち、熱いんだか寒いんだか、もうなにがなんだか。

　さいわい炎の竜巻は小回りがきかない様子。僕とスノウピーは汗をぽたぽた垂らしながら逃にげまわった。肺がやけどしそうだった。竜巻から放射される熱のあまりの高さに、あたりは灼しやく熱ねつ地じ獄ごくと化している。陽炎かげろう効果で、冬なのに景色がゆらいで見える。

　このままじゃ駄だ目めかもしれないと僕が思ったとき、スノウピーが口を開いた。

「ねえ」

　顔つきは凜り々りしいけれど、スノウピーもすでに汗びっしょり。

「あなた、わたしのこと信じられる？」

「え」

　突然なに言い出すんだろう。僕は少しきょとんとする。

「どうなのかしら。ねえ、答えて」

「信じられる」と僕は言う。

　他人にはそう見えないかもしれないが、僕はスノウピーを信じなかったことはいちどもない。なにを考えているのかわからないことは多いけれど……。

　でも心の底から彼女のことを信じている。

「信じられるよ」

「ありがとう」

　抑よく揚ようのない声でそう言うとスノウピーは少しだけ微笑ほほえんだ。

「じゃあやることにするわ。このままじゃいつかはやられちゃうもの。わたしもいちかばちかの奥の手を使うの」

　奥の手？

「あの、それ、僕になにか手伝えることある？」

「持ちこたえて」

「え？」

「わたしのことを信じてほしいの。あなたはここにとどまってほしいの」

　煮にえたぎるような熱い空気のなか、澄すんだまなざしで僕を見つめるスノウピー。わかったよ、と僕は言う。細かい氷の粒つぶが優しいミストのように僕たちを包みこむ。

　そして竜巻が突つっこんできた。

　僕は氷の盾たてをかまえてその場にとどまった。

「うぅおおおおおおっ！」

　ぐっと腰こしを落とし、地面に膝ひざをついて竜巻を受け止める。ものすごい衝しよう撃げき。ガリガリガリガリ！　氷の盾があっという間に削けずられていく。腕うでの骨が折れそう。でも負けない。僕は彼女を信じて必死に踏ふみこたえる。そして竜巻もどうにかその場に足止めされている。

　スノウピーが狙ねらっていたのはまさしくその瞬しゆん間かんだったのだ。

「ヒノリカ、あなたの負けなのっ」

　声は頭上から降ってきた。

　顔をあげるとスノウピーが宙に浮うかんでいる。

　頭のリボンをユリの花弁みたいにひろげて。

　白く美しい四つのつばさ。

　天使のような。

「わたしは短時間なら！　浮かべるっ」

　スノウピーは両手のひらを地上にむけ、空から氷のミサイルを撃うつ。ひゅんひゅんひゅんっ。たしかに竜巻の中心はゼロ回転。真上からそらされることなく氷は渦のなかに吸いこまれた。──それで勝負はついた。

　ばああああああんっ。炸さく裂れつ音とともに竜巻が砕くだけ散ちる。



    

  
    
      「やったぁ！」

　爆ばく風ふうが吹き荒あれた。見事なまでの僕たちの大勝利だった。

　そして爆風で吹っ飛ばされた僕は床ゆかにごんっと頭を打ちつけた。

　　　　３




　いったいどれだけ寝ねていたんだろう。──気がつくとあたりが暗かった。

「ううむ……？」

　なんというかまっくら闇やみだった。

　僕は後頭部をさすりながら身を起こし、それが普ふ通つうの暗やみとはちがうことを知る。先ほどの衝撃で気を失い、てっきりもう夜になったのかと思った。でもそうじゃない。空には星のひとつもないし、それどころかなんにもない。僕以外のありとあらゆるところがペンキをぶちまけたみたいに黒で塗ぬりつぶされている。

　あたりにひとの気配はない。

「ま、まさか僕……」

　死んだ？

　打ちどころが悪かったんだろうか……。戦せん闘とう終了の爆風でぽっくり逝いっちゃうなんて洒落しやれにならないぞ、と思いながら僕はおそるおそる歩き出す。さいわい意識は鮮せん明めいだ。なにかの拍ひよう子しにおかしな世界にまぎれこんでしまったのかもしれない。

　とりあえず出口を目指し、僕は暗黒の世界をゆっくりと進んでいった。



　やがて誰だれかのすすり泣くような声が聞こえてきた。

「ひっく……ひっく……。どこぉ？　どこにいるのぉ……？」

　目を凝こらすと遠くのほうで女の子が泣いている。とても幼い女の子だった。五歳とか六歳とかそれくらい。べそをかきながら必死に誰かをさがし求めている。

「ねえ、どこなのぉ？　おへんじしてよぅ……。うふえええぇん」

　女の子の正体が僕にはすぐわかった。

　ヒノリカだ。

　あれは幼いころのヒノリカだと僕は思った。まちがいない。どうしてそんなことがわかるのか自分自身でも不思議だけれど、まちがいなくそうなのだ。あれはヒノリカの幼少期の幻げん像ぞう。そしてどうやらここは夢の世界らしい。理り屈くつを超こえてダイレクトに真実をつかめるのは夢をみてるとき以外にないから。

　やがて幼いヒノリカのそばに不気味なものが群がり始めた。

「ひいっ？」

　少女は顔をひきつらせる。

　それは色しき彩さいのあつまりのような奇き妙みようなものだ。マルや四角の小さな点々。ちらちら明めい滅めつしながら、夏の夕暮れの蚊か柱ばしらみたいに集まってくる。

　なつかしい、と一瞬思う。僕も昔はああいうのによくつきまとわれたっけ。これといった害はない存在なのだけれど、いやいや、泣いてる子供をこわがらせるのはよくない。

「こら、やめろーっ」

　僕は声をはりあげて幼いヒノリカのもとに駆かけていった。ちらちら光る点々はあっという間にどこかに消えうせる。

「だいじょうぶかい？」

「んぅ……」

「もう心配いらないよ。お父さんとお母さんのところに行きたいんだよね？　僕がいっしょに捜してあげるから」

「あ、みつけたぁ！」

　いきなり幼いヒノリカが泣きはらした目をまんまるにした。ちっちゃな指を僕にむけ、みつけたみつけたとうれしそうに言う。……なんだっていうんだ？　そのとき僕は気がついた。自分が脇わきになにかやわらかいものを抱かかえていることに。

　それは白いくまのぬいぐるみだった。

「ベラ！」

　ヒノリカはうれしそうに僕に飛びついてきた。



　僕がくまのぬいぐるみを手て渡わたすと、幼いヒノリカはいろんなことを教えてくれた。

　──昔からヒノリカは不思議なものをよく見る体質だった。遺伝によるものらしい。彼女のお父さんも幼いころはよくそういうものを見たそうだ。理解ある父親。だけど仕事でいそがしい。ヒノリカがもののけに遭そう遇ぐうしても会社から飛んでこれるわけじゃない。仕方ないからそういうとき、ヒノリカはいつも愛用のぬいぐるみにしがみつき、ぎゅっと目を閉じていたという。そうすればこわいものはいつの間にか消えている。ぬいぐるみの名前はしろくまのベラ。おしゃべりして、と頼たのむとベラベラ陽気に話しだすからベラらしい。



　だけど、と不意にヒノリカが自じ嘲ちよう的な声を出した。

「そのうちベラとはおしゃべりできないようになっちゃうんだよね……」

「え」

　はっとして振ふり返ればそこにいるのは幼いヒノリカじゃない。高校生になった現在のヒノリカだ。伏ふし目めがちに言う。

「お母さんがベラのことを気味悪がったんだよ……。ぬいぐるみがしゃべるわけない。変なこと言うのはいいかげんにしなさいってさ」

　彼女の父は怪かい異いに理解のあるひとだったけれど、母親は一いつ般ぱん人だったのだ。ぬいぐるみに話しかけるヒノリカの姿が不安で仕方なかったらしい。それはたしかにそうかもしれない……。ヒノリカのお母さんはひとり娘むすめを心配するあまり、ちょっとノイローゼ気味になってしまう。そしてヒノリカがいない隙すきにベラを火にくべて燃やした──。



「そのときはまいったよ。なんていうか、ちょっとした絶望を感じちゃったよ」

　ヒノリカは切なげに息を吐はいた。

「もともと誰にもわかってもらえなくてつらかったんだ。それに加えてこれ。お母さんでさえボクのことをわかってくれない……。当時はありったけの力で泣きわめいたよ」

　それをきっかけにヒノリカの父と母は大げんか。いまでも別居してるくらい仲はよろしくない。いったい誰がいけないんだ？　なにがそもそもの原因なんだ？　幼いヒノリカは必死に考える。そしてとうとう結論にたどりついた。

　元はといえばぜんぶもののけが悪いんだ──。

　あいつらがいるからいけない。

　もののけがいるとこの世が良くならないぞ。

　できればみんな退治してやりたいっ！

　虚こ空くうにむかってそう叫さけぶとベラが帰ってきた。火のような姿をして。焼けたせいでおしゃべりはできなくなったけれど、かわりに高い戦せん闘とう能力を身につけていた。

　炎ほのおはあらゆるものを浄じよう化かするという。実際もののけにはかなり有効な対たい抗こう手段なのだ。正義の火──。こうしてヒノリカは悪あしきものを滅めつする精神のはたらきを獲かく得とくした。



「いまでもお母さんとはうまくやれてない……」

　ヒノリカはさびしそうに微笑んだ。

「キミが通っていた病院あったよね。ボクのお母さん、いまあそこに入院してるんだ」

「え？」

「あちこちに転勤してたお父さんがこの土地に帰ってきたのも、お母さんのことが心配だからでさ……。実はボクもしょっちゅうあの病院には足を運んでいたんだよ」

「えっと」

　あ！

「そうだったのか」

　なるほど、と僕は思う。炎の怪かい物ぶつベラと屋上で遭遇したのは偶ぐう然ぜんじゃなかったのか。

「でもまだお見み舞まいには行けてなくって……」

　ヒノリカは苦しげな声を出す。

「週に何回も病院には行ってるんだよ。だけどなんていうのかな。長年のわだかまりみたいなのがあってさ。病室の前までは行けるんだけど、どうしてもドアをノックできない。いつもどたん場で引き返しちゃうんだ。はは……」

　青ざめた顔で笑ったふりをするヒノリカ。

「どう？　なんか、笑っちゃうでしょ」

　僕はたまらない気持ちになる。

　──笑っちゃうものか。

「ヒノリカ、誰もきみのこと笑ったりしないよ」

「そうかなぁ？」

「なにもおかしいことなんかないよ」

「そうなのかなぁ……」

　泣きそうな目をして僕を見上げる。たよりなく揺ゆれているけれど、それは邪じや気きのないきれいな瞳ひとみ。これがヒノリカのほんとの顔……？　それとも裏の表情なんだろうか？　裏の裏は表という言葉が頭をよぎって消える。

「そうさ。特別なことじゃない。誰にだって起こりうることなんだから」と僕は言う。

　うん──。

　いままで僕はヒノリカのことを平気でひとをだます憎にくい女の子だと思っていた。スノウピーといっしょに打ち倒たおすべき敵だったし、事実きっちり打ち負かしてやった。

　でも本当はそれじゃいけない。

　ヒノリカだって、いろいろあってこうなったんだから……。

　心っていうのはみんなにあるんだ。ヒノリカにだってないはずないだろう。

　僕はたまたま自分のなかに比ひ喩ゆ的な意味における氷のかたまりがあった。それはいまも溶とけ切っていないし、おかげでみんなの気持ちがなかなか掴つかめずにいる。でも氷はすごく強いものだ。悪しきよどみをぱりっと遮しや断だんして、落ち着いた心地よさを与あたえてくれる。氷は冷たいけれど、僕はその強さに救われてもきたのだ。

　でもヒノリカには氷のバリアがなかった。

　だからヒノリカは彼女なりにがんばって、もののけと戦う正義の火を手に入れた。そして比ひ喩ゆ的な仮面をつけた。ほんとの気持ちをそのままあらわしてると嫌きらわれるかもしれない。実の母親に気味悪がられたみたいに……。

　だから転校した先々でさまざまな外そと面づらを演じてきたんだろう。にこにこと友好的なキャラを装いながら。だけどその裏ではきっと必死にいろんなものと戦ってきた。

　そう。現実の世界には敵なんかいない。倒されるためだけの悪なんか存在するはずがない。ただわかってもらえなくて、どうしようもない孤こ独どくな闇やみのなかで、誰かを捜してる子供がいるだけ。そこではみんなが悲しくてさみしい──。

　僕は自分に似たヒノリカのことをわかってあげないといけなかったんだ。



「だけどくやしいよね」

　ヒノリカはくちびるの端はしを噛かんだ。

「ボクは絶対あいつらに負けないって決めていたんだ。それなのに雪のもののけ、スノウピーくんにものの見事に負けちゃってさ……」

　ほんとにくやしい、とヒノリカは言う。

「ねえヒノリカ」

　僕はゆっくりかぶりを振った。

「スノウピーはもののけじゃないよ」

「……え？」

　どういうこと？　と言いたそうなヒノリカの瞳。

「スノウピーはただスノウピーの世界から来たっていうだけ。雪の精でもなければ氷の天使でもないよ。スノウピーはスノウピーさ。根本的なところは僕たちとなんにも変わりないんだよ」

　だからその気になればきみともわかりあえると思う、と僕は心をこめて言う。

「そんな……ことが」

　うなだれてつぶやくヒノリカ。

「あるんだろうか……？」

「ある」

　まちがいなく。その事実は少しずつこの空間を変えていく。

　やがて世界を取りまく暗やみが遠ざかっていく。ゆっくりと。潮が引いてそこにきらきらした砂すな浜はまがあらわれるみたいに。潮の香かおりとすずやかな風。ここに夜明けがこようとしているのか。──黒いベールがひいたところには数多あまたの星がきらめいていた。

「だいじょうぶ？」

　透すき通った声がする。

「あ……」

　いつの間にかスノウピーが僕を覗のぞきこんでいた。長い髪かみがこぼれて僕の頬ほおをなでる。

「よかったわ。ようやく気がついたの」

　背中にコンクリートのひえびえとした感かん触しよく。隣となりではヒノリカがむむむと目をこすっていた。さっきまでのは幻まぼろしだったのか……？　僕たちは屋上に倒れていたのだった。
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　ヒノリカはむっくりと半身を起こし、しばらく焦しよう点てんのさだまらない瞳でぼんやりしていた。そんな彼女をスノウピーは屈かがみこみ、じいいいっと観察している。

　やがてヒノリカはふるふると首を横に振った。

「ボクにとどめを刺ささないのかい……」

　元気のない低い声。それからどことなく露ろ悪あく的な顔をしてみせる。

「ボクはキミに負けたんだよ？　なにをされてもかまわない。それだけのことをしたんだからね。文句を言うつもりはないよ。ホラ、早くとどめを刺しちゃえばいいんだ」

「とどめを刺すつもりなら、あなたが寝ねてるあいだにやっているの」

　ヒノリカはぐっと口をつぐんだ。

「観察すればいろんなことがわかるわ」

「観察？」

「ええ。あなたにはもう戦う気がないように見える。そういうひとにとどめを刺すのは正しいこととは言えないの。わたしは自分を恥はずかしく思うようなことはしたくない」

　それに、とスノウピーは付け加える。

「やりかたはともかくあなたはがんばってたわ。人間なのにすごい力を出してわたしと戦ったの。その点についてはあなたのこと認める。あなたの努力を尊敬するわ。だって普ふ通つうじゃできないことだもの。ヒノリカ、あなたはものすごくがんばり屋さんなの」

　んっ、とヒノリカはうめく。

「……そんなことない。ボクはただがむしゃらに」

「あげる」

　これ、お食べなさい。

　スノウピーは唐とう突とつに右手を差し出した。

　なんだなんだ？　どこから取り出したのか、その手にはたい焼きがのせられている。

　ヒノリカは目をしばたたき、「なにこれ」

「たいやき」

「それはわかるけど」

「がんばったあなたにごほうびをあげるわ。たいやきには豆で作ったジャムがつめてあるの。あんこというの」

「それはボクもわかるけど」

「おいしいの」

　なにを意図した行動なんだろう。ヒノリカのことを認めたのかもしれないし、単なる気まぐれかもしれない。とにかくスノウピーの執しつ拗ようなおすすめにヒノリカも断りきれなくなった。無防備な顔つきでたい焼きにかぶりつく。ころもの部分を咀そ嚼しやくして、しゃりっ。

「甘い……」

「あんこは甘いの」

「甘いよ。ほんとに……甘い」

　甘くて甘くって。

　いま、なんかすごく心にしみる……。

　ヒノリカは泣きそうな顔をしてぱくぱく、ぽろぽろと餡あんをこぼしながらたい焼きを食べる。僕はなんと言っていいのかわからなくて、ただじっとそれを見ていた。

　やがてなにかが夜空から降ってくる。

　──雪だ。

　ああ雪が降ってきたんだ、と僕は思う。

　でもよく見るとそうじゃない。それは黒くてもやもやしている。なんだこれ？　見たことのない奇き妙みようなものだ。みつけたにょ、とどこからか低い声がする。

「ぎゃははは。そんなところにいたとはおもわなかったにょ」

　背すじがぞくっ。

　それは地底の暗黒空間から響ひびいてくるようなおそろしく異様な声だった。

「おーい、なかまたちぃ！　じゃあくでつよいなかまたちぃー！　ようやくえものをみつけたにょー！　みんなでこいつをフローンさまのところにつれていくにょー！」

　声が響きわたると同時に夜空のあちこちから黒こく煙えんが飛んでくる。あっという間にばかでかいガス体となり、僕たちの頭上をおおった。にょきっ！　黒いガス体の中心からフローンに似た顔が突つき出してくる。が、フローンじゃない。フローンの肌はだは褐かつ色しよくじゃないし、瞳の色もあんなに獰どう猛もうに光る赤じゃない。

「な、なんだっ……？」

「あたし、フロンアバター」

　そいつは言った。

「フローンさまにそこのコムスメをつれてこいっていわれたにょ。あたしがやっちゃってもいいんだけど、フローンさまがじぶんのフィールドでじきじきにぶっころしたいっていうんだよー。ぎゃははは。しかえしってそういうもんだよねー」

　容易に言葉が出てこない。僕たちはみんな唖あ然ぜんとしながら上空を見上げている。

「どういうことなんだ」

　僕はふりしぼるように言う。

「フローンは生きてるのか？　フローンのアバターって……。きみはいったいどういう存在だ？」

「ぎゃははは。フローンさまは『とあるちから』をとりこんでパワーアップしたにょ。いまのフローンさまはあたしみたいなしもべをいくらでもつくりだせるんだよー。つまりあたしはしもべであり、ほんにんでもあるにょ。とにかく、さからってもむだー。おとなしくそこのコムスメをよこすにょー！」

　意味がわからない。

　ともかくフロンアバターの赤くぎらつく瞳ひとみはヒノリカにむけられている。やがて黒雲から異様に長いガス状の腕うでがにゅうっとのびてきた。僕はあわてて前に飛び出し、

「フローン？　やめろよっ？　なんだかよくわかんないけど、せっかく生きてたんじゃないか。仕返しとかするのはやめて。ね？　話し合おうよ。ヒノリカだってそんなに悪いひとじゃないんだよ。フローンはいい子だからわかるよねっ。ほにーちゃんの言うことを信じてくれるよねっ？」

「ぜーんぜん！」

　ぶんっ。雲からのびた腕が無造作にふるわれた。衝しよう撃げき。前ぶれのない横なぐりの一撃に僕は身を守ることもできず吹ふっ飛ばされる。スノウピーが駆かけよってきて僕の背中をさすった。だいじょうぶ？　だいじょうぶじゃない。息がつまって声が出せない。

「げほっ、げほ！　げほっ！」

「いまのほにーちゃんはムシケラだよね！」

　ぎゃーはははは、とフロンアバターはおそろしく無む邪じや気きに笑う。

　無邪気というか……。いや、邪気そのものだ。

　いったいどうなってしまったんだ。フローンはどうなってしまったんだ。

　あるいは、と不意に思う。まさかこれがフローンの本性だったのか……？

　え？　え？

　ヒノリカが前に言っていたようにフローンのなかには本当に邪悪な因子があったんだろうか？　それが復活した際にとうとう顕けん在ざい化してしまったのか？

「見て」

　スノウピーが僕の前にひとさし指を差し出す。

「これ、あなたの体についてた」

　はっとする。いまのフロンアバターの一撃で付着したものだろう。見おぼえがあった。あの日、学校のどこかでフローンが拾ってきたもの。スノウピーの指先にはブドウを思わせる黒いつぶが付いている。

「フローンはエキゾチック物質を取りこんだみたい」

　スノウピーはけわしい顔で言う。

「どこで見つけたかは知らないけれど、そのパワーで強力なマイナスの自分を引き出したみたいなの。あれはフローンであってフローンじゃないの。なにかしら、純度のものすごく高い裏側のフローンが出てきちゃってる」

　──裏側のフローン。

　あのときヒノリカに倒たおされたかに見えたフローンだけれど、旧校舎にエキゾチック物質が残ってる可能性を思い出したにちがいない。そこにむかい、うまく一体化することに成功した。ここにいるのはマイナスのフローン。そのしもべなのだ。

「そぉーれ！」

「しまったっ？」

　フロンアバターが巨きよ大だいな手でヒノリカをわしづかみにする。べきべきべきっ！　ヒノリカは絹を裂さくような悲鳴をあげた。ヒノリカをとらえたまま黒雲が浮うかびあがる。

「あーばーにょー！」

　ぎゅるぎゅると回転しながらフロンアバターは夜空のむこうへ飛び去っていった。

　　　　５




「はあ、はあ、はあ……」

　僕とスノウピーは走り続けていた。

　とにかくヒノリカを助けなくちゃいけない。ほっといたらまちがいなく殺される。ほんの少しでもわかりあえるかもしれないと思った矢先にそんなこと絶対させるものか。

　さいわいスノウピーはフロンアバターの気配をおぼろげに感じられるらしい。あっちへ行ったりこっちへ行ったりするスノウピーの背中を僕はしゃにむに追いかける。

　可香谷さんに出くわしたのは長い地下道を走っていたときだった。激しい足音を立てていた僕たちを可香谷さんのほうが見とがめて追ってきた。

「ち、ちょっとっ！　あなたたち、そんな急いじゃってどこに行くのよっ？」

「可香谷さん！　こんなところでなにしてるんだっ？」

「わたしはお母さんにお使い頼たのまれて、スーパーにっ」

「スーパー？」

「スーパー……に行く途と中ちゆうでヘンなもの見たのよ。笑いながら飛んでいく黒い雲。いったいなにごと？　と思って、ぶらぶら探してたところなんだけどっ」

　それだ、と僕は走りながら思う。笑いながら飛んでいく黒い雲。

「そいつ、どっちに飛んで行ったかわかるっ？」

「線路の反対側に行ったわ。この地下道を抜けたら見えるかもだけど……」

　やがて僕たち三人は地下道の外に出る。そして思わず息をのんだ。

　結局のところ、あらゆるものごとは始まりの場所に戻もどってくるんだろうか？

　視線の先にあるのは以前スノウピーが入院していた病院。その屋上には黒い雲のかさなりが逆ぎやく円えん錐すい状にそびえたっていた。

　　　　６




　ひやり。

　そこに一歩足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かんふつうの状態じゃないことがわかった。

「気をつけて」

　スノウピーが先頭を行く。「ふたりともわたしのそばを離はなれないで」

　病院内には誰だれもいなかった。無人。そんな馬ば鹿かなことあるはずないのだけれど、医者も患かん者じやも看護師も誰ひとりいない。空気は灰色に染まり、しんと冷え切っている。

「な、なによぅ。なんなのここぉ……」

　可香谷さんがきょろきょろしながらおびえた声を出す。

「こんなのおかしいわ。こんなのってありえないっ」

「みんなどこに行っちゃったんだ？」僕は眉まゆをひそめて、「まさかフロンアバターに連れ去られたとか……」

　患者さんを？　そんなことをする理由はどこにもないように思えるのだけれど。

「そうじゃないわ。ここは次元がずれているみたい」

「どういうこと？」

「たぶんエキゾチック物質の影えい響きようだと思うの。ここはわたしたちのいた次元じゃないわ。病院であって病院じゃないの。ひとの姿がないのはそのせい。ここはたぶんマイナスの世界にある病院なの」

　マイナスの世界、と僕は思う。

　ここは僕たちとはちがう次元に属する病院なのだ──。

　階段をのぼり続け、やがて僕たちは最上階にたどりつく。屋上のドアを開けたところには異様な空間がひろがっていた。



「な、なんだここは……？」

　広い。まっくろなのに発光してるような奇妙な雲で四方がおおわれている。中心部にオベリスクがそびえ立ち、ぐったり目を閉じたヒノリカがくくりつけられていた。

「ヒノリカ！」

　駆け出す僕たち。が、不意に壁かべがもぞもぞとうごめき、びゅんとフロンアバターが飛び出してきた。もやもやと膨ぼう張ちようしながら立ちはだかって、

「ぎゃははは。じゃまさせるわけにはいかないにょー。あのコムスメはこれからフローンさまがじきじきにぶっころすんだからー」

「そんなことさせないわ。いますぐヒノリカを解放してあげなさい」

「やーだにょ！」

「言うこときかないと痛い目みるの。ねえ、フローンの分身さん。いい子にしないなら、あなたのことをちょっぴりこらしめてあげるけど？」

「ぎゃははははー。やってみればいいよ、ほねーちゃああああん！」

　フロンアバターがすさまじい勢いで長い腕をのばしてきた。スノウピーの蒼そう玉ぎよくの瞳にぼうっと青い火がともる。状じよう況きようにそぐわないきれいに澄すんだ声で、

「こらしめ開始」

　思わずぎょっ。──それは普ふ段だんのスノウピーの攻こう撃げきとは一味も二味もちがっていた。

　ずどんずどんずどんずどんずどんずどんずどんっ！

　うわあぁ、と僕は思う。

　ばかでかい氷柱つららがフロンアバターめがけて大量に飛んでいく。連発なんてレベルじゃない。数え切れない。次から次にフロンアバターを攻撃しにいくスノウピーの氷。物量無限大だ。おまけに貫かん通つう力を高めるえげつないスピンがかかっている。初めてスノウピーの世界で彼女に会ったとき、巨大な氷蜘ぐ蛛もを叩たたきつぶしたような超ちよう絶ぜつ的攻撃。

　これがスノウピーの『こらしめ』。

「ぷぎゃううううぅ！」

　フロンアバターは初しよっ端ぱなから圧あつ倒とうされていた。

「つ、つよい……。つよいにょ！　ふぐぐぐ……こんなにこんなにつよかったなんて」

「お姉さんだもの」

「ふぎゃ？」

「だってわたし、お姉さんだもの。妹より強いのは当然のことなの。理り屈くつにあうの」

「い、いいよーだっ！　だったらフローンさまにやっちゃってもらうにょ！」

　フロンアバターはくるりと身をひるがえす。雲の壁まですっ飛んでいき、ぼんっ！　吸いこまれるようにして消えた。──逃にげたらしい。

「すごいじゃないか、スノウピー！」

　僕は彼女に駆けよりながら、

「いつもより断然いきおいがあったよ。こんな底力があるならヒノリカにも使えばよかったのに……。あ、もしかしてヒノリカが人間だから手加減してあげたのか？」

「そんなことしないわ」

「え？」

「わたしは一生懸けん命めいやっているひとに手は抜かないの。戦うときはいつだって全力で叩きつぶすのよ」

　とりすました顔つきで冷ひや汗あせが出るようなことを言う。

「ふ、ふうん。そう……」

「わたしにも仕組みはよくわからないけれど、ここがいつもの次元から離れてるせいだと思う。なにかしら、体がきゅってひきしまる感じがするの。すごくたくさんの力を呼べるってわかるの。きっとここはスノウピーの世界に近いのね。いっぱい力を使える。この空間はひんやりしていて気持ちがいいわ」

　ひやひやなの、とスノウピーは言う。

「そうなのか。……まあ気持ちがいいのはいいことだと思うけど」

「わかってる。そういうことを言ってる場合じゃないわね」

　スノウピーは無表情のままチロリと舌を出し、頭を拳げん骨こつでこつんと叩く。滅めつ多たにお目にかかれないスノウピーの茶目っ気ポーズ。ひさしぶりに思いきり力をふるうことができて若干たかぶっているらしい。

　スノウピーはオベリスクにむかって氷の砲ほう弾だんを放った。柱は呆あつ気けなく瓦が解かいして、とらわれのヒノリカが落ちてくる。僕と可香谷さんは走っていき、その体を受け止めた。



「どうしてボクのこと助けに……」

　ヒノリカはうつむき、細かくふるえる声で言った。

「ボクはスノウピーくんを退治しようとしたんだよ？　キミたちの敵なんだ。どんな目に遭あわされたって仕方ないボクなんだ。それなのにこんなところまで助けにきてくれて」

「あなたっておろかね」

「え」

　あなたはちょっぴりしつこいの、とスノウピーは言う。

「たしかにあなたは嫌なひとだった。やられたときは頭にきたの。でもそれはなんていうのかしら……一種の実験みたいなものでしょう」

「実験？」

「ええ。実験はいつか終わるわ。終わったら結果が出てくるの。それをもとにわたしたちは対象の心を理解する」

　実験の結果は変わることもあるけれど。

　スノウピーは静かに言う。

「悪いことしたり、ひとを傷つけたり、ぷんぷんしちゃうような結果が出ることもあるけれど。でも実験ってそういうものよ。いっぱい繰くり返せばいつか真実をつかめるの」

　ヒノリカはまぶしいものを見るように目を細めて、

「……ボクにはそれ、つかめるだろうか」

　それからふたたび瞳ひとみを翳かげらせる。

「だけどもう遅おそい。あいつには誰も勝てないから。たぶん、ボクたちはみんな……」

「にゅー！　はー！」

　上空から響くすさまじい声。天を見上げ、僕の心臓はばくんと打つ。くらくら視界がゆさぶられるような現実感の喪そう失しつ。

　──な、なんだあれは……？

　そいつは紫むらさき色いろにばちばち帯電していた。雲は怒いかりの形相をしていた。高層ビルよりはるかにでかい。雲のドームの上方にある隙すき間まから巨きよ大だい化かしたフローンが僕たちをぐぐぐうっと覗のぞきこんでいる。黒雲の隙間をメリメリひろげて顔を突つき出しながら、

「ようやくじゅんびができたところだったのにたすけちゃうなんてー。これだからムシケラはいやだよー。ほーんと、むかつくにょ！」

「フ、フローン……」

　なのか？

　でかすぎる。

　僕はごくんと苦いつばを呑のみこみ、

「もうこんなことやめてくれ！　お願いだっ。だいたいなんだってそんなにでっかく」

「えきぞちっくぱわーをつかったにょ！　わたしのせかいからチカラをよんだんだよー。にゅふふふぅ。もうこわいものなんかなんにもないにょ。よんできたサイキョウのかみなりぐもで、せっかくそいつをくろこげにしてやろうとおもったのにー」

「ば、ばかなまねはよせっ！　フローンはそんなことしちゃだめだっ！」

「なんでー」

「いい子だから！　フローンはいい子だって僕は信じてるから！」

「にゅふふぅ」

　あどけなく笑って。

「ほにーちゃん、ちょっとうるさーい！」

　フローンの目がカッと苛か烈れつなきらめきを放つ。白くて細い光。目がくらんだ。落ちてきたのはジグザグに曲がりくねる稲いな妻ずま。それは闇やみの雲におおわれた黒い空間を切り裂さき、僕のそばに突き刺ささって、地面はギザギザの波みたいにささくれかえる。

　ばあああんっ。

　体を焼き尽つくされるような衝しよう撃げきで吹ふっ飛んだ。みんなも巻まき添ぞえをくらったらしく、ひいいっ、きゃああっ。女の子たちの悲鳴が遠くで聞こえる。

「ムシケラはみんないなくなっちゃえばいいんだよー！」

　　　　７




　もうだめだ……。

　僕はかすみのかかったような頭で考える。

　あおむけになった体はぴくりとも動かない。当然だ。だって雷かみなりに打たれたんだから。人間があんなのに勝てるわけがない。相手は高次元的な存在──。いままで意識しなかったけれど、人間をはるかに超こえた神のような存在なんだ。そういう相手になにをしたって無む駄だ。いくら本気でぶつかっていったって、まるごとの自分でむかいあったって限度ってものがあるだろう。だめなものはだめなんだ。

　僕たちはもう……。

　首を横に倒たおすと、呆ぼう然ぜんとした顔でへたりこむ可香谷さんと、うつぶせになって動かないヒノリカが目に入る。そんななかでひとりスノウピーが片かた膝ひざをつき、よろよろと立ちあがった。上空の巨大フローンめがけて氷のミサイルを撃うつ。

　びゅんびゅんっ。

「むーだー！」

　横からもわっと雷らい雲うんが飛び出してくる。氷はフローンに届くことなくそれに吸いこまれた。……ぱりっしゃりっ、ぱりっしゃりっ。氷を咀そ嚼しやくするようにその雲はうごめき、ぶくぶくとふくれあがっていく。直後しゅごおっと細い稲妻がスノウピーに降った。落雷をあびる寸前スノウピーは氷の盾たてを出す。が、ぱりいいんと砕くだける音。煙けむりがひいたところには両手を地面について顔をしかめるスノウピーがいた。

「くうぅ」

「しってるー？　ほねーちゃん、かみなりぐもはこおりをたべるんだよー？」

「氷を……食べる？」

「そーそーそー。かみなりぐもはこおりのつぶをぶつけあってセイデンキをつくっているにょ。にゅふふふぅ。そいつがかみなりのもとなのだ！」

　なんてこった。

　スノウピーの力が通用しない──。通用しないどころか、スノウピーの氷はフローンの稲妻のはごろもに力を与あたえてしまうのだ。

「にゅーふーふー！　まだまだこれからなにょ！」

　おいうちをかけるようにフローンは語る。たぶんこのような意味だった。



　エキゾチック物質によってひろげられ、固定された次元の穴から、もうすぐ仲間たちがやってくる。それは雲次元のおそろしき住人たち……いまフローンがまとっているものより強力な帯電積乱雲だ。彼らが到とう着ちやくしたらいっせいに外の次元にせめこむつもりでいる。稲妻をもって人間どもを世界から追い出してやるのだ。ヒノリカみたいなむかつくやつらはみんないなくなっちゃえばいい。この世をすぽっと裏返してやる。地球を雲の楽園にしてやる。自分たちにはそれができるのだ！



　めりめりめりめりめりめりっ。

　雲の隙間をおしひろげ、いまにもこちら側に出てこようとしている巨大フローン。この世界は引き裂かれてしまうんだろうか。

「な、なによぉ……。なにがもうどうなってるのよぅ……っ」

　可香谷さんは地面にへたりこんで頭を抱かかえている。そのそばではヒノリカがうつろな瞳をして、やはり立ちあがることができない。うわごとみたいにつむがれる言葉は先ほどからずっと同じだ。

「お、お母さん……」

　僕のまわりの女の子たち。いつもはあんなに気が強くて一ひと筋すじ縄なわじゃいかない彼女たちがここまで打ちのめされているところを初めて見る。ほんとにもうだめみたいだ。僕たちにできるのはただ絶望して稲妻に打たれることだけ。

　もうおしまい──。



「……ぷきっ」

　ん？

「ぷきっ！　ぷきっ！　ぷききっ」

　んんんん？

　顔をむければ、そこにはリボンをぴいんと立てたスノウピー。くちびるを引き結んでおどりを踊おどっている。あれだった。冷静な頭のはたらきを取り戻もどすための例のおどり。

「もう！　どうしてここで弱気になっちゃうの？」

　踊り終わったスノウピーは凜りんとした声で呼びかけた。

「あきらめるのはまだ早いの！　どんなときだってあきらめたらおしまいなの。最後まであきらめちゃだめ。力をあわせればなんとかできるかもしれないでしょう。わたしだけならともかく、こんなところでみんなが命を落とすのはいやよ。ぜんぜん、まったく、これっぽっちも理り屈くつにあわない！」

　へたりこんでいた僕たちは目をまるくして顔を見合わせる。

「たしかにわたしの氷はあの雷雲に通じないわ。でもあきらめないで。みんなで考えましょう。みんなで知ち恵えをふりしぼれば、わたしは絶対どうにかなるって信じているの」

　かっと体が熱くなった。

　まったく。僕はいったいなにをひとりで絶望していたんだろう？　僕はまっすぐいろんなことにぶつかっていくって決めたのに。こういうときこそ男子の僕ががんばるべきじゃないか。僕よりずっと小さくて華きや奢しやな女の子に奮い立たされちゃって、これじゃ彼女が言うようなキラキラしたものは当分つかめそうにないけれど──。

　だけど、うん。たしかに僕にもできることはある。

「方法はあるはずだ」

　さっと起きあがって、

「スノウピーの言うとおりだと僕も思う。なにか考えよう。僕はたくさんアイデアを出すよ。ねえ可香谷さん、ヒノリカ、みんなで協力しよう。こっちはひとりじゃないんだ。絶対なにか思いつくはずだから」

「そ、そっか……」可香谷さんもこくんとうなずき、「ウン、そうよねっ！　わたしたち四人もいるんだもん。文もん殊じゆの知恵よりいいひらめきが訪れちゃうかも」

「ボクも知恵熱が出るまで考えるっ」

　僕たちは駆かけよって顔を突き合わせる。



「つまるところ、あの雷雲さえどうにかすればいいんだよね」

「そうよ。エキゾチック雲」

「うーむ。雲だけに吹きとばしちゃえばいいんじゃないかしら？　ぴゅーんって。ねえ、スノウピーさんは魔ま法ほうで風を起こしたりはできないの？」

「風は無理。わたしは雪と氷しかあつかえないの」

「そうなんだ」

「あ、たしかベラって竜たつ巻まきに変身できたはず。そうだよヒノリカ、あれを使えばっ！」

「いや、ベラは竜巻の状態では飛ぶことができないんだ。役に立てなくてごめんよ」

「な……なによなによなによ？　ちょっと、葛か西さいさんもスノウピーさんみたいな力を使えるわけ？」

「いや、まあ」と僕は言う。

「なに？　そのいかにも誤ご魔ま化かしてますって感じの言いかた」

「そ、それについてはあとで説明するよ。ごめん可香谷さん。話すと少し長くなるんだ」

「むー」

「怒おこらないで」

「怒らないわよっ。うー……。とりあえず葛西さんは竜巻を起こせちゃうわけ？」

「うん。炎ほのおの竜巻なんだけどね。ものすごい熱を出すからけっこう危ないんだ」

「それよ！」



　ひらめいたのは可香谷さんだった。誇ほこらしげにむうんと胸を張って、

「こないだみんなで銭湯に行ったじゃない？　あれがヒントというか、とっかかりになったのよね」

　あの夜、お風ふ呂ろからあがった可香谷さんはスノウピーに質問されていた。熱いお湯はどうして上のほうにたまるの？

　そのときは答えられず、別になんとも思っていなかった可香谷さん。最近心境の変化があった。尊敬する作家の芍しやく薬やくアキラに言われたことが彼女を駆り立てたのだ。

　ＹＥＳ、『緻ち密みつに考えること』。いいお話を書くためには普ふ段だんからいろんなことを調べておいたほうがいい。しっかり考えるクセをつけといたほうがいい。というわけで、可香谷さんは物理の授業のあと兄ちゃんをつかまえて、熱いものが上じよう昇しようする理由を訊たずねてみた。

　熱せられたものは膨ぼう張ちようする。膨張するとみっしりつまっていた分子がまばらになる。それはすなわち軽くなるということだ。軽いものは水であれ空気であれ上にいく──。

「まああれよね。言うなれば熱気球が浮うかぶ理由とおんなじよね」

「なるほど」

「なるほど」

　そのとおり。──僕たちはスノウピーの氷とヒノリカの炎をあわせて強い上昇気流をつくることにした。



「おっと？」

　それにとりかかろうとしていたとき、不意にポケットの携けい帯たいがふるえる。落雷の危険に満ちたこのエキゾチック雲空間、てっきり圏けん外がいだと思っていたけれど、ディスプレイには兄ちゃんの名前が表示されていた。

「もしもし、兄ちゃん？」

「おっ、無事か！　いったいどうなっているっ？」

「突とつ然ぜんどうしたの？」

　僕はきょとんとしながら、

「どうにかこうにか無事だけど……。いま大変なことになってるんだよ。できればあとにしてくれないかな」

「こっちだって大変なことになっている。おまえ、いまどこにいやがるんだ？」

「なにがあったの？」

　兄ちゃんは要領よくまくしたてた。

　名状しがたい異様な雷雲が夜空にたれこめている。それは放電を繰くり返しながらふくれあがり、いままさに病院をすっぽりのみこもうとしているのだと。

「たまたま通りかかったら馴な染じみの病院がとんでもないことになっていやがる。さすがの俺もおったまげたぜ！　こいつはあきらかに普ふ通つうのことじゃねえ。まさかと思って電話してみたら、やっぱりおまえたちがかかわっていたとはな……」

　どうやら雲は着々と僕たちの属する現実を侵しん食しよくしているらしい。

「まあいい。弟よ。そこにヒノリカって女の子はいるか？」

「ヒノリカ？　う、うん……。いることはいるけど」

「ふん。やっぱりか」

　どういうことなのか話が見えない。でも兄ちゃんが代わってくれというので困惑しつつもヒノリカに携帯を渡わたした。訝いぶかしげな顔をしながら彼女は電話に出て、

「もしもし……？　だれ？」

「ヒノリカ！　ヒノリカなのねっ？」

　叫さけぶような声はそばにいる僕にもはっきり聞こえた。

「そこにいるのね？　そこでちゃんと生きてるのねっ？」

「お母さん」

　かすれた声で言うヒノリカ。

　僕は目をまるくする。──ヒノリカのお母さん。

「声がしたのよ。悲鳴が聞こえたような気がしたのよ。窓の外にきゃああって響ひびいてた。風の音じゃなかった。あなたの声だった。なんて言ったらいいか……いまにも消えてなくなってしまいそうな……。わたし、あなたのことが心配で、すごく心配で、わたし」

「お、お母さん。ちょっと落ち着いて」

「でも生きてるのね？　あなたちゃんとそこにいるのね？　ちゃんといるのね？」

「いる。ここにしっかりいる。だいじょうぶ」

　かなりそわそわした話しぶりのヒノリカのお母さん。その声には聞き覚えがあった。

　うん、病院で何度か会った、ちょっと気難しそうな女のひとだ。

　日当たりの件で看護師長さんになだめられていた──。うん、ぼくがいいよいいよとみんなに合わせるようになったきっかけをくれたひと。

　あれはヒノリカのお母さんだったのか……。

　結果的に僕のやりかたはいろいろまちがっていたわけだけれど、まちがわなければ大事なことに気づくこともなかった。その端たん緒しよを作ってくれたヒノリカのお母さんには素直に感謝したい。

　思い返せば、日本人にしてはめずらしいあの髪かみの色はヒノリカとおんなじだ。顔だちも似ているし。そしてなんとなくヒノリカの性格──環かん境きように過か剰じよう対応するようになった理由がわかった気がした。

「うん。だいじょうぶ。うん」

　こくこくうなずきながらヒノリカは目に涙なみだを浮かべている。海辺で拾った宝物の貝がらみたいに携帯を耳にあてがい──。

　そのとき突然ぴっぴっぴっ。携帯のアラームが鳴った。

　まずい、もうすぐバッテリーが切れるぞ。通話口のむこうでなんらかのやりとりがあったらしく、「んっ」と言ってヒノリカが僕に携帯を手て渡わたしてくる。

「ふう。なんとかメッセージを送れてよかったぜ」

「兄ちゃん、いったいどういうことなの？」

「いや、屋上に行く途と中ちゆうでばったりこのひとに出くわしてな。なんだかずいぶん取り乱してたもんだから、ちょいと落ち着かせてやった。訊きけばあれだ。娘むすめの叫び声ごえが聞こえてきたっていう。話によりゃあ高校生だっていうじゃねえか。それでなんとなくピンときちまってな。ダメもとでおまえに電話をかけてみた」

　そしたらつながっちまったわけだ、と兄ちゃんは言った。

「要はいろんなことがみんな必然だったってことよ」

「なるほど」

　たしかに必然なのかもしれない。虫の知らせというか、母親ならではの直感というか。理屈を超こえているけれど、それはこの世に存在するから。心の底から望んだとき、それがいろんな形であらわれることを僕は知っている。

「とにかくさっさと帰ってこい。みんながおまえたちのこと待ってるからよ」

　兄ちゃんが言い終えると同時にバッテリーは切れた。



「お母さん、ボクはもうすぐ帰るよ」

　ヒノリカは己おのれに言い聞かせるようにつぶやく。

「この雲をぶっとばしてボクは帰る！　もうすぐ。そうしたら話すから。いろんなことをちゃんと、お母さんとたくさん話すから……」

「ヒノリカ。いそがないと」

「うん」

　フローンは暗黒の天てん蓋がいをメリメリ裂さき続けており、それはもう隙すき間まというより横開きのドアのよう。すでに上半身をのりだせるくらいになっている。限界は近かった。

「まだ心にずいぶんひっかかりがあるよ。ボクにはいろんなことがあったし、まちがったこともしてきたし……ううん。なにが正しくてなにがまちがってるのか、それすらまだよくわからない。頭がゴチャゴチャしてて……。滑こつ稽けいだよね」

　だけど。

　ヒノリカはきりっと言う。

　これからは探さぐっていくよ。ボクは自分の心のうちを。正しいやりかたを。キラキラしたものに手をのばしたいから。そうしていきたいんだっ。

「裏も表も、プラスもマイナスも、いい面も悪い面も含ふくめていまのボク」

　ぼうっと音がしてヒノリカの背後にベラがあらわれる。

「だからそういうのをひっくるめて、まるごとそのまま……」

　ボクを全部ぶつけてやるっ！

　ふくれあがったベラがヒノリカを一いつ瞬しゆんでのみこみ、それは炎の竜たつ巻まきと化した。

　どおおおおっ！

　熱い嵐あらしが吹ふき荒あれる。間かん髪はつ入れずにスノウピーが両手を高くかかげると、巨きよ大だいな氷の柱が、どすんどすんどすんどすんっ！　空からいくつも落ちてきて炎の竜巻を取り囲む。ぴったり隙間なく密みつ封ぷうした。最後にひらべったい氷のふたが落ちてきて、ばたん！　あっという間に冷たく光る氷の神しん殿でんができあがる。

　うっすらと霧きりのようにたなびく氷の粒つぶ。

　それはヒノリカと熱をなかに封ふうじこめている──。

「準備できたわ。あとはあなたがやるの」

　スノウピーが僕に顔をむけて、

「発火装置はあなたなの。導火線にあなたの力で氷の火をつけるの」

「……うん」

「あなたにしかできない」

　僕はゆっくり手のひらを氷の神殿にむけた。

　さあ、できるだろうか？

　望まれている行こう為いはわかる。はたして僕にやれるだろうか。旧校舎を氷の炎ほのおで凍こおりつかせた奇き跡せきみたいな力……。あのときみたいな力が僕にまた出せるだろうか？

　可香谷さんは口に手を当てて、スノウピーは期待するような瞳ひとみで僕を見つめている。

　ひとの気持ちがよくわからない僕だけれど、みんなの願いをうまく飛びたたせることができるだろうか。僕はそれを受け止めてまっすぐ天に放つことができるだろうか？

　わからないが……僕は望む。どうにかしてそれをしたい。

　いま僕は心の底からそれをしたい！

　神様、どうか力を。みんなを助けるための方法を。僕のなかにある氷のかたまり。そこからもういちど奇跡の力を呼びさましてください！

　不意に僕の手から光がほとばしる。氷の神殿がその波を受けてぴしり！　乾かわいた音を立てて亀き裂れつが入る。ばりっ。ばりばりばりばりっ！　氷のふたがざっくり割れて、ルビーみたいな赤い爆ばく発はつが解放される。圧縮された空気が轟ごう音おんとともに天に立ちのぼった。魔ま法ほうじみたすさまじいスピンを加えられて。

　それはキラキラと氷の粒をまきちらす灼しやく熱ねつの気流だ。どこまでもまっすぐ上じよう昇しようする。

　いけえええええっ、と僕は思う。

　飛べ、昇れ！

　すべてまきあがらせろ！

　よくない雲を吹き飛ばせ！

　もやもやを全部どっかにやって、ここに澄すんだ空を返してくれ！

「とんでいけええええええええええっ！」



　雷かみなり雲ぐもがちぎれ飛んだ。それは黒雲やエキゾチック雲や、ありとあらゆる雲をこなごなに吹き飛ばし、巨大フローンの顔にぶち当たる。獣けもののような叫びがあたりにとどろいた。超大型の台風みたいな風がびゅうびゅう吹き荒れ、僕たちはおたがいの体にぎゅっと強くしがみつき、どうにかそれをやりすごした。



　やがてあたりは静かになった。

「終わった……のか？」

「終わったわ。やっぱりあなたは素晴らしいものを持ってるの」

「素晴らしいもの？」

　さあ目を開けて、とスノウピーは言う。

「自分の心にまっすぐむかいあう者。それがこの世でいちばん強い」

　おそるおそる目を開けると、そこにひろがっていたのはホッとする光景。

　よかった。すべての雲は取り除かれている。僕はどうにかそれをやり遂とげることができたんだ。僕たちがいたのは病院の屋上──。

「わあ」可香谷さんが喜びの声をもらす。

　そこは異次元の病院じゃなくて、いたって現実的な現実の屋上だ。夜の闇やみのなかにぽつぽつ浮うかんでいるあたたかな家々のあかり。空には清潔な冬の星がまたたいている。

　あれはきっとオリオン座。あるいはベテルギウス。もしくはプロキオン……。

　ん？　ちがうみたいだ。だんだん大きくなっている。

「ふにゃあああああっ？」

　落ちてきたのはフローンだった。

　ぼむん！　僕たちは四人でしっかりと彼女を受け止めた。

「ごめんちゃい」とフローンは言った。ごめんちゃい。

　エキゾチック雲を吹っ飛ばしたせいで裏返っていた性質がリセットされたらしい。すっかり正気に返っている。僕たちにしがみつき、ごめんちゃいごめんちゃいとフローンは泣きじゃくった。ごめんですんだら……ううむ、どうなんだろう。

　やがてうしろでドアが開き、いろんなひとが駆かけてきた。

　医者や看護師さん、兄ちゃんもいる。ヒノリカのお母さんもいる。

「あっ？」

「ヒノリカ！」

　僕たちは顔を見合わせてうなずき、みんなを出迎えた。



    

  
    
      　エピローグ




「ねえ、じゅりん君」と僕は言った。

「どぅした？」

「じゅりん君ってさ。こうして見るときれいな顔してるね」

「……おまえなぁ」

　じゅりん君は片手でお湯をすくい、ちゃぷんと肩かたにかけながら、

「こういうシチュエーションでそういうこと言うなよ」

「いけないことかい？」

「別にいけなくはないけどさぁ。どんだけ空気読めないんだっちゅーの」

　僕とじゅりん君はいっしょの湯船に浸つかっていた。彼とお風ふ呂ろに入るのが初めてなら、眼鏡めがねをはずした顔を見るのも初めてだ。汗あせが頬ほおをつたい、あご先からぽちょんとお湯のなかに落ちる。きれいなラインだ、と僕は思う。

「じゅりん君って、すごく繊せん細さいなつくりの顔してる」

「あぁ？　てゆーか、おまえもひとのこと言えねぇし」

　そう言って湯船からあがるじゅりん君。僕は彼のむきだしの背中を追った──。



「……おまえらいったいなにやってんだ」

　うしろから兄ちゃんが乾いた声でつっこみを入れる。それは半ばひとりごとのようだったけれど、あえて答えるならこうだった。

　その晩、僕たちはみんなで銭湯に来ていた。いろんなトラブルが片付いたお祝いにぱあっと打ち上げでもしましょうよっ、と可か香が谷やさんが提案したのだ。例によって兄ちゃんがまた無料入浴券を提供してくれたので、あれよあれよという間に銭湯に行くことに。

　でも僕的にはほんとはあまり乗り気じゃなかった。ただひきずられてしまっただけ。スノウピーもいることだし……。というか、スノウピーもひきずられちゃって可哀かわい想そうに。

　なんてことを思いながら脱だつ衣い所で着がえをする。外ではすでにみんなが待っていた。



「おっそーい！　あなたたち、いったいいつまで入ってるのよっ」

「待たせてごめんね、可香谷さん」

「わりぃっす。俺けっこう長風呂でぇ」

「ったく、待ちくたびれちゃったわよ。せっかくすごいニュースがあったっていうのに」

「すごいニュース？」

「ええ」可香谷さんは力強くうなずき、「スノウピーさん、なんとお風呂にばっちり入れるようになってたの！」

「なんだって？」

　思わず目をしばたたく。スノウピーはホカホカと赤ちゃんみたいに湯気を立てながら、ベビーピンクに上気した無表情でうなずいた。

「こっそり特訓していたの」

　その声はあきらかに高こう揚ようしている。

「わたしはたしかに頭がいいの。でもただの頭でっかちじゃないの。体を鍛きたえることだってちゃーんとできるわ。わたしはそれを証明したの。負けたまんまじゃいやだもの。わたし、肩までお湯につかってしっかり数えちゃったの」

　じゅう！

　スノウピーは両手の指をひろげた。

「ごらんなさい。わたし、とうとうやりとげたわ。自分の尊厳をばっちり取り戻もどしたの。わたしは大きくパワーアップしちゃったの」

　興奮気味に語り続けるスノウピー。きっとすごくうれしいんだろう。僕もうれしい気持ちで満たされていく。たぶん全員うれしく思っている。ヒノリカとフローンもにこにこ楽しそうに笑っている。



    

  
    
      

　あれから三日。すでにいろんなことがいろんなところに落ち着いていた。

　ヒノリカ。──立ち入ったことは聞いていないけれど、ちゃんとお母さんと話すことができたらしい。あの夜、屋上でなにも言わず、ただ静かに抱き合っている姿を見て僕も心が打たれた。いきなり元どおりの関係を取り戻すのは難しいだろう。でも最初の一歩を踏ふみ出せたことはまちがいない。彼女はこれからどんどん良くなっていく。ほんとによかったと思う。

　フローン。──とんでもないことをやらかしただけに、ずいぶんと反省したみたいだ。とはいえ、エキゾチック物質のせいで性質が裏返っただけなのだし、被ひ害がいというほどの被害はなかったので、いまもしれっと僕の家にいる。いいんだろうか？　いいんだろう。誰だれにだってプラスもあればマイナスもあるから、いちどやらかしちゃったくらいで放り出したりできない。それよりなにより、生きててよかった。



「それにしてもさ」

　唐とう突とつにヒノリカが言う。

「可香谷くんはすっごい胸がおっきいよね！」

「な、ななななっ？　いきなりなに言うのよぉっ、葛か西さいさんっ？」

　可香谷さんはまっかになって両手をぱたぱた振ふる。

「やめてよ、こんなところでそういうこと言うのっ」

「ボク、うらやましいんだよ」

　ヒノリカは頭のうしろで両手を組み、にこにこ笑っている。

「いったいなにを食べてればそんなに健康的になれるのかな。可香谷くんはめぐまれすぎてるよね。参考までに教えてよ。ボクたち友達でしょ？」

「ウフフ。それはやっぱりミルクなんじゃないですか」

　スガモさんが素敵なスマイルを浮かべて答える。

　というか──どうしてスガモさんがこんなところにいるんだ？

　いや、別に深い理由はない。ばったり入り口で会ってしまっただけ。お肌はだにいいからたまに来ているという。スガモさんは笑えみを絶やすことなく、ひとさし指を桃もも色いろのくちびるに当てながら、

「だって健康にはやっぱりミルクがいちばんですもの。あと、毎日こまめにマッサージするのも効果的だと思いますよ」

「微び妙みように面おも白しろいこと言うよね、スガモさんは」

「あら。わたしなにか面白いこと言っちゃいました？」

「うーん。ボク的にはそう感じられたけどね、マッサージって」

「な、なによなによっ？　わたし、マッサージなんかしてないわよっ！」

「きっと成長期なんでしょうね、可香谷さんは」

「それはとてもすてきなことなの。体が大きくなるのはいいことなの」

「ボクもあやかりたいものだよ」

「そだねー。ヒノリカはあたしよりもちっちゃいにょ」

「な、なにいっ？」

「にゅふふぅ！」

「ば、ばかも休みやすみ言いなよ！　いくらボクでもキミには負けちゃいないよ！」

「そうかなー？　ほねーちゃんはどう思うー？」

　スノウピーは屈かがむような格好で、フローンとヒノリカを交こう互ごにじいいいいっ、じいいいいっ。その瞳ひとみはどこまでもきまじめに澄すみ切っている。

「判断が難しい」

　抑よく揚ようのない声で、「これはものすごく難しいの」

「なんだよっ？　スノウピーくんひどいよ、それっ？」

「さわってたしかめてもいいかしら」

「いやだよ！」

　困ったわね、と真しん剣けんに考えこむスノウピー。ぷんすか頬をふくらませているヒノリカ。えへへと屈くつ託たくのない笑みを浮かべるフローン。白・赤・緑の三色だんごみたいに彩いろどりあふれる人間模様が展開されている。

「ねえ、あなたはどう思う？」

　不意にスノウピーが僕に清せい澄ちようなまなざしをむけてきた。

「この問題についてあなたはどんなふうに考える？」

「いやその……」困るなあ。

　どうなんだろう。どうなんだろう。ほんとにどうしたものか？

　というか、こういうことを考えてると次第に胸のあたりがむすむずしてくる。妙みような感じに熱くなってくるというか、もやもやするというか。

　おかしいな。もやもやはみんな吹ふきとばしたはずなのにまた不ふ穏おんな雰ふん囲い気きが……。

「早く答えたらどうなのさ。ボクを焦じらすのがそんなに面白いのかい？」

「ねーねー、どっちどっちー」

「わからないよ」僕は赤くなりながら正直に言う。なんて機転に欠けたことを言うひとだろう、とみんなが少し白けた顔をする。僕はうつむく。



　　　　＊



　いろんなことが僕にはまだよくわからない。

　みんなの気持ちも、ものごとの正しいありかたも。昨日わかったはずのことが今日にはわからなくなっていたり、わかったと思うと手をすりぬけて、もやもやした霧きりのなかに逃にげていってしまったり。

　それは仕方ないことなのかもしれない。この世界はとても複雑な場所だから。

　だけど僕は進んでいこう。

　できる限り正直に。

　まっすぐ自分の心とむきあいながら。

　そうすればいつか……。僕はそれを信じることができる。

　いろんなことがわかるといい。いつかたどりつけるといい。氷の奥にあるキラキラした場所に。みんなの気持ちがちゃんと伝わりあう、ほっと心安まるところに。



    

  
    
      
　あとがき






「あとがき、ＭＡＸで十四ページです。十ページくらい書くか、本文を削けずりましょうか」



　担当さんからのそんなメモが初しよ校こうゲラに貼はってありました。あとがきのプロットを作ろうかと二、三日真剣に考えた山田有ゆうです。皆様おひさしぶりです！　スノウピー二巻をお買い上げくださいまして誠にありがとうございます。

　今回のあとがきは長いので、いくつかのトピックに分けて書かせていただきますね。





　１・あとがきのページ数のこと

　あとがきの短い本と長い本があります。なぜでしょう？

　本人があとがきをたくさん書きたいと言ったから。

　そういうケースもあるにはあるかもしれませんが、基本的には製本上の都つ合ごうという理由がいちばん多いように思います。

　作者はＰＣのワープロソフト（私はＷｏｒｄを使っています）でお話を書き、それを担当さんにメールで送ります。どのページにイラストを入れるのか、章ごとに改かいページするのかどうか等はすべて担当さんが考えてくれます。その作業を経へて、印刷物としてのレイアウトが決定した時点で、あとがきが何ページもらえるかも決まります。

　文庫はａページ×ｂ折という形で製本されます。合計ページ数は必ずａの倍数になるので、そのページ数合わせをする必要があり、あとがきの長さに差が出るのでした。





　２・ヒロインのこと

　スノウピーかわいい。

　自分が書いたキャラはみんなかわいい子供のようなものですが、個人的にはやはりスノウピーがいちばんかわいいです。皆さんもそう思ってくださると嬉うれしいのですが……こればかりは好みの問題。スノウピーかわいい。

　や、一巻の時点ではこのシリーズの表紙は毎回スノウピー単体でいくものだと思っていたんです。スノウピーかわいい。でも発売後に可か香が谷やさんの人気ぶりを見た担当さんが、

「二巻は可香谷さんも表紙に出しましょう」と提案してくださったので、ありがたくもそのようになっております。スノウピーかわいい。狐こ印いんさんの素す敵てきなイラスト、ヒロインがふたりも描かれていてキュートさも二倍！　と単純にうれしい半面、三巻の表紙は可香谷さんにのっとられてしまうのじゃないかと危き惧ぐも少々……。

　スノウピーかわいい。





　３・今回の内容のこと

　一巻のラストが微妙に最終話っぽい内容でしたが、実際には人生はどこまでも続いていくわけで、むしろここからが本当の始まりですよね、と二巻を書く前に担当さんから助言をいただきました。そのとおりだと思いました。

　というわけで、今巻から主人公の新たな心の旅が始まっております。不器用なりに一いつ生しよう懸けん命めいあがいているようです。がんばってほしい。

　……なんて書くと、なにやら小難しい感じがしますが、実際は娯ご楽らく小説です。気軽に読んでいただきたいです。今回、特に力を入れた部分はラブコメとバトルです。一巻があまりエンタメっぽくなかったので反省しました。新キャラもたくさん登場します。

　誰かひとりでも気に入ったキャラがいてくださるなら、これに勝る喜びはありません。

　スノウピーかわいい。





　４・タイトルのこと

　今回も担当さんに決めていただきました。大変ありがたいです。良いタイトルだと思いますし、自分でも気に入っています。どういう内容なのかとても伝わりやすいです。

　といいますか、今回はプロットより先にタイトルを決めていただいたので、そこから逆算して話を作っていきました。最初は勝手がわからずとまどいましたが、結果的にはすごくいろんなことの勉強になりました。いまはチャレンジしてよかったと心から思っています。

　何事も経験とはよく言われることですが、それが言葉でなく心で理解できました。

　プロシュート食べたい。





　５・富ふ士じ見み書しよ房ぼうのこと

　九く段だん下した駅えきをおりてまっすぐ歩くと靖やす国くに神社。大おお鳥とり居いをくぐって直進すると大きな銅像があるのですが、そこから右に曲がってしばらく歩いたところにあります。赤あか煉れん瓦がのかわいらしい建物です。かわいらしい女性の社員さんもたくさんいます（ファンタジア文庫は女性の編集者さんがけっこう多いです）。もちろん素敵な男性社員さんもいます。親切な守しゆ衛えいのおじさんもいます。

　守衛のおじさんは本当に親切です。私が打ち合わせに赴おもむいた際、なにをどう言ったらいいんだっけ、と挙きよ動どう不ふ審しんになっていても「ここに名前を書いて……」みたいに優しく教えてくれます。担当さんが来るまでのあいだ所しよ在ざいなく立っていると、「そこ座ってれば……」と声をかけてくれます。ひとの親切が身にしみる今日このごろ、守衛さんありがとうございます。

　十九時になると正面の門が閉まるので、裏口から入らないといけなくなります。そうすると守衛のおじさんに会えないので、打ち合わせは十八時くらいがいいな。

　守衛さん優しい。





　６・近況のこと

　バランスボールを買いました。室内エクササイズに使われる、大きくてぷよぷよしたビニールの球です。もともとは小説を書く際、バランスボールにすわって作業すれば運動にもなるし、楽しくていいんじゃないかと考えて購入したのですが……。

　安あん易いな考えだったようです。

　机の高さとボールのサイズが微妙に合わなくて不自然な体勢になり、なんだか集中できません。また、絶えずぷよんぷよんと体が上下して安定しないので（バランスボールなので当たり前ですが）、それも作業には適さないみたいです。

　やはり体操するときは体操に専念したほうがいいのですね。

　というわけで最近は疲れを感じた際、ベッドの上でバランスボールとゴロゴロ戯れて、体の凝りをほぐしています。ゴロゴロゴロゴロ……。

　バランスボール気持ちいい。





　７・ペットのこと

　手乗り文鳥を飼かっています。

　かわいいです。

　生後三ヶ月のときに私のところにやってきて、はや幾年。人間の年齢に換算するととっくに還かん暦れきをすぎているので、老鳥といってもいいかもしれませんが、どこからどう見てもかわいいです。老鳥なのでたまにころんだり（するんです。鳥なのに）、脈みやく絡らくなくネコのような声で鳴いたりもするのですが（たまにすごい変な声を出します）。

　とにかくいくら見ていても飽あきません。時間の許す限りいっしょに遊びたいです。文鳥とまったりしてるときがいちばん幸せです。

　動物を観察するのはとても面白いです。かわいいだけではなく本当に勉強になります。動物を知ることは人間を知ることにもつながると思っています。

　たとえば……。

　文鳥は見たことのない新しいものを見るとこわがります。

　それがバランスボールみたいに大きなものなら逃げますし、お菓子みたいに小さなものなら攻撃します。

　それを飼い主が持っているのでない場合、飼い主に合流して安心を得ようとします。

　こわいものがなくなり、安心すると笑顔になります。

　笑顔というか、うれしいときは少し目を細めた感じになるのですが、これは心を許せる状況だから（危険が近いときは周囲を警戒しないといけないので瞳を大きくして広い視界を確保する）。

　……みたいな感じです。

　いかがでしょうか。

　人間にもわりと当てはまったりするみたいな……。

　そういう動物の本能的な行動はとてもかわいいものです。虚きよ飾しよくがなくて純粋ですし、思わずなでなでしたくなります。そういった各種行動の理由がわかると、ちょっとした感動すらおぼえます。

　これは日常生活にも敷ふ衍えんできるように思います。

　たとえば誰かに不快なことをされた際、相手のふるまいを動物の行動に置き換えて考えれば、いろんなことが理解しやすくなります。このひとはきっとおなかが空いてるんだ、あるいはこのひとは寂しいんだ、このひとはたぶんはしゃいでいるんだ、ですとか。

　そんなふうに理解できると腹が立つことも少なくなります。

　むしろ、助けてあげたくなることも多いです。

　だから、もしいま誰かにいやがらせされて困っているかたは「このヤロー」とやり返したりせず「このあといっしょにお茶飲みに行かない？」と誘ってみてはどうでしょうか。もしかすると問題を解決する早道になるかもしれません。（あ、しかしながら勿もち論ろんうまくいかない場合もあるので、その際は申しわけありません）

　ともかく、対象を観察して、その求めているところを知るって大事なことだと思うのです。あまり腹を立てることなく、なるべくならひとの腹も立てずに生きていきたいです。

　って、うーむ。書き始める前に危惧したとおり、やはりペットの話がいちばん長くなってしまいました。

　文鳥かわいい。





　８・謝しや辞じ

　今回もたいへん多くのかたにお世話になりました。

　担当の高野さん、ありがとうございます。いつも的確なアドバイスや面白い情報を提供していただき、頭があがりません。今後もがんばりますので、よろしくお願いします。

　イラストレーターの狐印さん、感謝しております。イラストを見るとやる気がわくのでプリントアウトした絵を壁に貼っています。三巻もお力添えをお願いします。

　デザイナーの沼田さん、ありがとうございます。私も大学時代に少しグラフィックデザインの勉強をしていたりしました。デザイン大事です。今後もよろしくお願いします。

　読者の皆様、本編と長いあとがきをここまで読んでいただき、感謝の気持ちでいっぱいです。三巻はもっと面白いものをお届けできるように努力しますので、これからもよろしくお願い致します。





　９・次巻のこと

　三巻では不思議な新キャラの登場と、この世界の秘密の提示、恋愛模様の進展に力を入れつつ、ヒノリカとフローンも大活躍……みたいなことをする予定です。最近お気に入りのスガモさんも暗躍させたいですし、地味に書いてて楽しい兄貴にもいろいろさせたいところ。主人公は強く成長します。それでは最後にひとこと──。

　スノウピーかわいい。



山田　有



    

  
    
      スノウピー２

スノウピー、憤ふん慨がいする



山やま田だ　有ゆう





平成24年11月29日　発行

発行者　山下直久

発行所　株式会社富士見書房

〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14

http://www.fujimishobo.co.jp/

(C)2010 Yu Yamada, Koin/Fujimishobo
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